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出雲市教育委員会では、平成9年度に出雲土木建築事務所から委託を受け、

出雲市駅付近連続立体交差事業地内に所在する天神遺跡の発掘調査を実施し

ました。

同事業地内では、平成6年度にも隣接地において発掘調査を実施しており、

弥生時代中期から古墳時代前期初頭にかけての環濠と考えられる大溝や、弥

生時代の木製農耕具など数多くの遺構、遺物を検出しました。

今回の発掘調査でも、弥生時代中期を中心とする溝状遺構や、平安時代後

半の井戸などを検出し、この地域におけるひとびとのくらしを知る貴重な資

料を得ることができました。中でも最も大規模な溝状遺構は、平成6年度に

調査した環濠と考えられる溝と同一のものである可能性が高く、環濠の規模

やその当時の人々の生活域を考えるうえでも貴重な資料となりました。本書

はその報告書ですが、出雲平野の歴史解明に多少なりとも役立てば幸いに存

じます。

なお、今回の調査にあたりご協力を賜りました地元の皆様をはじめ、関係

各位に、衷心より御礼申し上げます。

平成11年3月

出雲市教育委員会

教育長　多　久　　　博



例　　　言

上　本書は、出雲土木建築事務所の委託を受け、出雲市教育委員会が平成9年度に実施した天神遺

跡第9次発掘調査の報告書である。

2．発掘調査は、下記の期間において実施した。

平成9年（1997）4月24日～同年7月10日

3。発掘調査を行った地番は、次のとおりである。

出雲市塩冶有原町4丁目1番地ほか

4。調査は、次の組織で行った。

平成9年度

〔調査指導者〕西尾　克己（島根県教育委員会文化財課主幹）、　岩橋　孝典（同　主事）

〔事　務　局〕後藤　政司（出雲市教育委員会文化振興課長）、川上　稔（同　係長）

〔調　査　員〕岸　道三（出雲市教育委員会文化振興課副主任主事）、糸賀　伸文（同　臨時職員）

平成10年度

〔調査指導者〕西尾　克己（島根県教育委員会文化財課主幹）、守岡　正司（同　主事）

〔事　務　局〕後藤　政司（出雲市教育委員会文化振興課長）、川上　稔（同　課長補佐）

〔調　査　員〕岸　　道三（出雲市教育委員会文化振興課副主任主事）

5。本書で使用した遺構略号は次の通りである。

SD－溝状遺構、SK－土坑状遺構、SX－落込み状遺構、P－ピット

6。本書で使用した方位は真北を示す。

7。本遺跡の出土遺物及び実測図、写真は出雲市教育委員会で保管している。

8。本書掲載の遺物実測図及び写真撮影については、岸、糸賀のほか、高橋　智也（文化振興課主事）、

片倉　愛美（同　主事）、今岡ひとみ、鬼村奈津子、春木　崇志、矢田　知美（同　臨時職員）が

行った。

9。本書の執筆、編集は、上記調査員の協力を得て岸が行った。

10。石器の石材鑑定については、山本　順三（（細田部美術館学芸員）が行った。



1主　調査にあたっては、出雲土木建築事務所、JR出雲工事事務所から多大な協力を得た。

12。発掘調査及び遺物整理にあたり、次の方々に御指導、御協力を賜った。

田中　義昭（島根大学法文学部教授）、池田　満雄（出雲市文化財審議会委員）、赤澤　秀則

（鹿島町教育委員会係長）、角田　徳幸（島根県埋蔵文化財調査センター文化財保護主事）、

岩橋　孝典（同　主事）、間野　大丞（同　主事）

13。発掘調査にあたっては、次の方々に従事して頂いた。

高根　正春　　稲村　玉枝　　高根　常代

藤原　　博　　陶山　　潤　　吾郷　　槙

角森雄志郎　　坂根　　誠　　藤原　　勉

藤原　一男　　佐野　静子

周藤　俊也　　鎌田　　悟

米山　清司　　奥田　広信

吉田　栄

板倉セツ子

14。遺物整理、報告書作成作業については、次の方々に従事して頂いた。

遠藤　恭子　飯囲　陽子　川谷　真弓　　荒木恵理子　吹野　初子　石川　桂子

岡野　和栄　　岡　こずえ
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⑳　調査に要る経緯

平成8年（1996）3月29日、出雲土木建築事務所より出雲

市駅付近連続立体交差事業地内における埋蔵文化財の有無

について照会を受けた。事業予定地は周知の遺跡である天

神遺跡の範囲内であるとともに、平成6年（1994）には北側
（1）

の隣接地（現在は鉄道高架橋となっている）を発掘調査し、

多くの遺構や遺物を検出しているが、遺構検出レベルや遺

物包含層を確認するため、試掘調査を実施することにした。

試掘調査は、同年4月24日に4ヶ所のトレンチを設定し

て行った（第1図）。その結果、高架橋の北側に設定した第

3　0第4トレンチでは、平成6年に発掘調査を実施した地

山上面の包含層が削平された状態で、遺構・遺物とも確認

できなかった。一方、南側に設定した第1・第2トレンチ

からは遺構及び遺物が検出された（第2図）。遺物には弥生

土器e土師器が多く、須恵器・陶器もわずかに出土してい

る。また、遺物を包含している層位は、標高約6．1～7．0

mと厚く、試掘溝全体が遺構にかかっていると考えられた。

試掘調査の結果から、事業者である出雲土木建築事務所

と出雲市教育委員会、島根県教育委員会の三者で協議を重

ね、高架橋の南側、幅約10m、長さ約45mの約450I産を

発掘調査することで合意した（第3図）。そして、調査期間

は平成9年（1997）4月から同年7月までとすることを確認

した。

発掘調査に至る手続きについては、まず、事業者である

出雲土木建築事務所から平成9年（1997）3月10日付で埋

蔵文化財発掘の通知（文化財保護法第57条の3）が提出さ

れた。出雲市教育委員会ではこれを受け、埋蔵文化財発掘

調査の報告（同法第98条の2）を同年3月17日付で文化

庁長官宛提出している。

発掘調査は、平成9年（1997）4月から準備を進め、同年

4月24日から開始した。なお、調査地は現状が既設舗装道

路であったため、試掘調査によって確認されていた遺物包

含層の上層である造盛土までを重機によって取り除き、そ

の下面から調査を開始している。そして、夏の猛暑と台風、

遺構内からの湧水などに悩まされながらも平成9年（1997）7

3．灰色土　　　　褐色粒子を含む　　3．灰色土　　　　褐色粒子を含む

4．褐灰色砂貫土　褐色粒子を多く含む　4．褐灰色土　　褐色粒子を多く含む
5．褐灰色砂貿土

6．明褐色砂質土
7．暗褐色砂貿土

8．黄白色シルト

5．褐灰色土

6．褐色土
7．明褐色砂貿土

8．黄褐色砂貿土
9．黄褐色シルト

第2図　試掘トレンチ堆積土層図



月10日に調査を終了した。その間、同年6月29日には75

名の参加者を得て現地説明会を行っている。

なお、調査終了後に埋蔵文化財発見届（遺失物法第13条主

埋蔵文化財保管証、発掘調査の概報をそれぞれ出雲警察署

島根県教育委員会に提出している。

註

（1）「天神遺跡第7次発掘調査報告書」

出雲市教育委員会　（1997）
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第3図　発掘調査区位置図



Ⅱ．位置と環境

（1）遺跡の位置

天神遺跡は、出雲市天神町及び塩冶有原町を中心とする広範囲な地域に所在している。現在では山

陰屈指の規模を有する出雲平野のほぼ中央、JR出雲市駅から西方1kmほど離れた地域に広がってお

り、そのほとんどが宅地として利用されている。

出雲平野をとりまく地形には、北に北山山麓、南に中国山地から派生した丘陵地が連なり、東には

宍道湖、西には日本海がある。この宍道湖と日本海には、それぞれ斐伊川、神戸川が注いでおり、出

雲平野はこの二大河川によって形成された沖積平野となっている。

しかしながら、遺跡が形成され始めた頃の景観は、現在とはかなり異なっていたようである。奈良

時代に編纂された『出雲国風土記』によれば、現在は東流して宍道湖に注いでいる斐伊川が、当時は西流

第4図　天神遺跡周辺の遺跡

1．天神遺跡　2．白枝荒神遺跡　3．小山遺跡　4．矢野遺跡　5．大塚古墳　6．石臼古墳　7．山持川川岸遺跡　8．鳶ケ巣城跡
9．平林寺山古墳10．膳棚山古墳群11．大寺古墳12．荻抒古墓13．斐伊川鉄橋遺跡14．西谷墳墓群15．今市大念寺
古墳16．塚山古墳17．平家丸城跡18．角田遺跡19．神門寺境内廃寺　20．上塩冶築山古墳　21．築山遺跡　22．上塩
冶横穴墓群　23．大井谷城跡　24．半分城跡　25．三田谷遺跡　26．小坂古墳　27．刈山古墳群　28．半分古墳　29．地蔵山
古墳　30．栗栖城跡　31．放れ山古墳　32．大梶古墳　33．古志本郷遺跡　34．田畑遺跡　35．妙蓮寺山古墳　36．浄土寺山城跡
37．地蔵堂横穴墓群　38．宝塚古墳　39．福知寺横穴墓群　40．小浜山横穴墓群　41．知井宮多聞院遺跡　42．山地古墳
43．上長浜貝塚　44．正蓬寺周辺遺跡　45．出雲大社境内遺跡　46．原山遺跡　47．菱根遺跡

3



して入海のような状況を呈していた「神門氷海」と呼ばれる潟湖（現在の神西湖）に注いでいたようであ

る。

また、古代国の君臣里制においては神門郡高岸郷に比定されており、『出雲国風土記』には、天神遺跡

周辺の様子について、次のように記載されている。「或るは土地豊に沃えて土穀e桑e稔り款枝に、百姓の

膏取の薗なり。或るは土地豊に沃えて、草水叢り生ひたり。」というように、農業に適した豊かな肥沃地で

あったようである。

このような地形のもと、天神遺跡は入海の河口部に近い神戸川北岸の旧自然堤防上に立地していたと考

えられ、少なくとも鎌倉時代の初期頃までは同様な景観であったと考えられる。

（2）歴史的環境

出雲平野には、数多くの遺跡が存在している。中でも天神遺跡の所在する塩冶地区は、出雲市内でも最

も埋蔵文化財の密集する地域となっている。神戸川右岸に形成され、南北に長く伸びる旧自然堤防上には、

神門寺付近遺跡e塩冶小学校付近遺跡e弓原遺跡e高西遺跡など、それぞれを区分するのが難しいほど連

結して遺跡が密集している。

出雲平野における遺跡の初源は、平野の北にある菱根遺跡（太社町）、西の砂丘下にある上長浜貝塚が

知られており、縄文時代早期末の遺物が確認されている。これに続く遺跡としては、縄文時代前期末から

中期にかけての上ケ谷遺跡（斐川町）が知られているが、その他では確認されていない。

縄文時代後期。晩期になると、平野の北に出雲大社境内遺跡、原山遺跡（太社町）が営まれるほか、南

の丘陵下にある三田谷I遺跡、平野中央部の矢野遺跡e蔵小路西遺跡からも遺物が確認されている。

弥生時代には、矢野遺跡e姫原西遺跡や三部竹崎遺跡（湖陵町）などで前期の遺物が確認されているが、

規模は小さい。しかし、中期中葉以降、入海周辺の沖積地に集落が飛躍的に拡大し、天神遺跡e古志本郷

遺跡e下古志遺跡などの大規模集落が営まれ、その拡大は古墳時代前期にまで及んでいる。また、弥生時

代後期には四隅突出型墳丘墓6基を含む西谷墳墓群が斐伊川に近い南の丘陵上に築造される。この中には、

突出部を入れると一辺60mもあるような3号墓など大形のものもあり、この頃にはある程度共同体的結

合が図られ、首長の権力が強大になってきたことが窺える。

古墳時代になると、中期の遺跡や古墳は少ないが、後期後半には今市太念寺古墳e上塩冶築山古墳・地

蔵山古墳など、横穴式石室を有す大規模な古墳が築造される。また、平野南部の丘陵斜面には上塩冶横穴

墓群の神門横穴墓群など大規模な横穴群が築かれ、東部出雲の安来平野、意字平野に並ぶ勢力が存在して

いたことが窺える。しかし、これら古墳の被葬者を支える基盤となったであろう大集落遺跡は、現在のと

ころ確認されていない。

奈良時代にも遺跡は点在しているが、あまり詳しいことはわかっていない。一方、この時期になると神

門寺境内廃寺の長者原廃寺などの私寺が建造されるとともに、小坂古墳の石梶や朝山古墓e菅沢古墓のほ

か、近年の発掘調査によって、墳丘内から石製骨蔵器が発見された光明寺3号墓などの初期火葬墓があり、

いち早く儒教あるいは仏教文化が取り入れられていたことが窺える。

中世の遺跡は、各地で井戸や建物跡などの遺構が検出されているが、集落としてほ部分的なものが多く、

あまり詳しいことはわかっていない。その中にあって、矢野遺跡では14～15世紀にかけての溝で区画さ

れた屋敷地が発掘されており、蔵小路西遺跡e姫原西遺跡からほ中世の木棺墓が発見されている。

4
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凶　　次に塗る発掘調査

天神遺跡では、これまでに種々の開発に伴い、8次、20ヶ所の発掘調査が行われている（第5図）。

（1）

回　第瀾次発掘調査－海上地区土地区画整理事業に伴う発掘調査－（1971年）

道路新設部分6ヶ所について行われた発掘調査である。第1調査地区では、柱穴を伴う竪穴遺構の

ほか、弥生時代中期後半の壷棺墓が検出されている。器高58cmを測る壷棺が、長さ約上5m、深さ

約50cmの墓坑に横にして埋納されていた。第2調査地区では、弥生時代中期後半頃の溝状遺構が検

出されており、短頸壷や鋸歯文のある石製紡錘車などが出土している。第3調査地区では、弥生時代

中期後半頃の溝状遺構や古墳時代の土坑のはか、ピットなどを検出している。第4調査地区では、古

墳時代後期以降と推定される溝状遺構が検出され、土師器高杯やまりなどが出土している。また、天

神遺跡発見の端緒となった第5調査地区では、古墳時代後期の掘立柱建物跡と考えられる柱穴を10

以上検出し、須恵器や土師器の壷などが出土している。第6調査地区では、奈良時代から平安時代に

かけての掘立柱建物跡3棟や溝状、柵状遺構などが検出されている。中でも奈良時代の掘立柱建物跡

の柱穴は、径約70cm、深さ約40cmを測る大形のものであり、付近で墨書土器が出土していることか

ら、地方官衛跡（郡家、郷倉、駅家など）の可能性が指摘されている。

（2）

（2）第2次発掘調査－島根医大教職員宿舎建設に伴う発掘調査－（1975年）

官舎部分3ヶ所について発掘調査が行われている。第1調査区では、弥生時代中期中葉の土坑墓と

推定される遺構を14基検出しているほか、弥生時代中期中葉から古墳時代後期にかけての溝状遺構

などを検出している。溝状遺構の中には「コ」の字状を呈するものがあり、方形周溝墓としての可能

性が指摘されている。また、第2調査区では、古墳時代後期から近世にかけての掘立柱建物跡6棟と

溝状遺構4条などを検出している。特に古墳時代後期頃にあたる掘立柱建物跡の柱穴は、径1m～つ∴2

mと大形で、2間×4間の総柱となるものも含まれており、1971年の調査を裏付けるように、郡衛

など官衛跡的遺構である可能性を示唆している。また、これまで弥生時代中期の土器編年を前e後半

に2区分していたのに対し、この調査で出土した土器などが指標となって弥生時代中期を前葉e中

葉e後葉に3区分できる貴重な資料となっている。

（3）

（射　窮　次発掘調査－出雲考古学研究会による自主発掘調査－（且978年）

天神遺跡周辺を開発の波から守るため、その性格を捉えることを目的とした発掘調査であり、天神

天満宮南側の3ヶ所で行われている。B－＝区では古墳時代中期と考えられる土器溜を検出し、土師

器高杯、塊には赤色塗彩され暗文が施されたものが多く、周囲から土製の勾玉や丸玉などが出土して

いることから、祭祀性の強い遺構と考えられている。また、平安時代頃と考えられる掘立柱建物跡の

柱穴は、径80cm～1mに及ぶ大形のもので、同区から緑紬陶器が出土していることや1971年の調査

時に隣接した畑地内から墨書土器が出土していることから考えて、官衛的建物群の一部と解されてい
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る。A－2区、A－4区の調査では溝状遺構、ピットなどを検出しているが、時凱性格ともに不明

とされている。なお、付近で出土した墨書土器は、この調査時に「早天」と判読できることがわかっ

ている。

（4）第堵次発掘調査一建設省職員宿舎建設に伴う発掘調査－（1981年）4）

職員宿舎の建物部分、約200扉について発掘調査を行っている。遺構は、奈良時代のものと推定さ

れる掘立柱建物跡2棟や平安時代と推定される土坑、中世から近酎こかけての溝状遺構などが検出さ

れている。特に、中世の溝状遺構の中には、それぞれが方形に囲擁するものがあって、2棟以上の建

物跡を溝によって区画していたものと推定されている○なお、出土遺物には須恵器、土師器、古銭な

どがあるが、弥生土器は認められていない。

（5）第5次発掘調査一建設省新庁舎建設に伴う発掘調査－（1985年～1986年）5）

庁舎部分、約300r正について発掘調査が行われている。遺構は、弥生時代中期から中世にかけての

溝状遺構や土坑状遺構が複雑な切合関係をもって検出されている。特に、弥生時代中期中葉の土坑墓

と考えられる遺構には、管玉などの副葬品を有するものもあり、この地域における社会的階級の成立

を考えるうえで貴重な資料となっている。また、調査範囲が限られているため全容は不明であるが、

平面形が方形を呈し、床面に側溝が認められる古墳時代後期の竪穴住居跡と考えられるような遺構が

検出されており、この調査区周辺に古墳時代後期の集落跡があることも想定されている。

（6）第6次発掘調査一塩冶地区遺跡分布調査による遺跡範囲確認調査－（1986年）6）

5ヶ所のトレンチを設けて行った遺跡範囲確認調査である。第1トレンチでは、中世の溝状遺構や

ピットなどを検出している。第2トレンチでは、溝状遺風土坑、ピットなどを検出しているが、弥

生時代中期の溝状遺構の中には、多量の土器が認められ、断面が「Ⅴ」字状を呈して集落を囲擁する

環濠の可能性が指摘されているものもある○そのほか、弥生時代中期の遺構としては、土坑も検出さ

れて‘いる。遺構の多くは古墳時代後期から中世にかけてのものであるが、少量ながら弥生土器片も確

認されている。また、第4トレンチでも、溝状潮臥ピット、落ち込み状遺構など多数の遺構を検出

している。時期は奈良時代から近酎こかけてのものと考えられている。

（7）第ア次発掘調査一出雲市駅付近連続立体交差事業（高架橋部分）に伴う発掘調査－（1994年；7）

高架橋予定地の幅約6m、全長約270mの区間で発掘調査を行っている。A区では、弥生時代中期

中葉から近酎こ至るまでの溝状遺風土坑、ピットなどを多数検出している。中でも、弥生時代中期

中葉頃の遺構である大藩1e2は、幅が約6mもある大規模なもので、集落を囲擁する環濠の可能性

が指摘されている。B区でも弥生時代中期中葉から近世に至るまでの溝状遺獄土坑、ピットなど多

数の遺構を検出している。溝状遺構には、大規模なものが4条検出されており、それぞれ環濠の可能

性が指摘されているとともに、時期的に重なるものがあることから、多重環濠として機能していた可

能性がある。特に、弥生時代終末期頃に埋まったと考えられるSD06からは、遺物が多量に出土し、

6



第5区l　天神遺跡発掘調査例位置図

1．建設省宿舎新築に伴う調査（1994）2．出雲市駅付近連続立体交差事業に伴う調査（1994）3．出雲市駅付近連続
立体交差事業に伴う調査（1997）4．建設省新庁舎建築に伴う調査（1985～1986）5．島根医大教職員宿舎建設に伴
う調査（1975，第1調査区）6．（1975，第3調査区）7滴上地区土地区画整理事業に伴う調査（1971，第1調査地区）
8．（1971，第2調査地区）9．（1971，第4調査地区）10．（1971，第3調査地区）11．建設省職員宿舎建設に伴う調査
（1981）12．（1971，第6調査地区）13．（1971，第5調査地区）14．（1975，第2調査区）15～18・20・塩冶地区遺跡
分布調査（1986）19．出雲考古学研究会による調査（1978）
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搬入品も多く認められることから、当該期の集落を考えるうえで貴重な資料となっている。C区は旧

自然流路の低湿地で、弥生時代中期後葉頃の農耕具や食器などの木製品が多量に出土している。木製

品の中には、未成品のものも含まれており、付近で杭や溝状遺構が検出されていることから、溝やウ

ッドサークルで保管していた可能性が指摘されている。D区では、近世のものと考えられる石敷状遺

構や道状遺構などを検出し、付近では墨書木札が出土していることから、この付近に集荷センター的

な施設があったことが想定されている。

（8）

（8）第＄次発掘調査－建設省宿舎新築に伴う発掘調査－（1994年）

宿舎建物部分と駐車場部分約1，000扉について発掘調査が行われている。遺構としては、溝状遺構、

土坑、ピットなどを検出している。時期は古墳時代後期から近世に至るまでのものであるが、古墳時

代後期の遺構は土坑墓1基のみである。なお、溝状遺構の中には、これまでの発掘調査によって指摘

されていたように、建物を囲擁する可能性があるものも検出されている。なお、弥生土器は認められ

ていない。

‾∴　ニ予告1・」圭壷中一i二二；三！

天神遺跡は、天神町及び塩冶有原町を中心とする地域に所在し、その範囲は東西約450m、南北約

600mの広範囲に及んでいる。これまでの発掘調査によって遺構や遺物が数多く検出され、弥生時代

中期中葉頃から近酎こ至るまでの長期間、連綿と集落が営まれていることが明らかになっている。し

かし、遺構や遺物の出土状況から考えると、弥生時代から古墳時代にかけての居住域は遺跡の北東部

に集中している傾向にあり、奈良時代以降については西部や南部で多く検出されている。

天神遺跡の所在する地域は市内でもいち早く宅地化が進み、発掘調査についても部分的で面的な調

査が少ないが、大局的にみると前述のように居住域が二極化していることは、今後も注視していく必

要がある。

註

（1）「出雲市天神遺跡」　出雲市教育委員会　（1972年）

（2）「天神遺跡」　出雲市教育委員会　（且977年）

（3）「天神遺跡の諸問題」　出雲考古学研究会（『古代出雲を考える』且　1979年）

（4）「天神遺跡発掘調査報告書」　出雲市教育委員会　（1982年）

（5）「天神遺跡発掘調査報告書Ⅳ」　出雲市教育委員会　（1986年）

（6）「塩冶地区遺跡分布調査Ⅲ」　出雲市教育委員会　（1987年）

（7）「天神遺跡第7次発掘調査報告書」出雲市教育委員会　（1997年）

（8）「天神遺跡第8次発掘調査報告書」出雲市教育委員会　（1996年）
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Ⅳ⑳　詞塵の概要

』　発掘調査の概要

調査に入る前に、試掘調査によって確認されていた遺物包含層までの造成土を重機によって取り除

き、排土した。そして、東西、南北とも5m間隔のグリッドを設定し、南からAl～A8Gr、B「～

B8Grとした。調査面積は東西10m、南北45mの450扉である。なお、水処理のために調査区を囲

むように深さ約30cmの側溝を掘っているが、この際にも多くの遺物を検出している。

腰　序　（第6図e第7図）

調査区が南北に長いため、複雑な堆積を示しており、切合関係を把握するのも難しい状況であった。

また、遺構が集中している調査区南側と遺構があまり検出されていない北側とでは、大きく層序が異

なっている。

調査区の北側では、基本的には上層から褐灰色土、明褐灰色土、暗褐色土と堆積しており、地山で

ある黄褐色シルト質土に達する。一方、南側の基本層は、上層から褐灰色土、黒褐色系土、砂質系土

と堆積しており、地山である黄褐色シルト質土に達している。この層位の違いは、遺構の残存状況や

遺物の出土状況から推察すると、北側では暗褐色土が堆積した後の時期に何度か削平を受けたものと

考えられる。

遺　構　（第6区「第7図）

遺構は、溝状遺構11、土坑状遺構6、落ち込み状遺構6、ピット状遺構9を検出しており、遺構

が築かれた時期も弥生時代中期から古墳時代初頭e古代e中世の近世のものなど様々であり、これら

の遺構が複雑な切合関係をみせている。

近世の遺構は、最上位層である褐灰色土上面で検出され、溝状遺構を2（SDOl e SDO2上

土坑状遺構を1（SKOl主∴落ち込み状遺構1（SXO H　を検出している。

古代から中世にかけての遺構は、溝状遺構を1（SDO5）、土坑状遺構を5（SKO2㌦SKO6）、

落ち込み状遺構を4（SXO2～SXO4）、ピット状遺構9（Pl～Pの　を検出している。中でも

土坑状遺構は、その全てがn世紀後半から12世紀代にかけて築かれ、井戸として利用されたと考え

られ、特にSKO4　e SK06では白磁を共伴し、多量の遺物が検出されている。

弥生時代から古墳時代初頭頃にかけての遺構は、溝状遺構を8（SDO3　0SD04e SDO7～

SD12主　落ち込み状遺構2（SXO4e SXO5）を検出している。中でも溝状遺構であるSD
（1）

09は、第7次発掘調査で検出されたA区大藩1と規模や方向がほぼ一致することから、同一の溝で

ある可能性が高く、注目される。

また、遺構は調査区の南側に集中しているが、北側には遺構が存在しないのではなく、地山上面が

何度かの削平を受けているためで、実際には遺構の底部のみが部分的に残っている状態であった。
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遺　物

遺物は、造成土を除くと地山である黄褐色シルト質土の上層に堆積する全ての層に包含しており、

弥生土器e土師器を中心に須恵器e磁器e鉄器e木製品も若干出土している。総発掘調査面積は450

扉であるが、遺物の出土量はコンテナ17箱分にも及んでいる。

中でも黄褐色シルト質土の上層に堆積する黒褐色土、暗褐色土は安定した遺物包含層となっている。

また、遺構内からの出土量も多く、SDO3　e O4　e O9、SKO4e06からは大量の遺物を検出

している。

弥生土器には、壷の嚢e高杯e鉢e蓋などの器種があり、バラエティーに富んでいる。そのほとん

どが弥生時代中期中葉頃の遣物であるが、中には中期前葉に近い様相を示す遺物も認められ、天神遺

跡が営まれた時期がさらに遡る可能性がある。また、壷や嚢の中には内外面とも横方向のミガキによ

って調整されている特異な土器など、他地域から搬入された可能性があるものもあり、貴重な資料とな

っている。

弥生時代後期頃の遺物は少ないが、弥生時代終末期から古墳時代初頭にかけては再び遺跡の繁栄し

た時期で、遺物の出土量も多い。そして、中には第7次調査でも検出された布留式傾向嚢も数点含ま

れており、注目される。

古墳時代前期e中期の遺物は少ないが、後期から奈良時代にかけての遺物はわずかながら出土して

いる。そして、平安時代末（11世紀後半～12世紀代）になると、当該地に多くの遺構が築かれて再

び繁栄期を迎え、遺物の出土量も多い。遺物には嚢e杯e塊e小皿などとともに、玉緑のつく白磁や

鉄鉱などの鉄器も共伴しており、良好な資料となっている。その他、中世・近世の遺物もわずかに認

められ、遺跡が営まれていたことが窺われる。

以上のように、当該地は弥生時代中期中葉頃から近世に至るまで、一時衰退期はあるものの、連綿

と集落が営まれていたことが窺われる。

註

（1）「天神遺跡第7次発掘調査報告書」　出雲市教育委員会　（1997年）
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16　　　　　18　　　24

1．摘灰色土　　わりとしまりかある　　　4．灰褐色砂黒土　　　粒子粗い　　　　　　7．褐灰色土 10．褐色土　　　　地山ブロックを含む　　　13・明褐色砂貿土 16．灰褐色土　　　粒子やや粗い　　　　1g．灰白色粘質土　　粒子細かく、固くしまりかある　　　21．暗褐色土　　　地山ブロックを含む

2・暗褐色土　　しまりかある　　　　　5・灰色土　　　　　褐色拍子を含む　　　8，明褐色土　　少し撹乱を受けた層　　11．明褐灰色土　　地山ブロックを多く含む　14．黒褐色土　　地山ブロックを多く含む　　17瀾灰色砂異土　地山ブロックを含む　　20．明褐色土　　　　しまりがある

3．時褐色砂貿土 6．褐灰色砂貿土 9．摘灰色土　　　地山ブロックを含む　　　12．灰色土 15．褐色土

第6図　遺構配置図（1～4Gr）

18．灰色枯貿土

22．褐色砂貿土

0

※赤刷は弥生時代～古墳時代の遺構、黒刷は古代～中近世の遺構
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C′

撹　　　　乱

23．明褐色砂真土 26．褐色じ　　地目けロックを多く含む　　2【日露褐色上　　黒色土ブロックを含む　　32潤色上　　砂接を含む　　35・明褐色土

24．明褐色土　　地山ブロックを多く含む　　27．帽褐色土　少し撹乱を受けた層　　　30・凰褐色土　　　　　　　　　　33・褐色紗貿土　　　　　　36・漁褐色砂黒土

25．褐色土

百。烹芸訂 山　｝　隈

38．拘灰色上　　　37個よりやや嶋い　　　　　　　4l・員褐色紗督土　　地山ブロックを多く含む　　43・液盈色砂賞上　　他山ブロックを多く含む

39誹月褐灰色土　　少し粘性があり、褐色相子を含む　　42．明褐色砂督土

28．暗褐色土　粒子粗い　　　　　　31．暗褐色土　　しまりがある　　　　34・灰抽色土　しまりがある　37・褐灰色土　褐色拍子を含み・しまりがない　　40・褐色砂賞土　　地山ブロックを多く含む

第7図　遺構配置図（5～8Gr）

44．灰褐色土

転義＿。′

※赤刷は弥生時代～古墳時代の遺構、黒刷は古代～中近世の遺構
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一　轟苓十一二漣点

回　近健の遺構

近世の遺構は、溝状遺構2、土坑状遺構1を検出しているが、いずれも褐灰色土上面で検出されて

おり、上部はかなりの削平を受けているものと考えられる。

＄随⑳瑠（第8図）

調査区の南側、褐灰色土上面で検出された南南東一北北西に伸びる溝状遺構である。北側は上部削

平のために途中で切れ、南側は調査区外へと伸びている。

検出長10．8m、最大幅38cmを測る。なお、検出高は

標高6。58mである。

覆土には、少し粘性のある褐灰色土が堆積し、断面の

形状は、両肩から鋭角に落ちて、底面はやや平坦に作り

出しており、最深部までの深さは約16cmである。

遺物は全く出土しておらず、性格については不明であ

るが、堆積土の状況や遺構の切合関係から考えると近世

の遺構である可能性が高い。

また、SDOlと直交するようにSD02が西南西一

東北東へと伸びているが、切合関係からSDOlより新

しい時期に築かれたことが明らかである。しかし、SD

Olと同様、遺物は全く出土しておらず、性格について

は不明である。

＄瞳⑳瑠（第9図）

調査区の東側、A3Grの褐灰色土上面で検出した土

坑状遺構である。平面プランは、東側が一部調査区外へ

伸びているが、径約上24mのほぼ円形を呈している。

なお、検出高は標高6。58mである。

覆土には、黄褐色粘土をブロック的に含む褐灰色土が

堆積しており、断面の形状は、肩部から緩やかに落ちて

底面はほぼ平坦に作り出しているが、南側では一度平坦

面を作ってから中央最深部へと落ちている。なお、最深

部までの深さは約12cmである。

A
L＝6．60m

1・褐灰色土　　少し粘性かあり、褐色粒子を含む

土器は出土していないが、遺構の中央で2本の木片を

検出している。これは、何かを据え付けるために渡され
0

ていた副木と考えられるが、何を据え付けていたかにつ　仁」上目－　　川・jm

いては不明である。時期については、堆積土の状況や遺　　　　　第8毘　＄扮馴実測図
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構の切合関係から考えると、近世

の遺構である可能性が高い。

（2）古代から中世にかけて申達嶺

古代から中世にかけての遺構は、

溝状遺構上　土坑状遺構5、落ち

込み状遺構4、ピット状遺構9を

検出しており、遺構の残存状態も

ほぼ良好で、多量の遺物が出土し

ている遺構もあり、貴重な資料と

なっている。

＄瞳の2（第10図）

A3～A4Grの灰白色粘質土上

面で検出した土坑状遺構である。

平面プランは東西長63C恥　南北長

1．27mを測り、南北に長い楕円形を呈する。遺構の基

軸は、南南東一北北西を向いており、検出高は標高

6。48mである。

覆土には、上層から砂利を含む褐灰色土・灰色土。褐

色土と堆積している。断面の形状は、両肩から緩やかに

落ちて底面はやや丸く作り出しており、最深部までの深

さは約8cmである。

遣物は全く出土しておらず、性格については不明であ

るが、堆積土の状況や遺構の切合関係から考えると、中

世の遺構である可能性が強い。

陛超（第11図）

A2Grの黄褐色シルト質土（地山）上面で検出したピ

ット状遺構である。平面プランは東西長30cm、南北長

38cmを測り、やや南北に長い楕円形を呈する。なお、

検出高は標高6．32mである。

覆土には、褐色砂質土が堆積しており、断面の形状は、

肩部から約45度の角度で落ちて底面は丸く作り出し、

最深部までの深さは約15cmである。

16

闇

0　　　　　　　　　　　　　　1m

－　「……　　　　‥」

第9図　SKOl実測図

SKO2

1．褐灰色土　　　砂利を含む

2．灰色土

3．褐色土　　　　砂利を含む

1m
「l11－i　　　　　　」

第10図　SKO2実測図



陛超の出土遺物（第60図－88）

遺物は、土師器の小皿が1点のみ出土している。ほぼ完形

で、口径9．2cm、底径5。4cm、器高上95cmを測り、内外面

ともナデ、底部は回転糸切りにより切り離されている。この

ような小皿は、11世紀後半頃から導入されたと考えられてお

り、器形からは判断できないが、他の遺構から出土した遺物

を考えると11世紀後半から12世紀代の可能性が強い。

遺構の性格については、他のピットとの位置関係から考え

ると柱穴とは考えにくく、不明である。

0　　　　　　　50cm
LL一一一i　　」

第11図　P4実測図

SKの3（第12図）

B3録の灰黄褐色土上面で検出した土坑状遺構である。平面プランは東西長約鮒cm、南北長約1．05m

を測り、南北にやや長いいびつな楕円形を呈している。なお、検出高は標高6．32mである。

覆土には、上層に砂利を多く含む褐色土や黒褐色土が堆積しており、中層には砂をブロック的に含

む黒褐色土e暗褐色土が堆積し、下層には粘性が強い黒褐色土e黒色土が堆積している。また、最深

部は灰白色租砂層に達し、この層位からはかなりの湧水がある。断面の形状は、肩部からほぼ垂直に

落ちて、底面はほぼ平坦に作り出しており、最深部までの深さは約上24mである。なお、SK03

は弥生時代中期から古墳時代初頭にかけての溝状遺構（SDO9）と切合関係にある。

遺構の性格については、

されていた可能性が強い。

また、同時期に築かれた

と考えられる遺構から出

土した遺物から検討して

も、SK03は11世紀後

半から12世紀代にかけて

築かれ、遅くとも13世紀

代には利用されなくなっ

たと考えられる。

SKの詔の出藍遺物

（第13図）

遺物には小片が多いが、

土師器杯あるいは塊が出

土している。1～4は土

師器の杯あるいは境であ

る。いずれも内外面は回

下層の粘質土中に木片が認められることから、木枠組みの井戸として利用

1．褐色土

2．黒褐色土

3．黒褐色土

4．明褐色土

5．黒褐色土

6．暗褐色土

7．褐色粘質土

8．褐色土

9．黒褐色粘質土

10．黒色粘貿土

第12図　SKO3実測図

17

固くしまりかあり、1cm大の砂利を非常に多く含む

砂利を多く含む

砂利を少し含む

褐色粗砂を含む

灰白色砂ブロックを含む

褐色粗砂、灰白色砂ブロックを含む

粒子細かい

粘性強く、しまりがない木片小量含む

粘性強く、しまりかない木片多く含む

Im
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転ナデによって調整され、底部は回

転糸切りにより切り離されている。

1ほ底部に厚みがあるので特徴で、

2は口径に対して底径が小さくなる

タイプのものであろう。3　e　4につ

いては全体の形状までは把握し難い。

これらの遺物の時期的判断は難しい

が、他の遺構などから考えると、11

世紀後半から12世紀代の遺物である

可能性が強いのではないだろうか。

また、下層の粘質土中から木片が

かなり出土していることは注意され

る。

ヽ　　　　　　　－　　　　　　／′一

周　、、、、＼占‥∠タ′′′意

亀

l

‾＝＝三∵

、、’、、走〆′‘魂

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm
il L＿＿l＿＿＿＿　一　　　　　　　　題

第13図　SKO3出土遺物実測図

＄瞳の超（第14図）

調査区のほぼ中央、B4～B5Grにかけて検出した土坑状遺構で、中央に水道管、西側にガス管が

埋設されていたため、かなりの撹乱を受けている。

検出した状況では、東西長2．56m以上、南北長3．24mを測り、平面プランはほぼ円形を呈する

ものと考えられる。なお、検出高は標高6．35mである。

覆土には上層に砂利を含むにぷい黄色土e褐色土e暗褐色土などが堆積し、中層には炭化物を多く

含む黒褐色土が堆積してその下層には黒褐色土e暗灰色粘質土が堆積している。また、最深部は灰白

色租砂層に達し、この層位からはかなりの湧水がある。断面の形状は、肩部から約45度の角度で落

ち、撹乱により明確には判断し難いが、底面はほぼ平坦に作り出しているようで、最深部までの深さ

は約80cmである。

遺物は遺構の中層から下層にかけての出土が多く、中央と西側が大きく撹乱を受けてはいるものの、

東側からの出土量が多い（第15図）。

遺構の性格としては、井戸が考えられるが、遺構の中央部が大きく撹乱を受けていることから、木

片、板材などの出土も確認されず、判断し難い。しかし、遺構内からほ量的には多くの土器e鉄器な

どが出土しており、井戸を埋める際に祭祀を行った可能性もある。

＄Kの超の出藍遺物（第16図）

出土した遺物には土師器杯・小皿e足高高台付杯e台付杯e白磁碗・鉄器など多くの遺物がある。

その中にはほぼ完形の状態で出土し、全体の形状が把撞できるものもある。1～10は土師器の杯で、

いずれも内外面は回転ナデによって調整され、底部は回転糸切りにより切り離されている。

2は、口径に対して底径が小さくなるタイプのものであろう。3も形状的には2と同様であり、底

径6．0cm、口径15．7C恥器高4．1cmを測り、底部からロ緑部にかけて内湾ぎみに立ち上がる。6は、

18



底径5。8cm、口径14調C恥器高4。6cmを測り、底部から目線部にかけてやや内湾ぎみに立ち上がる。

また、体部には回転水引き痕が明瞭に残り、外面にはススが付着している。10は口綾部から体部に

かけての破片であるが、内外面とも黒褐色を呈し、口緑端部がやや外反するという特徴をもつ。

これらの杯は、6がやや古い様相を呈しているものの、その他は松江市天満谷遺跡SDO3付近、
（1）　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）

遺構外出土土器、斐川町西石橋遺跡墓墳出土土器、出雲市藤ケ森遺跡（I地点）SKOl出土土器と形

状がよく似ており、且2世紀代のものと考えられる。

11～13は土師器の小

皿である。内外面とも回

転ナデによって調整され、

底部は回転糸切りによっ

て切り離されている。

11は、やや内湾ぎみに

立ち上がり、器高が1。35

cmと低く、内外面にスス

が付着している。12は形

状的には11と同様である

が、器高は2。Ocmと高さ

がある。13は底部から口

緑部にかけてほぼ直線的

に立ち上がる。これらの

小皿は、その出現が且1世

紀後半頃と考えられるこ

とから、それ以降のもの

であろう。

1射ま、足高高台をもつ

土師器杯である。高台部

はやや外傾するが外観的

には直立に近く、内外面

とも回転ナデによって調

整されている。また焼成

が非常に良好で、外面に

はススが付着している。

足高高台付の杯は、小皿

と同様、時期的にはH世

紀後半頃から出現するも

のであることから、それ

1．にぷい黄色土

2．褐色土

3．褐色土

4．黒色土

5．暗褐色土

6．褐色土

砂利を多く含む　　　　　　　　　　7．黒褐色土　　　　　炭化物を多く含む

砂利を多く含み、しまりがある　　　　8．暗褐色土　　　　　砂利を少し含む

砂利を含む　　　　　　　　　　　　　9．黒褐色土

炭化物の層　　　　　　　　　　　10．黒褐色粘貿土　　　粘性強く、しまりがない

砂利を含み、しまりがある　　　　11．暗灰色粘貿土　　　粘性強く、しまりかない

粒子やや粗い

0 2m

第14回　SKO4実測図
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以降のもので

あろう。

15は、台

付の土師器杯

である。内外

面とも回転ナ

デにより調整

され、底部は

回転糸切りに

よって切り離

されている。

このタイプの

ものは、松江

市天満谷遺

跡・黒田畦遺
（4）

跡などからも

出土してお

り、12世紀

後半以降に出

現する器形で

ある。

16は、白

磁碗の口緑部

から体部にか

けての破片で

ある。口径約

19．7cmを測り、

l‾、二

てこミク

」＿

色語㌶母野
一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一、

にご‾．

2m

第15図　SKO4遣物出土状況実測因

外面口緑部に玉線状の突帯が付くものである。その特徴から11世紀後半から12世紀

代にかけての資料であろう。平安時代から鎌倉時代にかけての土師器にはバリエーションが多く、容

易に時期的な判断はし難いが、この白磁が出土していることによりSK04から出土している土師器

についてもおおよそ当該期の資料であると考えられる。

第17図－1～3はSK04から出土した鉄製品である。

1は錆が付着してはいるが、最大長9．35cm、最大幅2．4cm、重さ42gを測る。2も同様に錆化

しているが、最大長6．9cm、最大幅2．5cm、重さ21gを測る。Ⅹ線写真から観察すると、1は先端

に2カ所の型持せ孔をもつ鉄鉱である。なお、片端は欠損している。2は墓であろう。刃部の一部と

上端が欠損している。3は、Ⅹ線写真から観察すると完形ではあるが、用途については不明である。

しかし、最大長7．25cm、最大幅3．4cm、最大厚が1．6cm以上あり、121gと重量もあることなどか

20



ら、金鎚のようなものが想定される。これらの鉄製品は、他の出土遺物から考えると11世紀後半か

ら12世紀代のものである可能性が強い。

＼こ∃≡プ夢〕、、、＼＼＝≡畠ク′ノ‘2

∠1　　・、＼亡二二≡＝プ・・5

；「二二ミ≡「＿＝l＿二　二三l＿＿

ii・
し爵謎

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm
L」＿＿」＿＿」＿＿＿」＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」
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＄瞳の5（第18図）

調査区のほぼ中央、A4～A5Grの灰白色粘質土

上面で検出した土坑状遺構である。平面プランは東

西長約2。4m、南北長約2。05mを測り、東西にや

や長いいびつな楕円形を呈している。なお、検出高

は標高6。37mである。

覆土には、上層に砂利を含む暗褐色土、中層には

砂利を含まない褐色系土が堆積し、下層には粘性の

強い暗褐色土や黒褐色土が堆積している。また、最

深部は灰白色租砂層に達し、この層位からはかなり

の湧水がある。断面の形状は、基本的には肩部から

C⊃

◎
瑠

窃◎

2

二　　　　∴
」」＿＿」＿＿＿＿⊥＿」＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」

第17図　SKO4出土遣物実測図（2）

約45度の角度で落ち、底面はほぼ平坦に作り出しているが、遺構の南側では一度平坦面を作り出し

てからさらに落ち、やや北側に偏る最深部へと達する。なお、SK05はやや新しい時期の遺構であ

るSX O2、S X O3、弥生時代

の遺構であるSD12と切合関係

にある。

遺構の性格としては、形状や下

層からかなりの湧水があることか

ら、素掘りの井戸と考えられる。

時期としては、出土遺物から考え

ると11世紀後半から12世紀代に

かけてのものと考えられ、井戸を

埋める際に土器などを投入し、祭

祀を行った可能性もある。

＄瞳の5の出藍遺物（第19図）

出土遺物には細片が多いが、土

師器杯e小皿e鉄製品が出土して

いる。

1～5ほ土師器の杯である。い

ずれも内外面は回転ナデによって

調整され、底部は回転糸切りによ

り切り離されている。5は、口径

2上8cmを測るやや大形の杯で、

やや内湾ぎみに立ち上がり、口緑

部の内外面にはススが付着してい

22

1．暗褐色土　　　小砂利を含む

2．褐色土　　　　やや砂貫

3．褐色土　　　　白色砂瀾褐色プt

4．明褐色土

5．褐色土　　　　小砂利を含まない
6．暗褐色土　　　小砂利を含まない

7．黒褐色土

8．暗褐色粘土

9．黒褐色粘土

0　　　　　　　　　　　　　1m

」⊥⊥＿」．＿」＿＿＿　　　」

第18回　SKO5実測図



る。

6　e　7は土師器の小

皿である。6はやや内

湾ぎみに立ち上がり、

目線端部は丸くおさ

めている。7は底径

3．9cm、口径8．8cm、

器高1。95cmを測り、

内外面とも回転ナデに

よって調整され、底部

は回転糸切りにより切

り離されている。

8は錆が付着してい

、、＼＼し」二二二一㌦　　＼、、、、＼：±ニ「∴㍉　　、、＼＼、」＿＿二±三二二十一ご

由タ‥’′′魂 〒‾：‡：‾＝フ
＼－

？l一　一　‥　　　1Pcm

第19図　SKO5出土遣物実測図
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＿　感診

一磁診
8

るが、最大長6。3cm、

最大幅3。4cm、重さ27gを測る鉄製品で、Ⅹ線写真で観察すると完形の鉄鉱であることが判明した。

この銑鉄も他の出土遺物から考えるとH世紀後半から12世紀代のものと考えられる。

＄隠⑳6（第20図）

調査区のやや南側、A3～A4臨㌦B3～B4Gyの灰黄褐色土上面で検出された土坑状遺構である。

西側は水道管が埋設されていたため撹乱を受けているが、東西長4。Om以上、南北長約3．2mを測

り、東西に長い楕円形状を呈している。なお、検出高は標高6。30mである。

覆土には、基本的に上層に砂利を多く含む褐色土。黒色土が堆積し、中層から下層にかけては粘性

のある黒褐色土e暗灰色土が堆積しているが、遺構の中央部では異なった堆積層を示している。つま

り、3層から13層までの覆土は人為的に埋められたものと考えられ、付近の堆積層には認められな

い黄褐色砂層や黒色土が堆積している。また、最深部は灰白色租砂層にまで達し、この層位からはか

なりの湧水がある。断面の形状は、遺構の東側では肩部から緩やかに落ちて一度平坦面を作り出し、

さらに鋭角に底面へ向かって落ちている。一方、西側では肩部からほぼ垂直に落ちており、底面は一

様に平坦に作り出している。なお、最深部までの深さは約1。Omである。

遺物は、上層から下層にかけてほぼ同量の出土が認められ、出土量も多い（第21図）。位置的には

やや東側からの出土量が多く、遺構ほぼ中央の最深部からは井戸の側板、副木として利用されていた

と考えられる板材や杭が検出されている。また、中層にあたる褐色粘質土からほ若干のヤマトシジミ

の貝殻が認められ、注意される。

遺構の性格としては、中央最深部から板材や杭を検出していることから、木枠組みの井戸として利

用されていたと考えられる。そして、遺物の出土量から考えると、井戸を廃棄する際に大量の土器を

投入し、祭祀を行っていた可能性が高く、その後、人為的に埋めたものと考えられる。また、出土遺

物から考えると遺構が築かれた時期は11世紀後半から12世紀代と考えられ、遅くとも13世紀代に
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1．灰黒色土

2．黒褐色土

3．黒色土

4．黄褐色砂層

5．黄褐色粗砂層

6．オリーブ黒色粘貿土

7．オリーブ色土

8．黄褐色土

9．黒褐色粘貿土

10．赤褐色土

11．黒色粘貿土

灰白色土ブロック含む

砂利を多く含む

砂利を多く含む

黄褐色粘土、黒色土ブロック含む

黄褐色粘土ブロック含む

粗砂少し含む

粗砂、黒色土ブロック含む

粘性強く、しまりがない

少し粘億あり

12．黄褐色土

13．灰黄色粘貿土

14．褐色土

15．褐色土

16．暗褐色土

17．黒褐色土

18．褐色粘貿土

19．暗褐色土

20．褐色土

粘土と砂の混合層

粒子細かい

砂利を多く含む

砂利を少し含む

粒子細かい

黒色土ブロックを含む

黒色土ブロックを含む

21．灰色砂　　　　　　ブロック

22．明褐色土　　　　やや砂質

23．褐色粘貿土

24．褐色粗砂層

25．時オリーブ色粘貿土

26．黒褐色土

27．黒褐色粘質土

28．黒灰色粘質土

29．オリーブ褐色粘貿土

30．灰褐色砂貿土

31．暗灰色粘貿土

32．灰色粘貿土

33．暗灰色粘砂層

粗砂少し含む

粘性強く、しまりかない

粒子細かく、少し粘性あり

粘性強く、しまりかない

粘性非常に強く、しまりかない

黄褐色粘土ブロック含む

粘性非常に強く、しまりかない

粘性強く、しまりがない

第20図　SKO6実測図

24



♂ゐ
♂　　u石弓＝TV

璽
P発
伽K
褒
害
刊
】王

霹
贈
くO

C〉
ゝ：
∽

匝
▼・．

N

蛛

25

こl

誌　　　　　◎

監　　物ロ　♂♂

Cも　占hlむ

A′上≡旦二竺m



≡〒l
ヽ＿＿－　　　　　　l　　　　　　＿．＿－ノ

＼∈∃≡♂〕＼、、、dシ′盟

、’＼ミ三豊＝プ㌦ 、、＼七二二二と＝＝〆’′⑳

l

26

第22図　SKO6出土遺物実測図（1）
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は利用されなくなったものと考えられる。

＄瞳⑳儀の出藍遺物（第22～24図）

SK06からは、平安時代末頃の土師器杯が最も多く出土しているが、その他、土師器小皿e嚢e

高杯e須恵器壷e白磁碗e鉄器e砥石なども検出されており、バラエティーに富んでいる。その中に

はほぼ完形の状態で出土し、全体の形状が把捉できるものがある。

第22図－1～21は土師器杯である。1e2は器高が低く、口径に対して底径が小さくなり、体部

が逆「ハ」の字状に大きく開く。内外面とも回転ナデ、底部は回転糸切りによって切り離されている。

1は、底径6。2cm、口径14。8cm、器高4．75cmを測り、体部には回転水引き痕が明瞭に残ってい

る。これらの特徴をもつ杯は、斐川町西石橋遺跡墓墳出土土器、出雲市藤ケ森遺跡（‡地点）SKOl

出土土器に形状がよく似ており、12世紀代のものと考えられる。

3～16は底部から体部にかけての破片であり、全体の形状は把捉できないが、内外面とも回転ナ

デ、底部は回転糸切りにより切り離されている。この中には底部回転糸切り後、一部にヘラ状工具に

よる調整が認められるもの（4e6e15）もある。

17～20は、目線部から体部にかけての破片で、内外面とも回転ナデにより調整されている。18e20

は1e2と同様に器高が低く、口径に対して底径が小さくなり、体部が連「ハ」の字状に大きく開く

タイプのものであろう。

21は、非常に硬質で焼成が良好であり、一見すると須恵器のようにも見える土師器杯である。や

や内湾ぎみに立ち上がり、内外面は回転ナデ、底部は回転糸切りにより切り推されているようである。

平安時代～鎌倉時代にかけての土師器杯には多くのバリエーションがあり、編年が確立されてはいな

いが、SK06からは11世紀後半から12世紀代の玉線状の突帯が付く白磁が出土していることを考

えると、これらの土師器杯はおおよそ当該期の遺物であると考えられる。

第23図－23～27は、土師器の小皿である。内外面とも回転ナデによって調整され、底部は回転

糸切りによって切り離されている。22は完形で、底径4。6cm、口径8。Ocm、器高2。1cmを測り、

外面日録部にはススが付着している。23は、底部から口緑部にかけてやや内湾ぎみに立ち上がる。

24～26は、底部から口緑部にかけてほぼ直線的に立ち上がり、27はやや内湾ぎみに立ち上がる。

以上のような小皿は、その出現がH世紀後半頃と考えられることから、それ以降のものであろう。

28は、台付の土師器杯である。内外面とも回転ナデによって調整され、底部は回転糸切りによっ

て切り維されている。なお、台付の杯は、12世紀後半以降に出現する器形である。

29～32は、足高高台をもつ土師器杯である。いずれも内外面は回転ナデにより仕上げられているが、

高台部が大きく外傾するもの（29～30）、外傾するが、外観的には直立に近いもの（32）に類別で

きるが、これらの特徴からは時期的判断は難しい。なお、このタイプの杯は、11世紀後半以降に出

現する器形である。

33～36は、土師器嚢であろう。いずれも外面はタタキ、内面頸部下は強いケズリによって調整

され、外面全体にススが付着している。33　e36はロ緑部は外方へゆるく屈折し、目線端部は丸くお

さめている。3射ま、ロ緑部が外方へ強く屈折している。以上のような形態的特徴をもつ嚢は、出雲

27
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第23回　SKO6出土遺物実測図（2）
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（5）

地域では類例が少ないが、頓原町中原遺跡では外面はタタキ、内面はケズリの後ナデによって調整さ
（6）

れている嚢が出土しており、旭町重富遺跡では外面タタキ、内面はカキメによって調整されている嚢

が出土している。これらの嚢は、北陸系の長胴賓によく似たタイプの土器で、搬入品の可能性もあろ

う。

38は、当地方では一般的にみられる土師器嚢で、口緑部内外面はナデによって調整（一部パケ）

され、内面頸部下はケズリによる調整が行われている。以上（33～36。38）のような賓は、他の

出土遺物から考えると、おおよそ11世紀後半から12世紀代にかけてのものであろう。

39は、須恵器壷の底部

である。底径6．6cmを測

り、内面底部には自然紬

がかっている。このタイ

プの壷は、松江市池の奥
（7）

2号墳周港内土壌、長峯
（8）

遺跡などからも出土して

おり、おおよそ10世紀～

11世紀代にかけてのもの

であろう。

40は、白磁碗である。

外面口緑部に玉線状の突

帯を有しており、その特

徴から、11世紀後半から

12世紀代にかけての資料

であろう。

41は、用途不明の鉄製

品である。現状では錆化し

ており、最大長5．0cm、

最大幅1．9cm、重さ11g

を測るが、Ⅹ線写真から

観察すると径4mm程度の

円管状を呈しているよう

である。なお、両端を欠

損している。

42は、砥石である。片

端をわずかに欠損し、広

い方の二面に使用痕が認

められるが、片面は全面

三、 0

』＝ここ土＝二二二二二二二』cm
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を使用したものではなく、約日　は自然面が残っている。石材には細粒の安山岩を用いている。

この他、SK06からは木製品も出土している（第24図）。いずれも中央最深部から出土してお

り、木枠組みの井戸の部材として利用されたものと考えられる。

1は、枠木の副木として用いられた杭であろう。片端は欠損しているが、現状では長さ67cm、最

大径4。3cmを測り、表面は樹皮を剥いだ状態であるが、下端部は削り出して杭状に加工している。

なお、この杭は横たわった状態で出土している。

2は、井戸の側板として用いられたものであろう。ほぼ完形の状態で、片端はほぼ平坦に削られ、

最大長58cm、最大幅18cm、最大厚1．2cmを測る。なお、この板材はほぼ直立した状態で出土して

いる。以上のようにSK06からは多くの遺物が出土しているが、形状などから若干前後するものも

あろうが、おおよそは世紀後半から12世紀を中心とした範噂に入る資料と考えられる。

薗代から申優にか紺詔のその偽の遺構

この時期の遺構としては、前述した他にはSK02と同様に灰白色粘質土上面で検出した溝状遺構

1（SDO5）、落ち込み状遺構3（SXO2～SXO4）、ピット状遺構8（Pl～P3e P5～P9）

を検出している。これらの遺構の上面は何度かの削平を受けているものと考えられ、遺構の残存状況

もあまり良くない。遺物も全く出土しておらず、時期的な判断は難しいが、層位的には平安時代末期

の遺構である土坑状遺構（SKO3～SKO6）の上面で検出していることから、少なくともそれ以

降、中世に築かれた遺構である可能性が強いのではないだろうか。

また、SD05とSXO2～SX04については、上面が削平を受けていることを考えると同一の

溝状遺構であった可能性もあろう。
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（射　弥生時代から薗囁時代前期初頭臆か紺雷の遺構

弥生時代から古墳時代前期初頭にかけての遺構は、溝状遺構8（SDO3　e SDO4・SDO7～

SD12）、落ち込み状遺構2（SXO4e SXO5）を検出しており、遺構内からは多量の遺物が検

出されている。また、大規模な溝状遺構も検出され、第7次発掘調査によって検出された溝状遺構と

ともに環濠として機能していたことも考えられ、貴重な資料となっている。

＄X⑳5（第26図）

B5Grの黄褐色シルト質土（地山）上面で検出した落ち込み状遺構である。西側はガス管埋設のた

めに撹乱を受けている。また、SX05よりも古い

遺構であるSDl Oとの土層の見極めが困難であっ

たことから、全体の形状が把撞できなかった。しか

し、土層断面から推察すると、平面プランは径約

上75mのほぼ円形状を呈していたものと考えられ

る。なお、検出高は標高6。18mである。

第26図の土層断面をみると、1層～3層までがS

X05の覆土と考えられ、上層には黒色土ブロック

を含む暗褐色土が堆積し、その下層には褐色粒子を

含む黒褐色土e暗褐色土が堆積している。断面の形

状は、肩部から緩やかに落ち、底面はほぼ平坦に作

O
L」＿＿＿＿＿－l ti　　　…攣cm

第25回　SXO5出土遣物実測図

1．暗褐色土

2．黒褐色土

3．暗褐色土

4．褐灰色土

5．明灰色土

6．灰白色土

黒色土ブロックを含む

褐色粒子を含む

褐色粒子を含む

褐色粒子を含む

褐色粒子を含む

褐色粒子、地山フロックを含む

Im
「一一　一　一　一i i
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り出しているようである。

遺物には古式土師器の嚢が1点出土しているのみで、遺構の性格は不明であるが、築かれた時期に

ついては古墳時代前期初頭と考えられる。

SXの5の出立遺物（第25図）

古式土師器が1点出土しているのみである。複合口緑の嚢1は、口緑部から体部にかけての破片で

あり、口径15．4cm、残存高1上4cmを測る。口緑部は内外面ナデ、頸部下外面は6条の直線文と斜

め方向のパケ、内面はケズリによる調整が行われている。また、口緑端部はやや外方に折り曲げ、ナ

デて凹面を作っている。複合口緑部の稜は水平方向に向いているが、やや鋭さを欠く。このような嚢
（9）

は、鹿島町南講武草田遺跡の7期に相当する資料であり、古墳時代前期初頭のものであろう。なお、

当該期の嚢は第7次発掘調査のSD04からも検出されている。

SDの3（第27図）

調査区の南側、AIGrからB3Grにかけて、黄褐色シルト質土（地山）上面で検出した東南東一西

北西の方向に伸びる溝状遺構である。西側は水道管、ガス管埋設のために撹乱を受けているが、南側、

北側ともに調査区外へとさらに伸びている。

検出した状況では、長軸15．0m以上、最大幅2．0m、狭い所でも約上2mを測る。なお、検出

高は標高約6．30mである。

覆土には、上層に暗褐色・褐色の砂質土が堆積し、下層には粒子が粗い褐灰色土が堆積して最深部

は地山である黄褐色シルト質土に達する。断面の形状は、両肩からやや緩やかに落ち、底面はレンズ

状に丸く作り出している。最深部までの深さは約46cm、浅い所でも約24cmの深さがある。

全体の形状は、AIGrの南側とB2Grの南側付近で溝の幅が広くなっており、AIGrの北側でやや

狭くなっている。また、B2Gr南側の遺構底面にはピット状の遺構が2穴掘り込まれ、そのうちの1

つは径約80cm、深さ約55cmもあるが、出土遺物もなく、性格は不明である。なお、B2GrではSD03

よりも古い遺構であるSD04と切合関係にある。

遺物の出土状況をみると、遺構の南側（第28図）では標高5．85mから6．55mの範囲に上層から

下層にかけてほぼ平均して多量の遺物が出土している。位置的にみると、南側にやや遺物が多い傾向

にある。しかし、これらの遺物の中には弥生時代中期頃の遺物が中心ではあるが、弥生時代終末期か

ら古墳時代前期初頭にかけての遺物も若干検出され、層位的にも底面直上からの検出もあることは注

意される。

一方、遺構の北側（第29図）では標高5。8mから6．42mの範囲に遺物が認められている。南側

での出土状況と比べると出土量は少ないが、位置的には平均して遺物が認められている。また、層位

的には上層よりも下層から多く遺物が検出されている。

遺構の性格は判断し難いが、覆土には砂質土系の土が堆積していることから、水路のように常時水

が流れていた状態とは考えにくく、空濠のような状況であったことが推測される。そして、幅が約

2．0mと規模も大きいことから、集落を囲擁する環濠として機能していたことも考えられる。
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第27図　SDO3実測図

しまりかなく、砂貿

しまりがなく、砂貿

黄褐色砂を含む

黒色粒子を多畳に含む

粒子粗く、しまりかない

0　　　　　　　　　　　　　　　2m
ト1題　一　一；　　　　　！
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遺構が築かれた時期については、出土遺物から考えると弥生時代中期中葉頃の遺物が圧倒的に多い

ことから、当該期に築かれたものと考えられる。しかし、機能していた時期については、弥生時代後

期の遺物が皆無であるにも関わらず、弥生時代終末期から古墳時代前期初頭にかけての遺物が出土し

ており、判断し難い。推測するとすれば、弥生時代中期中葉頃に築かれた溝状遺構が後期には機能し

なくなり、その後弥生時代終末期から古墳時代前期初頭にかけて再び同じ箇所を掘り直して利用され

たのではないだろうか。そして、古墳時代前期中頃までには再び機能しなくなったと考えられるので

はないだろうか。

丑器群瑠（第30図）

本格的な発掘調査を開始する前に、下層からの湧水や雨水を排水するため、幅40cm、深さ30cmは

どの側溝を調査区の4面に掘り下げているが、南に設定

した側溝から検出された土器群である。

発掘調査によって検出した遺構の配置から考えると、

弥生時代中期中葉頃に築かれた遺構であるSD03と同

じ方向にあり、覆土もSD03の5層と同様の粒子の粗

い褐灰色土中から検出されたことから、同一の溝状遺構

の一部であると考えられる。

遺物は、約50cmX40cmの幅の間に重なり合うような

状況で2個体以上の土器が出土している。いずれも弥生

時代中期中葉頃の資料であり、時期的にもSD03が築

かれた時期と一致するものである。

土器群1の出土遺物

（第31図）

土器群1から出土した

土器は、そのほとんどが

接合可能なうえ、形態的

にも特徴があって貴重な

資料となっている。

1は、弥生土器・の壷あ

るいは賓の底部から胴部

にかけての破片で、底径

8．6cm、残存高22．7cm

を測る。底部から胴部に

かけて直立ぎみに立ち上

がり、胴部付近は内湾し
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第30図　土器群1（SDO3）実測図
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第31図　土器群1（SDO3）出土遺物実測図



て倒卵形になるもので、外面はタテ方向のミガキによって調整され、内面底部付近から胴部下半にか

けては横方向のミガキ、胴部中央付近は斜め方向のパケによる調整が行われている。なお、外面胴部

にはススが付着しており、焼成は非常に良好である。

このように内面底部から胴部にかけて、ヨコ方向のミガキによって調整されるタイプの土器は出雲

地域には珍しい。SD03の出土遺物から考えると弥生時代中期中葉頃の遺物であると考えられるが、

形態的には弥生時代前期末の系譜を引くものと考えられ、やや古い様相を示すものであろう。松本編
（1功

年ではⅡ－1様式からⅢ－1様式の範疇に相当する資料ではないだろうか。
02）

なお、このような形態的特徴をもつ壷あるいは嚢は、松江市タテチョウ遺鼠西川津遺跡などで少

量ながら出土している。

SD93の出土遺物（第32図～第34図）

弥生時代中期中葉頃の遺物には、壷・嚢がある。その中には珍しい形態的特徴をもつものも含まれ

ており、貴重な資料となっている。

第32図－2～4e　7～9は弥生土器の壷である。2は、目線部が大きく朝顔状に開き、口緑端部

はわずかに上下に拡張し、口緑端部の両端には刻目文が施されている。3は、形態的には2と同様で

あるが、口緑端部は2本単位からなるクシ状工具によって斜格子文を施している。頚部外面は縦方向

のパケ、内面は斜め方向のパケによる調整が行われている。4は、口緑部内外面はナデによる調整が

行われ、口緑端部は無文で、上下にわずかに拡張している。7は、口緑部が大きく朝顔状に開き、口

緑端部は上下に拡張する。口緑端部の両端には刺突による刻目文が施されている。8は、壷の頚部か

ら胴部にかけての破片であるが、外面頚部には刻目文で飾った三角形文帯を貼付け、胴部には6本単

位からなるクシ状工具によって直線文・波状文が施され、内面はパケによる調整が行われている。9

は、口緑端部がわずかに上下に拡張し、口緑端部を刻目文・円形浮文で飾っている。また、口緑内面

には刻目文を施した三角形文帯を貼り付けている。

以上のような特徴をもつ壷は、おおよそ松本編年Ⅲ－1～2様式に相当する資料と考えられ、弥生

時代中期中葉のものであろう。

第32図－5・6・10～17、第33図－18e19は、弥生土器の嚢である。5・6　は、目線部が外方

に短く屈折し、目線端部はわずかに上下に拡張して平坦面を作っている。10も形態的にはほぼ同様

であるが、外面頸部下は縦方向のパケ、内面は斜め方向のパケにより調整されている。11は、頚部

から緩やかに屈折して端部に平坦面を作り、クシ状工具によって斜格子文を施している。外面頸部下

は縦方向のパケ、内面は縦・斜め方向のパケによる調整が行われている。12e13は、目線部が外方に

強く「く」の字状に屈折し、口緑端部が上方に拡張して平坦面を作っている。12は、外面頸部下には

縦方向のパケ、内面はナデによって調整され、13は内外面ともナデにより調整されている。14・15

は口緑部の破片であり、いずれも口緑端部には平坦を作るがあまり拡張はしない。目線端部の平坦面

には斜線文・端部内面には刺突による刻目文が施されている。

16は、口緑部の厚みが薄く、鋭く「く」の字状に屈折して口緑端部は丸くおさめている。口緑部

は内外面ともナデにより調整されているが、外面頸部下は縦方向のパケ、内面はケズリの後、横方向
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のミガキeナデによって調整されている。17も形態的にはほぼ同様であるが、内面頸部下は横方向

のミガキe斜め方向のパケによる調整が行われている。なお、外面にはススが付着している。

第33図－18　e19はやや大形の嚢である。18は、口緑部が外方に強く屈折して口緑端部は上方に

拡張し、平坦面を作っている。頸部下外面は縦方向のパケ、内面は縦e斜め方向のパケによる調整が

行われている。19も形態的にはほぼ同様である。18　e19は胴部が張り出すタイプのものであろう。

以上のような特徴をもつ嚢は、壷と同様におおよそ松本編年Ⅲ－1～2様式に相当する資料と考え

られ、時期としては弥生時代中期中葉のものであろう。

第33図－20～28は弥生土器の壷あるいは嚢の底部付近の破片である。20は、底部から胴部にか

けて直線的に立ち上がり、外面は縦方向のミガキ、一部は細かいパケによって調整されている。21は、

外面は縦方向のミガキ、内面はナデによって調整が行われ、底部付近には指頭庄痕が残っている。24

は、内面底部付近に指頭庄痕が残り、一部にはパケによる調整が行われている。25も同様で、内面

は縦・斜め方向のパケによる調整が行われている。26　e27は、内面底部から胴部にかけて縦方向の

ケズリによる調整が行われ、27は直立ぎみに立ち上がっている。28は、底部から胴部にかけてのや

や大きめの破片であるが、外面は縦方向のミガキ、内面は縦。斜め方向のパケによって調整されてい

る。

第34図－29は、外面は一般的な縦方向のミガキによって調整されているが、内面も横方向のミガ

キによる調整が行われている。30も内面の一部に斜め方向のミガキ、やや上方にパケによる調整が

行われている。内面をミガキによって調整されるタイプの土器は、土器群1からも出土しているが、

この時期の遺物としては珍しい。なお、30は外面にススが付着している。

以上のような壷あるいは嚢は、29・30などやや古い系譜を引くものもあるものの、おおよそ松本

編年Ⅲ－1～2様式に相当する資料と考えられ、弥生時代中期中葉のものであろう。

SD03からは、前述したような弥生時代中期中葉頃の遣物のほか、弥生時代終末期から古墳時代

前期初頭にかけての遺物も確認されている。

第34図－31～34は、複合口緑を有す古式土師器の嚢である。31は器壁が薄く、複合口緑の稜が

水平方向に鋭く突出し、口緑端部は先細りとなって丸くおさめている。草田編年では5期に相当する

資料であろうか。

32は器壁はやや厚く、目線端部を外方に折り曲げて平坦面を作り、複合口緑部の稜は水平方向に

向いている。33は、口緑端部をわずかに外方に折り曲げて平坦面を作り、複合口緑部の稜は水平方

向に突出するがやや鋭さを欠く。口緑部内外面はナデによる調整が行われ、外面頸部下は横ナデ、内

面はケズリにより調整されている。34も32とほぼ同様な形態をもっている。32～34の嚢は、その

特徴から草田編年7期に相当する資料と考えられる。

35　e　36は、古式土師器の器台である。35は受部の破片で、外面はナデ、内面は横方向のミガキ

によって調整されている。36は、筒部から脚部にかけての破片である。外面はナデ、内面はケズリ

による調整が行われ、筒部の稜は水平方向に鋭く突出している。

37は、ほぼ手捏ねによって仕上げられたミニチュア土器で、御猪口のような形状をしている。外

面付近の一部には縦方向のミガキ、内外面全体に小さく間隔の狭い指頭庄痕が残っている。
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第34図　SDO3出土遺物実測図（3）

35～37については時期的判断は難しいが、SD03から出土している古式土師器から考えると、

おおよそ草田5期～7期の範疇に入る資料であり、弥生時代終末期から古墳時代前期初頭にかけての

ものであろう。

38・39は砥石である。38は両端とも欠損しているが、現存長5。8cm、最大幅3．8cm、最大厚

2．5cm、重さ47gを測る。片端は使用によって厚さ1．15cmほどに擦り減っており、4面ともに使用

痕が残っている。なお、石材には流紋岩質凝灰岩を用いている。39も両端が欠損しているが、現存

長6．0cm、最大幅3．0cm、最大厚2．5cm、重さ55gを測る。片端は使用によって厚さ1・45cmほど

に擦り減り、全体の5面に使用痕が残っている。38と同様に石材には流紋岩質凝灰岩を用いている。

なお、砥石については時期的判断が難しい。

以上のように、SD03からは多くの遺物を検出しており、その大半が弥生時代中期中葉頃の遺物

であるが、弥生時代終末期から古墳時代前期初頭にかけての遺物も認められている。しかし、その間

の弥生時代後期の遺物が皆無であることは、SD03が機能していた時期を考えるうえで注視する必

要がある。
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恩田⑳磯（第35図）

調査区の南側、AlもGrからB3Grにかけて、黄褐色シルト質土（地山）上面で検出した東南東一西

北西の方向に伸びる溝状遺構である。AIGrでは近世の遺構と考えられるSXOlに切られ、B2Gy

では弥生時代中期から古墳時代前期初頭にかけての遺構であるSD03に切られている。また、西側

は水道管eガス管埋設のために撹乱を受けているが、南北ともに調査区外へとさらに伸びている。検

出した状況では、長軸10。Om以上、最大幅約1。80m、狭い所でも約上52mを測る。なお、検出高

は標高約6。30mである。

覆土には、上層から下層にかけて褐色系の砂質土が堆積し、最下層には灰白色のシルト質土が堆積

しているが、この層位からも多くの遺物が確認されている。また、中層には炭化物のような黒色粒子

を含む層や地山ブロックを含む層が部分的に認められる。なお、最深部は地山である黄褐色シルト質

土に達する。断面の形状は部分的にやや異なるが、遺構の南側では東肩部は鋭角に、西肩部は約45

度の角度で落ちているが、半ばあたりでなだらかな段を作って再び底面に向かって鋭角に落ち、底面

はほぼ平坦に作り出している。一方、遺構の北側では、東肩部はやや鋭角に落ちて一旦平坦面を作り、

再び底面に向かって鋭角に落ちているが、西肩部からは約30度の角度で落ち、底面はほぼ平坦に作

り出している。最深部までの深さは約52cm言責い所でも約36cmの深さがある。

全体の形状は、遺構の南側と北側付近で溝の幅が広くなっており、A2Gr付近ではやや狭くなって

いる。なお、A2Gy北側からB3GrにかけてはSD03によって切られているため、遺構上面におけ

る形状は判断できない。

遺物の出土状況をみると、遺構の南側（第36図）では標高6。00mから6。50mの範囲に遺物が認

められる。層位的には上層よりも中層e下層から多くの遺物が出土しており、位置的にはほぼ平均し

て遣物が認められている。

一方、遺構の北側（第37図）では標高5．82mから6。68mの範囲で遺物が認められている。南側

と比較するとSD03によって切られていることもあるが、総じて出土量は少なく、層位的には中層

から下層にかけての出土量が多く、位置的にはほぼ平均して遺物が認められている。

遺構の性格は判断し難いが、前述したSD03と同様に覆土には砂質系土が堆積していることから、

水路のように常時水が流れていた状態とは考えにくく、空濠のような状況であったと考えられる。そ

して、幅が約主8mと規模も大きいことから、集落を囲擁する環濠として機能していた可能性も考

えられる。

遺構が築かれた時期については、出土遺物には弥生時代中期頃の遺物しか認められていないことか

ら、当該期に築かれ、機能していた期間も比較的短期間であったものと考えられる。

＄沙⑳磯の出藍遺物（第38図～第姐図）

SD04からは弥生時代中期中葉頃と考えられる遺物のみが出土しており、その中には弥生土器の

壷e賓e鉢や石器が出土している。

第38図－1～8は、弥生土器の壷である。1ほ、目線部が短く外反し、口緑端部はわずかに拡張

するが無文である。頸部外面は縦方向のパケ、内面は横方向のパケによる調整が行われている。2は、
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第35図　SDO4実測図

1．暗褐色土
2．黄褐色砂質土
3．褐灰色土
4・明褐色砂質土　　褐色粒子を含む

6・灰褐色砂貿土　　粒子やや粗い

13

11．褐色砂貿土　　　　粒子やや細かい
12・黄褐色砂貿土　　地山ブロック含む

13．褐色砂貿土
14．灰白色砂層

5・黒褐色土　　　黒色粒子を多く含む15．褐色砂貿土

7．灰黄褐色土
8．褐色土
9．黒色土
10．黒色土

粒子細かい
地山フロック含む

ブロック混入

1．暗褐色砂鴛土
2．褐色砂貿土
3．明褐色砂貿土
4．にぷい褐色砂貿土
5．黄褐色砂貿土
6．明褐色砂貿土
7，灰褐色砂貿土
8．褐灰色砂貿土
9．褐灰色砂層

10．黒褐色砂貿土
11．灰白色砂層
12．黄灰色砂屑
13．灰白色砂層

褐色粒子を含む

地山ブロック含む

黒色粒子を含む

黒色粒子を含む
粒子やや粗い
粒子非常に細かい
粒子細かい

2m

上1，－　－i l

地山ブロック含む
粒子やや粗い
粒子粗い
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目線部が大きく朝顔状に開き、ロ緑端部は上下にわずかに拡張するが無文である。3は、ロ緑部が短

く外反し、目線端部が上方に拡張して端部上方には剣突による刻冒文を施している。このようなタイ

プの土器は、出雲地域ではあまり類例がない。4は、目線部が大きく朝顔状に開き、目線端部は下方

にのみ拡張する。ロ緑拡張部の内外面には3本単位のクシ状工具により斜格子文を施している。5も

ロ緑端部は下方にのみ拡張し、口緑端部には3本単位のクシ状工具による斜格子文、内面にも斜格子

文を施している。6は、口径34。Ocmを測る大形品であるが、ロ縁部は朝顔状に大きく開き、ロ緑端

部は下方にのみ拡張している。ロ緑拡張部の内外面には3本単位からなるクシ状工具によって斜格子

文を施し、内面にはさらに刺突による列点文が3列にめぐらされている。また、下方に拡張するロ緑

端部と頚部外面との境には指頭庄痕が明瞭に残っている。7は、朝顔状に開いたロ緑部をもち、口緑

端部の上方に指頭庄痕文帯を貼付け、ロ緑端部を上下に拡張させている。8は、朝顔状に開く口緑部

に上下に拡張する目線端部を有し、目線拡張部の内外面には2本単位のクシ状工具によって斜格子文

が施されている。また、日録端部上方には刺突による刻目文、さらには内面に刻白文を施した三角形

文帯を貼付けて飾っている。なお、頚部外面は縦方向のパケによる調整が行われている。

第39図－9は、ロ緑部が短く外反し、口緑端部は上方にのみ拡張するが無文である。頚部外面は

縦方向のパケ、内面には指頭庄痕が明瞭に残っている。第38図－3と同様に出雲地域では珍しいタ

イプのものである。10は、わずかに外傾して伸びる長めのロ緑部をもち、ロ緑端部は上下に拡張し

ている。ロ緑端部の両端からほ貝殻による刻目文を施して「く」の字状の文様を作り出し、さらに円

形浮文を貼付けている。頚部外面は縦方向のパケ、内面は横方向のミガキによって調整されている。

11e12は、壷の頚部から胴部にかけての破片である。Hは、頚部に指頭庄痕文帯をめぐらし、外

面は縦方向のパケ、内面はナデ調整によって仕上げられている。12は、頚部に2以上の三角形貼付

文帯をめぐらし、外面は縦方向のパケ、内面は斜め方向のパケによって調整されている。この時期の

壷は、指頭庄痕文帯や三角形文帯を貼付け、頚部と胴部には明瞭な境をもっていることが一つの特徴

である。

以上のような壷は、おおよそ松本編年Ⅲ－1～2様式に相当する資料と考えられ、弥生時代中期中

葉のものであろう。しかし、これらの中には、出雲地域では類例の少ない第38図－3のような遺物

が認められることは、今後も注視していく必要がある。また、当該期の天神遺跡から出土している壷

の口綾部には、第38図－4e6e8のように斜格子文を施す例が圧倒的に多く、一つの地域性とし

て「天神式」とでも呼称されるべきものではないだろうか。

第39図－13～22は、弥生土器の嚢である。13は、口緑部がゆるく「く」の字状に外方に屈折し、

ロ緑端部はわずかに上方に拡張して平坦面を作り、ヘラ状工具によって刻目文を施している。ロ緑部

は内外面ナデ、外面頸部下は縦方向のパケ、内面は斜め方向のパケによって調整されている。14は、

目線部は13と同様に外方に屈折し、ロ緑端部に平坦面を作り出しているが拡張せず、無文である。

頸部下の内外面には斜め方向のパケによる調整が行われている。15は、ロ緑端部がわずかに上下に

拡張し、頸部下の内外面は縦方向のパケによって調整されている。16は、ロ緑部が鋭く屈折し、目

線端部は上下に拡張するが、特に上方に大きく拡張している。外面頸部下は縦方向のパケ、内面は斜

め方向のパケによる調整が行われている。17は、ロ緑部が外方に屈折し、ロ緑端部は上下に拡張す
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第38図　SDO4出土遣物実測図（1）
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るが、拡張は上方により大きい。18は、ロ緑部が外方にゆるく「く」の字状に屈折し、ロ緑端部は

拡張しない。19は、口緑部が外方に強く屈折し、目線端部は上方にのみ拡張している。20は、口緑

部が外方にゆるく屈折し、ロ緑端部は上方にのみ拡張している。頸部下外面はナデによる調整が行わ

れ、内面には凹線文状の凹みが認められる。21は、日録部が外方に屈折し、目線端部は上方にのみ

拡張している。頸部下の外面は縦方向のパケ、内面は縦e斜め方向のパケによって調整されている。

22は、嚢の口緑部の小片であるが、器壁がやや厚く、口緑端部は拡張しない。

第40図－23～28も弥生土器の賓である。23は目線部は外方に「く」の字状に屈折してロ緑端部

は拡張せず、やや丸くおさめている。頸部下外面はススの付着により調整不明であるが、内面は斜め

方向のパケによる調整が行われている。24も形態的にはほぼ同じで、頸部下の外面は縦方向のパケ、

内面はミガキによる調整が行われているようである。25は、ロ緑部は外方に鋭く屈折し、ロ腐端部

は上方にわずかに拡張するが平坦面は作らず、丸くおさめている。頸部下外面は斜め方向の細かいパ

ケ、内面はやや間隔の広い斜め方向のパケによって調整されている。また、外面にはススが付着して

いる。26は、壷のように口緑部が長く外方に開くが器壁は薄く、ロ緑端部は拡張せず丸くおさめて

いる。27e28は嚢の口緑部の小片であるが、口緑端部はやや上方に拡張するという特徴をもつ。

以上のような嚢は、ロ緑端部が上下に拡張するものや上方のみに拡張するもの、拡張しないものな

どがある。また、端部に平坦面を作るもの、丸くおさめるものなど様々な形態的特徴をもつものもあ

るが、おおよそ松本編年Ⅲ－1～2様式に相当する資料と考えられ、弥生時代中期中葉のものであろ

う。

第40図－29は、弥生土器の鉢であろうか。口緑端部にフラットな面を作り、外面は縦方向のパケ、

内面はナデによる調整が行われている。SD04から出土している壷e嚢の形態から考えると、松本

編年Ⅲ－1～2様式に相当する資料であろう。

第40図－30～44は、弥生土器の壷あるいは嚢の底部である。30は、底部から胴部にかけてほぼ

直線的に立ち上がり、外面には約2cm幅のヘラ状工具によって押さえたような痕跡が残っている。

31は、底部から胴部にかけて直立ぎみに立ち上がり、外面は縦方向のミガキ、内面はナデによって

調整されている。この時期の壷あるいは賓の底部から胴部にかけては、外面が縦方向のミガキ、内面

はナデによる調整が行われるのが一般的である。32～37についても同様であるが、35　e37は内面

底部付近には指頭庄痕が明瞭に残っている。また、36　e37は底部から胴部にかけて直立ぎみに立ち

上がっている。38は、底径6．7cmを測る壷あるいは嚢の底部である。外面は縦方向のミガキと一部

には細かいパケ、内面はケズリによる調整が行われている。また、底部には長さ5mm、幅2mm程度の

籾のような痕跡が残っており、注意される。出雲平野では末だ確実な弥生時代の水田跡は検出されて
（13）

はいないが、第7次発掘調査C区から出土した木製農耕具などとともに、遺跡内で稲作が行われてい

たことを証明する一資料である。

39e40は、外面は縦方向のミガキ、内面は縦方向のケズリによって調整されている。内面がナデ

によって調整されているものと比較し、時期的にはやや後出するものであろう。

41は、外面は縦方向のミガキと一部には横方向のパケ、内面の一部にも横方向のパケ調整が行わ

れ、内面底部付近には指頭庄痕が残っている。42は、外面を縦方向のミガキにより調整した後、一
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部をパケで消している。内面は

全面にやや粗いパケによる調整

が行われている。43は、外面

は一般的な縦方向のミガキによ

り調整されているが、′内面はケ

ズリによる調整が行われた後、

横方向のミガキがなされ、さら

に一部にはパケによる調整が行

われている。44は、外面は縦

方向のミガキ、内面は刺突具で

突いたような調整が行われ、剣

状の文様を作り出している。こ

のような土器は、後述するSD

09からも出土している。

第41図－45．も弥生土器の壷

あるいは嚢の底部から胴部にか
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第41図　SDO4出土遣物実測図（4）

けての破片であるが、形態的には非常に珍しい特徴をもつ。外面は、一般的な縦方向のミガキと一部

には横方向のパケによって調整されているが、内面は丁寧な横方向のミガキによって調整されている。

なお、このような特徴をもつ土器はSDO3（第31図－1、第34図－29・30）からも出土してい

る。

以上のように、壷あるいは嚢の底部から胴部にかけての破片には、様々なバリエーションがあるが、

SD04から出土している壷や嚢の形態から考えると、おおよそ松本編年Ⅲ一1～2様式に相当する

資料と考えられ、弥生時代中期中葉頃のものであろう。このうち、内面が横方向のミガキによって調

整されるものはやや古い様相を示し、ケズリによって調整されているものはやや後出するものと考え

られる。

SD04からは、弥生時代中期中葉頃の石器も数点出土している。46は片端が欠損しているが、

最大長7。2cm以上、最大幅10．0cm、最大厚1．35cm、重さ161gを測る。両面ともに磨かれ、側面

は面取りされている。また、片端には刃部を削り出そうとしたような痕跡があり、それ以外の部分は

側面同様に面取りされた部分が残っている。用途は不明であるが、製品を転用しようとした未成品で

ある可能性もあろう。なお、石材には頁岩を用いている。

47は、最大長7．8cm、最大幅5．85cmを測り、平面的には楕円形を呈し、最大厚3．50cm、重さ

302gを測る石製品である。片面は割って平坦に作り出し、上面は円球状に形を整えている。また、

円球状に加工した面には数箇所に打痕が認められ、赤く染まった部分が認められる。鑑定に出しては

いないが、朱を擦りつぶしたものとも考えられ、注目すべき遺物である。

以上のように、SD04からは多くの遺物が出土しているが、その中には出雲地域では珍しい形態

的特徴をもつものがある。しかしながら、時期的には総じて弥生時代中期中葉頃に相当する資料と言
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える。

SDの＄（第42図）

調査区のやや北側、A5Grか

らB7Grにかけて黄褐色シルト

質土（地山）上面で検出した東

南東一西北西の方向に伸びる溝

状遺構である。A5GrではSD

08よりも新しい時期の遺構で

あるSD07によって一部が切

られ、B7Grでは水道管埋設の

ために撹乱を受け、北側は調査

区外へと伸びている。また、遺

構の南側は途中で切れているが、

これは上面が何度かの削平を受

けているものと考えられ、本来

はもう少し長く伸びていた可能

性が強い。特に5Gr以北では、

削平された面が大きく、遺構の

底部が部分的に残るような状況

であった。検出した状況では、

長軸12．6m以上、最大幅上2

m、狭い所でも約80cmを測る。

なお、検出高は標高約6．54m

であり、黄褐色シルト質土（地

山）は、5Gr以北では約20cmほ

ど高くなっている。

覆土には、褐色土や明褐色

土・灰褐色土など腐食系の土が

堆積し、最深部は地山である黄

褐色シルト質土に達する。断面

の形状は、両肩からやや緩やか

に落ち、底面はレンズ状に丸く

作り出している。なお、遺構の

南側では削平された部分が大き

く、深さは約10cmと浅いが、残

52

1．褐色土　　地山ブロックを含む
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3．明褐色土
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1　　　　　　　4

1．褐色土

2．褐色土

3．褐色土

4．明褐色土

5．明褐色土
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存状態のやや良好な北側では約

20cmの深さがある。

全体の形状は、B6Gr付近で

やや幅が狭くなるものの、ほぼ

一様である。しかし、溝の底部

はピット状に掘り込またり、高

まりとなっている箇所があるな

ど不均一である。

遺物の出土状況をみると、遺

構の南側（第43図）では標高

6．42mから6．78mの範囲で遺

物が認められる。層位的には上

層から多く遺物が出土している

が、大きく削平を受けていると

考えられることから、一概には

言及できない。また、位置的に

は南側に集中して遺物が認めら

れている。

一方、遺構の北側（第44図）

では標高6．30mから6．50mの

範囲に遣物が認められる。層位

的には下層から多くの遺物が出

土しており、位置的にみると北

側に遺物が集中している傾向に

ある。

遺構の性格は、上部が削平を

受けていると考えられることか

ら判断し難い。しかし、底面に

はピット状に掘り込まれた箇所

や高まりなどがあり、SD03

やSD04で示唆した環濠のよ

うな施設とは考えにくい。

遺構が築かれた時期について

は、SD08の出土遺物には弥

生時代中期中葉の遺物のみが認

められていることから、当該期

も
し

rl
ソ

、、

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

第43匡I SDO8遣物出土状況実測図（南側）
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に築かれ、機能していた期間も比較的短期間であ

ったものと考えられる。

SD08の出土遺物（第45図）

SD08からは、弥生土器の壷・嚢・高杯が出

土しており、これら全てが弥生時代中期中葉頃の

遺物と考えられる。

第45図－1・2は、弥生土器の壷である。1は、

口綾部が大きく朝顔状に開き、口緑端部はわずか

に上下に拡張している。口緑拡張部の平坦面には

両端から互い違いの方向に貝殻による刻目文を施

し、「く」の字状の文様を作り出している。2も

1と同様に口緑部が大きく朝顔状に開くもので、

口緑端部はわずかに上下に拡張し、拡張部には貝

殻による刻目文がめぐらされている。これらの壷

は、おおよそ松本編年Ⅲ一1様式に相当する資料

と考えられ、弥生時代中期中葉でもやや古い様相

を示す資料であろう。

3・4は、弥生土器の嚢である。3は、口径

16．3cmを測り、口緑部が外方にゆるく「く」の

字状に屈折し、口緑端部はわずかに上方に拡張し

て平坦面を作り出している。頸部下の外面は縦方

向のパケ、内面は斜め方向のパケによる調整が行

われており、外面胴部から口綾部にかけてススが

付着している。4は、口径20．4cmを測り、口緑

部は外方にゆるく屈折し、口緑端部はわずかに上

方に拡張している。3と同様に頸部下外面は縦方

向のパケ、内面は斜め方向のパケによって調整さ

れ、口緑部外面にはススが付着している。以上の

ような嚢は、壷と同様に松本編年Ⅲ－1様式に相

当する資料と考えられ、弥生時代中期中葉のもの

であろう。

5～7は、弥生土器の壷あるいは嚢の底部から

胴部にかけての破片である。5は、底部から胴部

にかけてほぼ直線的に立ち上がり、外面は縦方向

のミガキ、内面は斜め方向のパケによって調整さ
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2

第45図　SDO8出土遺物実測図

れ、内面底部付近には指頭庄痕が明瞭に残っている。6は、5と比べると底部から胴部にかけて直立

ぎみに立ち上がっている。外面は縦方向のミガキ、内面はナデによる調整が行われ、内面底部付近に

は指頭庄痕が認められる。7は、外面が横方向のミガキによって調整されるという特異な土器である。

内面はパケによって調整され、胴部は強く張り出している。このようなタイプの土器は、弥生時代前
（14）

期には認められるものであるが、中期には出雲地域では珍しく、松江市布田遺跡などでわずかに出土

しているにすぎない。これらの土器からは、時期的判断はし難いが、内面にケズリによる調整が認め

られず、SD08から出土している壷や嚢の形態的特徴を考えると、松本編年Ⅲ－1様式に相当する

資料と考えられよう。

8・9は、弥生土器高杯の脚部である。8は、脚部は末広がりになり、端部は内外にやや拡張して

フラットな面を作り出している。脚部外面は縦方向の丁寧なミガキ、内面はやや粗いパケにより調整

されている。9は風化が著しいが、脚部は末広がりになり、端部にフラットな面を作り出す。脚部外

面は縦方向のミガキ、内面はケズリによる調整が行われている。これらの高杯のように脚端部にフラ
3醐監

ットな面をもつものは珍しいが、天神遺跡からは第5次発掘調査においても同タイプのものが出土し
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ており、地域的な特徴の一つと考えられる。

＄紛⑳9（第46図）

調査区のやや南側、A2Gr～B3Gyにかけて黄褐色シルト質土（地山）上面で検出した東南東一西

北西の方向に伸びる溝状遺構である。A3GrとB3Grにかけては古代の遺構であるSDO5e SKO

3　e SKO6、弥生時代終末期～古墳時代前期初頭にかけての遺構と考えられるSDl O。SX06

に切られている。また、西側は水道管、ガス管埋設のために大きく撹乱を受けているが、東西とも調

査区外へとさらに伸びている。検出した状況では、長軸10。Om以上、最大幅5。52m、狭い所でも

5．08mを測る。なお、検出高は標高約6．30mである。

覆土は、上層から下層にかけて複雑な堆積を示している。上層には灰白色e褐色e暗褐色などの砂

質土が堆積しているが、ブロック的に灰色e黒褐色の粘質土を含んでいる。また、28層から31層に

かけては覆土の中でも切合関係をもち、他の覆土よりも古いものと考えられる。中層にも明褐色e灰

白色e赤褐色などの砂質土と灰色e黒褐色e明灰色などの粘質土が互層状に複雑に堆積し、この中に

は褐色粒子や黒色土ブロックを含む層が認められる。下層も基本的には砂質土と粘質土の混合層では

あるが、最下層には灰褐色e明褐色の砂層が堆積し、最深部は灰白色粗砂層にまで達し、この層位か

らほかなりの湧水がある。

断面の形状は、両肩から約45度の角度で落ちて一旦平坦な面を作り出し、そこからなだらかに落

ちてもう一度平坦面を作り出してさらに最深部へ向かって落ちている。底面の幅は約80cmを測り、

ほぼ平坦に作り出している。最深部までの深さは約1。Om、浅い所でも92cmの深さがある。

全体の形状は、遺構の西側が新しい時期の遺構によって切られているため、一概には言えないが、

東側では南肩部から落ちた平坦な面が広く、西肩部から落ちた平坦面がやや狭くなっている。なお、

上部の溝の幅はほぼ一様な広さを有している。

遺物の出土状況をみると（第47図上標高5。34mから6．32mの範囲に遺物が認められている。位

置的には遺構の東側。南側で遺物の出土量が多い傾向にある。しかし、これは西側が古代の遺構であ

るSK06によって大きく切られているためであり、実際にはSK06の最下層からは多くの弥生時

代中期から古墳時代前期初頭にかけての遺物が出土しており、これはSD09に伴うものと考えられ

る。また、層位的にみると、上層よりも中層e下層からの出土量が多い。

遺構の性格は判断し難いが、覆土には砂質土と粘質土が互層状に堆積していることから、ある程度

の水の流れがあったことが推測される。また、幅5．52m、深さLOmと大規模なものであることか

ら、集落を囲擁する環濠として機能していた可能性もある。

なお、天神遺跡第7次発掘調査A区では、幅6。Om、深さ0。9mを測る大藩1が検出されており、遺

構の規模e方向がほぼ一致することから、SD09と同一の溝である可能性がある。大藩1からは、

弥生時代中期中葉頃の遺物のみが出土していることから、当該期の遺構と解されている。SD09か

らは弥生時代中期中葉頃の遺物が多いが、弥生時代終末期から古墳時代前期初頭の遺物も検出されて

おり、時期的な問題については再考の必要があろう。

SD09が築かれた時期については、出土遺物から考えると、弥生時代中期中葉頃に築かれたと考
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えられる。その後、弥生

時代後期にはほとんど機

能しなくなり、弥生時代

終末期から古墳時代前期

初頭にかけて再び掘り直

して利用されたのではな

いだろうか。そして、古

墳時代前期中頃までには

再び機能しなくなったと

考えられる。なお、このよ

うな傾向は、前述したSD

03でも認められる傾向で

ある。

SD09の出土遺物

（第48図～第53図）

前述したように、SD

09からは弥生時代中期

中葉から古墳時代前期初

頭にかけての遺物が出土

している。このうち弥生

時代中期中葉頃の遣物に

は、弥生土器壷・嚢・高

杯・蓋・鉢などが出土し

ている。また、弥生時代

終末期から古墳時代前期

初頭にかけての遺物に

は、古式土師器襲・高

杯・低脚杯・器台などが

出土しており、出土量も

多く、布留式傾向嚢も認

められるなどバラエテ

ィーに富んでいる。

第48図－1～11は、

弥生土器の壷である。1

は、口緑部が大きく朝顔
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状に開き、口緑端部はあまり拡張しないが平坦面を作り出している。口緑拡張部には1本のクシ状工

具による斜格子文、両端からは刺突具によって刻目文が施されている。2は、目線部が大きく朝顔状

に開き、口緑端部は下方にのみ拡張している。口緑拡張部には1本のクシ状工具によって斜格子文を

密に施している。3も同様に口緑部が朝顔状に開くが口緑端部は上方に波打つように拡張し、無文で

ある。4も同様であるが、ロ緑端部は下方にのみ大きく拡張し、口緑端部上端には刺突による刻目文

が施されている。5は、風化が著しいが口緑端部は下方にのみ拡張し、朝顔状に開く口緑部内面には

ヘラ状工具によって約1cmの直線が刻まれ、めぐらされている。6は、口緑部が大きく朝顔状に開き、

目線部は下方にのみ拡張する。ロ緑拡張部と内面には2本単位からなるクシ状工具によって斜格子文

が施されている。7は、口緑部は大きく開き、口緑端部は下方に拡張するが、上方にもわずかに拡張

している。口緑拡張部には2本単位からなるクシ状工具によって斜格子文が施され、内面にも3本単

位からなるクシ状工具によって波頂間の狭い波状文が2列にめぐらされている。8は、大きく朝顔状

に開く口緑部をもち、口緑端部は上下に拡張している。ロ緑拡張部と内面には2本単位からなるクシ

状工具によって斜格子文を施し、口綾部内面から外面に向かって2以上の穿孔が認められる。9′は、

口緑端部は下方にのみ拡張し、口緑拡張部から内面にかけては2本単位からなるクシ状工具によって

斜格子文が施され、さらに内面頚部付近には直線文がめぐらされている。10は、口緑端部が上下に

大きく拡張する。口緑拡張部には3本単位からなるクシ状工具によって山形文が施され、口緑内面に

は4本単位からなる波状文が2列に施され、さらに内面頚部付近には2列に刺突列点文がめぐらされ

ている。11は、口緑部が大きく朝顔状に開き、口緑端部は下方にのみ拡張する。口緑拡張部から内

面にかけては2本単位からなる斜格子文が施され、口緑部内面から外面に向かって6以上の穿孔が認

められる。さらに内面頚部付近には3列に刺突列点文、1以上の円形浮文を貼付けて飾っている。

11は、8とよく似た形態をもっており、同一個体である可能性がある。

第49図－13は、口径9．6cmを測る小形の壷である。口緑部は前述したものより短く外反し、口

緑端部はわずかに上下に拡張して無文である。16は、頚部から口緑部に向かっての開き方から、壷

と考えられる。口緑部は水平方向に突出し、口緑端部は丸くおさめている。内外面ともナデによる調

整が行われているが、このような形態的特徴をもつ壷は出雲地域ではあまり類例がない。詳しくはわ
（16）

からないが、他地域からの搬入品と考えることもできよう。山口県山口市吉田遺跡からは同じような

形態の土器が出土しており、瀬戸内あるいは北部九州からの影響を受けたものではないだろうか。な

お、この土器は高杯の杯部である可能性もある。17は、壷の頚部から胴部にかけての破片である。

外面頚部には1条の指頭庄痕文帯を貼付け、その下方は縦方向のパケ、内面はナデと横方向のミガキ

によって調整されている。以上のような壷は、その特徴から松本編年Ⅲ－1～2様式に相当する資料

と考えられ、弥生時代中期中葉のものであろう。

第49図－19～22は、弥生土器の鉢あるいは無頸壷と称されるものである。19は、口緑端部を厚

くして上面にフラットな面を作り、体部はやや張り出すようである。外面口緑部の下には1条の指頭

庄痕文帯が貼付けられ、その下方はナデ、内面は斜め方向のパケによる調整が行われている。20は、

口径約38．8cmを測る大形のもので、ロ緑端部は内側に突出している。厚く、平坦に作り出したロ緑

端部外面には刻目文、1．5cmほど下には指頭庄痕文帯が貼りめぐらされ、その下方は縦方向のパケ
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による調整が行われている。なお、内面には19と同様に斜め方向のパケによる調整が行われている。

21は、ロ緑端部がやや内側に肥厚し、上面にフラットな面を作り出して口縁端部の外面には刺突に

よる刻目文を施している。22は、同様に口緑端部を厚くして上面をフラットに作っている。外面に

はロ緑端部から胴部にかけて刺突による刻目文を施した三角形文帯を貼付け、その下方には2本単位

からなるクシ状工具によって斜格子文（または山形文）が施されている。内面はナデによる調整が行

われている。以上のような特徴をもつ鉢あるいは無頸壷は、おおよそ松本編年Ⅲ－1～2様式に相当

する資料と考えられ、弥生時代中期中葉のものであろう。

第49図－12814e15e18e23～25は、弥生土器の嚢である。12は、口緑部が強く外方に屈

折し、ロ緑端部はわずかに上方に拡張してやや丸くおさめている。頸部下外面は縦方向のパケ、内面

は横方向のミガキによる調整が行われている。また、頚部外面から内面に向かって2つの穿孔が認め

られている。14は、目線部が外方に短く「く」の字状に屈折し、口緑端部に平坦面を作り、刺突に

よる刻冒文を施している。頸部下外面には刻目文を施した三角形文帯を貼付け、その下方は縦方向の

パケ、内面は斜め方向のパケによって調整されている。なお、外面胴部から口緑部にかけてはススが

付着している。15は、日録部が外方に「く」の字状に屈折し、目線端部はわずかに上下に拡張する。

平坦面を作る口緑拡張部には貝殻腹緑による刻目文が密に施されている。18は、器壁が薄く、目線

部が強く外方に屈折し、口緑端部は拡張せず丸くおさめ、刺突による刻目文を施している。ロ緑部外

面は横方向の丁寧なミガキ、内面はナデによる調整が行われている。このようなタイプの土器は、出

雲地域では珍しい。23は、口緑部が外方に「く」の字状に屈折し、ロ緑端部は上方にわずかに拡張

して平坦面を作っているが、無文である。頸部下は内外面ともに斜め方向のパケによる調整が行われ

ている。2針は、ロ緑部が外方にゆるく屈折し、口緑端部はわずかに上下に拡張する。頸部下外面は

縦方向のパケ、内面は斜め方向のパケによる調整が行われている。25は、目線端部はわずかに上方

に拡張している。頸部下外面は縦方向のパケ、内面はナデによる調整が行われている。

第50図－26～35も弥生土器の嚢である。26は、目線部が外方に強く短く屈折し、口緑端部には

平坦面を作って刺突による刻目文を施している。頸部下外面には刻目文を施した三角形文帯を貼付け、

内面はナデによる調整が行われている。第49図－14と非常によく似た形態であることから、同一個

体である可能性もある。27は、目線部が外方に「く」の字状に屈折し、ロ緑端部はわずかに上方に

拡張している。頸部下の内外面ともにナデによる調整が行われている。28は、器壁がやや薄く、ロ

緑端部は上方にわずかに拡張して丸くおさめている。29は、日録部は外方に短く鋭く屈折し、目線

端部はわずかに上方に拡張してやや丸くおさめている。頸部下外面は縦方向のパケ、内面は斜め方向

のパケによる調整が行われ、外面口緑部にはススが付着している。30は、目線部が外方にやや強く

屈折し、ロ緑端部は拡張せず、やや丸くおさめている。31は、外方に強く屈折するやや長めの日録

部を有し、目線端部は拡張せず、丸くおさめている。頸部下は内外面ともにナデによって調整され、

外面目線部にはススが付着している。32は、口緑部が外方にゆるく屈折し、口緑端部はわずかに上

方に拡張して丸くおさめている。頸部下外面は縦方向のパケ、内面はナデによる調整が行われている。

33は、ロ緑部が外方に強く屈折し、口緑端部は上方にわずかに拡張して平坦面を作っているが、無文

である。34は、目線部が外方に「く」の字状に屈折し、口緑端部はわずかに拡張して平坦面を作っ
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ているが、無文である。なお、外面にはススが付着している。35は、口径10。2cmを測るやや小形

の嚢で、口緑部が外方にゆるく屈折し、口緑端部は拡張しないが平坦面を作り出している。

以上のような嚢は、様々な形態的特徴をもっているが、おおよそ松本編年Ⅲ－1～2様式に相当す

る資料と考えられ、弥生時代中期中葉のものであろう。

第50図－36は、弥生土器高杯の杯部であろう。口緑端部は水平方向に外方へ突出し、外面は縦方

向のミガキ、内面は横方向のミガキによって調整されている。この高杯も、壷や賓の形態から考える

と、おおよそ松本編年Ⅲ－1～2様式の範噂に入る資料と考えられる。なお、SD09から出土して

いる当該期の高杯は、この1点のみである。

第50図－39は、弥生土器の蓋である。底径14．2cm、器高5．1cmを測り、上部に内側に凹んだ輪

状のつまみをもつものである。外面は縦方向のパケ、内面は横方向の細かいパケによって丁寧な調整

が行われている。なお、つまみ部には指頭庄痕が明瞭に残っている。蓋はこの1点のみの出土であり、

無頸壷の蓋に利用されたものであろう。おおよそ松本編年Ⅲ－1～2様式に相当する資料と考えられ、

弥生時代中期中葉のものであろう。

第50図－40～44は、弥生土器の壷あるいは嚢の底部付近の破片である。40は、底部から胴部に

かけて直線的に立ち上がり、外面は縦方向のミガキによって調整されている。41は、底径4．2cmと

やや小さく、底部から胴部にかけてやや外反ぎみに立ち上がり、外面は縦方向のミガキ、内面はナデ

によって調整され、内面底部付近には指頭庄痕が残っている。42は、外面は縦方向のパケ、内面は

ナデによる調整が行われているが、内面底部付近には粗く、工具によるものと考えられる痕跡が認め

られる。43は、底部から胴部にかけてほぼ直線的に立ち上がり、外面は縦方向のミガキ、内面はナ

デによって調整され、内面底部付近には指頭庄痕が認められる。44は風化が著しいが、底部から胴

部にかけてやや外反ぎみに立ち上がり、外面は縦方向のミガキ、内面も縦方向のミガキによる調整が

行われているようである。このような土器は出雲地域には珍しいが、弥生時代前期末からの系譜を引

いたやや古めの様相を示すものであろうか。

第51図－45～58も弥生土器の壷あるいは嚢の底部から胴部にかけての破片である。45は、底部

から胴部にかけて直線的に立ち上がり、外面はやや粗く、間隔の広い縦方向のミガキ、内面はナデに

よる調整が行われている。46も形態的にはほぼ同様で、外面に残る縦方向のミガキは約7mmと間隔

が広く、外面にススが付着している。47は、外面は細かく丁寧な縦方向のミガキ、内面はナデによ

る調整が行われ、内面底部付近には指頭庄痕が残っている。48は、外面の縦方向のミガキは粗く、

間隔が広いという特徴をもつ。49e　50は、外面は一般的な縦方向のミガキ、内面はナデによる調整

が行われている。

51は、底部から胴部にかけて直立ぎみに立ち上がり、外面はやや粗く、間隔の広いミガキ、底部

付近には一部横方の細かいパケ、ノ内面はケズリによる調整が行われている。52は、底径3．7cmとや

や小さく、底部から胴部にかけて直線的に立ち上がり、外面は縦方向のミガキ、内面は縦方向のケズ

リによる調整が行われている。53は、外面は縦方向のミガキ、内面は横方向のケズリによって調整

されている。54は、外面は縦方向のミガキ、内面は縦方向のケズリによる調整が行われている。55

は、底径3．9cmとやや小さく、外面には指頭庄痕が明瞭に残り、内面には刺突具で突いたような痕
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跡が残っている。このような土器はSDO4（第40図－44）からも出土している。56は、底部か

ら胴部にかけてやや外反ぎみに立ち上がり、外面は縦方向のミガキ、内面は横方向のミガキによる調

整が行われている。このようなタイプの土器も出雲地域には珍しいが、SDO3・SD04からも内

面が横方向のミガキによって調整された土器が出土している。57は、小形の壷あるいは嚢の底部か

ら胴部にかけての破片である。底部は丸底で胴部が球形を呈し、内外面とも手捏ねで作られ、指頭庄

痕が至るところに認められる。58は、底径2．2cmとやや小さく、底部から胴部にかけて大きく広が

って立ち上がっている。外面は縦方向のミガキ、内面はケズリによる調整が行われている。弥生時代

後期の遺物であろう。

以上のような壷あるいは嚢の底部は、その特徴から時期的に類別できるものである。40～54につ

いては、松本編年Ⅲ－1～2様式に相当する資料と考えられ、弥生時代中期中葉のものであろう。そ

のうち、51～54については、内面にケズリによる調整が行われていることから、松本編年Ⅲ－2様

式に相当する資料であろう。また、56については、内面が横方向のミガキによって調整されている

ことから、松本編年Ⅲ－1様式の中でも古い様相を示すものと考えられる。なお、55・57・58に

ついては、底径が小さくなるという特徴から、松本編年V様式に相当する資料と考えられ、弥生時代

後期の遺物であろう。

SD09からは、前述したような弥生時代中期の遺物のほか、弥生時代終末期から古墳時代前期初

頭にかけての遺物も確認されている。

第51図－59～62は、複合口緑をもつ古式土師器の嚢である。59は、複合口緑の稜は水平方向に

突出し、口緑端部はやや平坦に作り出している。口緑部内外面は横方向のナデ、頸部下内面はケズリ

による調整が行われている。60もほぼ同じ形態である。61は、口径28．2cmとやや大形のもので、

口緑端部をやや外方に折り曲げて平坦面を作り、複合口緑の稜は水平方向に向いている。62はやや

器壁が薄いが、日録端部をやや外方に折り曲げて平坦面を作っている。

第52図－63～74も複合口緑をもつ古式土師器の賓である。63は、口緑部が直立し、口緑端部は

やや外方に折り曲げて平坦面を作り出している。複合口緑の稜は水平方向に向くが、やや鋭さを欠い

ている。なお、この土器は内外面ともに朱塗りされている。64は、口緑端部を外方に折り曲げてい

るが、やや丸くおさめている。65は、63と同様に口緑端部に平坦面を作っている。66は、頚部か

ら胴部にかけての破片である。外面頚部やや下にはクシ状工具による直線文。波頂間のやや広い波状

文が施され、その下方は斜め方向のパケ、内面頸部下はケズリによる調整が行われている。なお、外

面胴部にはススが付着している。67～71はほぼ同様な形態をもち、複合口緑の稜は水平方向に折り

曲げているが、やや丸みを帯びておさめている。なお、71は口緑端部にススが付着している。72は、

複合口緑の稜はやや下方に向き、口緑端部は折り曲げず、先細りとなって丸くおさめている。73は

やや器壁が薄いが、口緑端部をやや外方に折り曲げて平坦面を作っている。74は、頚部付近の破片

であるが、内面頸部下にはケズリによる調整が行われている。

以上のような嚢は、72がやや古い様相を里しているが、その特徴から草田6期から7期に相当す

る資料と考えられ、弥生時代終末期から古墳時代前期初頭にかけてのものであろう。これらの土器は、
（17）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1ゆ

東出雲町大木権現山1号填。1号土壌資料、鹿島町南講武草田遺跡CD－4、DE－3区土器溜資料、
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（19）

出雲市山持川川岸遺跡SKO2　e SI Ol。SB Ol資料などに相当するものであろう。

第52図－75～78は、単純目線の布留式傾向嚢である。75は、頚部から目線部にかけて外方にゆ

るく「く」の字状に屈折し、目線端部はやや内傾して稜をなしている。ロ緑部は内外面ともにナデに

よる調整が行われている。76は、頚部から目線部にかけて外方にゆるく屈折し、口緑端部はやや丸

くおさめている。頸部下外面は横方向のナデ、内面はケズリによる調整が行われ、外面目線部にはス

スが付着している。77は、頸部下外面はパケによる調整、内面頚部やや下方からケズリによる調整

が行われている。形態的特徴が76とほぼ同じであることから、同一個体である可能性もある。78は、

頚部から口緑部にかけて外方にゆるく屈折し、口緑端部はやや内傾して稜をなしている。外面頚部や

や下方には8本単位からなるクシ状工具によって波頂間が広い波状文e直線文が施され、内面頚部や

や下からほケズリによる調整が行われている。なお、外面にはススが付着している。

以上のような布留式傾向の嚢は、第7次発掘調査B区SD06からも多量に出土しているが、SD

09から出土している嚢は、出雲平野における複合口緑をもつ嚢と胎土が同じであることから、畿内

系の賓を模倣して作られたものであろう。

第52図－79は、小形の壷あるいは嚢であろう。胴部が球形を呈し、外面はナデ、頸部下には細か

いパケによる調整が認められ、内面は横方向のケズリによる調整が行われている。弥生時代終末期以

降のものであろう。

第52図－80　e　81は、古式土師器の高杯あるいは低脚杯である。80は、口緑端部は丸くおさめ、

杯部外面は細かいパケ、内面は横方向の丁寧なミガキによって調整されている。杯部と脚部は円盤充

填法によってつながれ、脚部はかなり末広がりになるものと考えられる。天神遺跡から出土するこの

時期の高杯は、総じて器壁が厚く、杯部に深さがあり、器高も高杯と低脚杯の中間に位置するものが

ある。在地的な手法の特徴であるのかは判断し難いが、注意が必要である。81は、目線端部は丸く

おさめ、杯部外面上方は横方向のミガキ、下方はパケ、内面はミガキによって調整されている。

第59図－82は、杯部外面はパケ、内面上方は横方向のミガキ、下方は縦方向のミガキによる調整

が行われている。83　e　84は高杯脚部の破片である。83は、脚部外面は丁寧な縦方向のミガキ、杯

部外面の下方にはパケによる調整が認められる。内面は横方向のケズリによる調整が行われ、円盤充

填法によって杯部と脚部をつないでいる。84は風化が著しいが、やや大形の高杯と考えられ、脚部

内面はケズリによる調整が行われている。86e87は、高杯の脚端部から裾部にかけての破片である。

86は、裾部が大きく広がり、脚端部には平坦面を作っている。内面脚部付近から上方は横方向のケ

ズリによる調整が行われている。87は、裾部は広がるが86ほどではなく、平坦面を作る脚端部には

ナデて凹線を作っている。脚部外面は縦方向のミガキ、内面裾部にはパケ、脚部付近から上方はケズ

リによる調整が行われている。

第50図－37。38も高杯の脚端部から脚部にかけての破片であろう。37は、裾部が大きく末広が

りとなり、脚端部はほぼ平坦に作り出している。また、内外面ともに横方向の丁寧なミガキによる調

整が行われている。この時期の高杯としてほ、出雲地域ではあまり類例のないものである。38は、

器壁が厚く、底径約20．8cmを測る大形のものである。裾部は広がり、脚端部はやや上方に拡張し、

下端はやや内傾して稜をなしている。内外面は横方向のナデによる調整が行われている。
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以上のような高杯あるいは低脚杯は、器形や形態からは判断し難いが、SD09から出土している

嚢の特徴から考えると、弥生時代終末期から古墳時代前期初頭に相当する資料ではないだろうか。

第53図－85は、小型器台であろうか。広がる裾部には2箇所に透し孔が認められる。外面はナデ、

内面はケズリによる調整が行われている。高塀と同様に弥生時代終末期から古墳時代前期初頭にかけ

てのものであろう。

第53図－89～93は、古式土師器の器台である。89は脚部の破片で、外面はナデ、内面は横方向

のケズリによって調整され、外面にはススが付着している。90は受部の破片で、外面はナデ、内面

は横方向のミガキによる調整が行われている。また、筒部の稜は水平方向に向いているがやや鋭さを

欠いている。91は、脚部から筒部付近にかけての破片である。脚部外面はナデ、内面はケズリによ

る調整が行われ、筒部の稜は水平方向に向いているが丸みを帯びている。92も同様に脚部から筒部

付近にかけての破片である。外面はナデ、脚部内面はケズリによる調整が行われるが、筒部上方にも

ケズリによる調整が認められ、筒部の稜は水平方向に鋭く突出している。93は、形態が91と非常に

よく似ており、同一個体である可能性もある。

以上のような器台については、時期的判断は難しいが、SD09から出土している古代土師器から

考えると、おおよそ草田6期～7期の範噂に入る資料と考えられ、弥生時代終末期から古墳時代前期

初頭にかけてのものであろう。

以上のように、SD09からは多くの遺物を検出しているが、時期的には、弥生時代中期中葉を中

心とした時期と弥生時代終末期から古墳時代前期初頭を中心とした時期に大別することができる。こ
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の傾向は、前述したSD03と同様で、SD09が機能していた時期を考えるうえで、注意が必要で

ある。

＄紛瑠2（第54図）

調査区のほぼ中央、A4伽からB5Grにかけて、黄褐色シルト質土上面（地山）で検出した溝状遺

構である。A4Grでは古代から中酎こかけての遺構であるSXO2e SXO3e SKO5、弥生時代

中期頃の遺構と考えられるSDllによって切られ、B4Grでは古代の遺構であるSKO4、弥生時

代終末期から古墳時代前期初頭にかけての遺構と考えられるSDlOによって切られている。新しい

時期に築かれた遺構によって切られているため、検出状況はよくないが、東西とも調査区外へとさら

に伸びている。また、A4Grで溝は分岐しているが、ほぼ東南東一西北西の方向に伸びている。検出

した状況では、長軸10．5m以上、最大幅2．22m、狭い所では62cmを測る。なお、検出高は標高約

6．00mである。

覆土には、上層には褐色粒子を含む明褐色土、灰白色の砂粒を含む明黄褐色土e褐灰色土などが堆

積し、中層には粘質土と砂層が互層状に堆積し、最下層は褐灰色粘砂層が堆積している。断面の形状

は、南肩部からは約45度の角度で落ち、北肩部からはややなだらかに落ちるが、中段からはやや鋭

角に落ちている。底面はほぼ平坦に作り出しており、最深部までの深さは約43cm言責い所でも約25

cmの深さがある。また、最深部は灰白色租砂層にまで達しているが、他の遺構と比べると湧水は少な

い。

全体の形状は、A4Gr東側での溝の幅はほぼ一様であるが、分岐した北側では溝の幅が広く、B5

Grで最大幅を有す。一方、分岐した南側の溝の幅は約70cmと狭くなっている。

遺物は、他の遺構と比べると少量であるが、弥生時代中期頃の遺物を中心に出土している。層位的

には下層からの出土量が多く、位置的には分岐した北側の溝からの出土量が多い。

遺構の性格としては、覆土に粘質土と砂質土が互層状に堆積していることから、一定の水の流れが

あったことが推測される。そして、溝が途中で分岐していることから考えると、潅漑用水路のような

機能を果していたのではないだろうか。

遺構の築かれた時期については、切合関係、出土遺物から考えても発掘調査全体を通して検出され

た遺構の中で最も古く、弥生時代中期中葉でもやや古い時期のものと考えられる。

SD瑠2の出立遺物（第55図）

SD12からは遺物の出土量としては少ないが、弥生土器のみが出土しており、器種としては壷e

嚢e高杯がある。

第55図－2～4ほ、弥生土器の壷である。2は、口綾部が大きく朝顔状に開くもので、口緑端部

はわずかに上下に拡張し、平坦面を作り出している。口緑拡張部には貝殻腹緑による刻目文を施し、

ナデてわずかに凹みを作っている。3ほ、目線部が大きく朝顔状に開いて口緑端部は上下に拡張する。

口緑拡張部には4本単位からなるクシ状工具によって山形文を施している。3は、頚部から目線部に

かけての破片である。頚部外面には刺突文を施した三角形文帯を3条以上貼付け、その上方は縦方向
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のパケ、内面頸部は横方向のミガキ、上方は斜め方向のパケによる調整が行われている。

以上のような壷は、その特徴からおおよそ松本編年Ⅲ－1～2様式に相当する資料と考えられ、弥

生時代中期中葉のものであろう。

第55図－1e　5～8ほ、弥生土器の嚢である。1は、頸部から目線部にかけて外方にゆるく屈折

し、目線端部はわずかに上下に拡張して平坦面を作っているが、無文である。5ほ、口径3上6cmを

測る大形のもので、頚部からロ緑部にかけて外方に「く」の字状に屈折し、口緑端部は上方にのみ拡

張している。口緑拡張部には貝殻腹緑により交互に刻目文を施し、「×」印のような文様をめぐらせ

ている。頸部下の外面は縦方向のパケ、内面は縦。斜め方向の細かいパケによって調整されている。

6は、口径13。3cmを測るやや小形のもので、頚部からロ緑部にかけて鋭く屈折し、口緑端部は拡張

せずに丸みを帯びておさめている。目線部外面はナデ、内面は横方向のパケによる調整が行われ、頸

部下外面は縦方向のパケ、内面はナデによって調整されている。7は、頚部から口緑部にかけて鋭く

屈折し、口緑端部は拡張しないがほぼ平坦に作り、外面にはススが付着している。8は、頚部からロ

綾部にかけて外方に鋭く屈折し、口緑端部は上方にのみ拡張する。なお、外面目線部にはススが付着

している。

以上のような嚢は、その特徴からおおよそ松本編年Ⅲ－1～2様式の範噂に入る資料と考えられる

が、Ⅲ－1様式に近く、やや古めの様相を示すものであろう。

1．明褐色土

2．明褐色土

3．明褐色砂貫土

4．褐灰色土

5．明黄褐色砂貿土

6．褐灰色土

7．明黄褐色砂層

8．灰褐色土

9灰色欝占貿土

10．褐色土

11．明灰色土

12．褐色土

13黄褐色粗砂層

14　明灰色粘貿土

15．明灰色砂貿土

16・褐灰色粘砂層

砂利を多く含み、褐色粒子を含む

褐色粒子を含む

褐色粒子を少し含む

灰白色細砂を含む

灰白色細砂を含む

黒色土プロ、ソクを含む

地山フロックを含む

褐色粒子含む、砂利を少し含む

砂利を少し含む

砂利を少し含む

地山フロックを多く含む

地山ブロックを含む

0 2m

7且

第54図　SD12実測図



第55図－9。10は、弥生土器の壷あるいは嚢の底部から胴部にかけての破片である。9は、底部

から胴部にかけてほぼ直線的に立ち上がる。風化が著しいため外面の調整は不明であるが、内面はナ

デによる調整が行われ、底部付近には指頭庄痕が認められる。10は、底部から胴部にかけて外反ぎ
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みに立ち上がる。外面は縦方向のミガキ、内面も縦方向のミガキによる調整が行われている。このよ

うな特徴をもつ土器はSD09からも出土しているが、出雲地域ではあまり類例がなく、Ⅱ－1様式

の系譜を引くもので、やや古めの様相を示すものであろう。

第55図－11e13は、弥生土器の高杯である。11は杯部の破片であるが、口径26。4cmを測る大

形のものである。口緑端部は肥厚して上面にフラットな面を有し、内外に水平方向に突出している。

外方に突出する口緑端部は、上方にわずかに拡張し、ほぼ平坦におさめている。杯部外面はナデ、内

面は横方向のミガキによる調整が行われている。このような目線をもつ高杯は類例が少ないが、天神
（2功

遺跡では第2次発掘調査時にも同様な高杯が検出されている。在地的な形態的特徴であろうか。12は、

高杯脚部の破片である。外面は縦方向の丁寧なミガキによって調整され、内面は無調整である。13

は高杯の脚端部から裾部にかけての破片であろう。脚端部は雑な調整ではあるがほぼ平坦に作り出し、

外面裾部はナデ、内面は部分的にパケによる調整が行われている。

以上のような高杯も、SD12から出土している壷や嚢の特徴を考えると、おおよそ松本編年Ⅲ－

1～2様式に相当する資料と考えられ、弥生時代中期中葉頃のものであろう。

以上のようにSD12から出土している遺物は、弥生時代中期中葉頃の遺物ではあるが、5～8の

嚢、10の底部から胴部にかけての破片、11の高杯などは松本編年Ⅲ－1様式の範噂に入る資料と考

えられ、やや古い様相を示している。

弥生時代中期から薗囁時代前期にかけ竃のその他の遺構

この時期の遺構としては、前述した他にも溝状遺構3（SDO7e SDl O e SDll）、落ち込

み状遺構2（SXO4・SXO6）を検出している。

SD07は、A6GrからA7Grにかけて、黄褐色シルト質土（地山）上面で検出したほぼ南北方向

に伸びる溝状遺構である。遺物は弥生土器の小片がわずかに出土しているにすぎず、時期的判断はし

難いが、切合関係から考えるとSD08よりも新しい時期の遺構である。なお、北側は上部が削平さ

れているために途中で切れている。

SDl Oは、A3GrからB5Grにかけて、SD09の上面で検出した溝状遺構で、途中で蛇行しな

がら東南東一北北西の方向に伸びている。切合関係から考えるとSD09よりも新しく、古墳時代前

期初頭頃の遺構であろう。なお、遺構内から遺物は出土していない。

SDllは、A3Gyの東側、黄褐色シルト質土（地山）上面で検出した東一西北西に伸びる溝状遺

構である。遺構内からは弥生時代中期中葉頃の遺物が数点出土していることから、当該期の遺構と考

えられるが、切合関係からSD12よりも新しい時期の遺構であることが明らかである。なお、西側

は上部が削平されているために残存状況が悪く、途中で切れている。

SX04は、B5Gでの黄褐色シルト質土（地山）上面で検出した落ち込み状遺構である。新しい時

期の遺構によって切られているが、切合関係から考えるとSD09よりも新しく、SDl Oよりも古

い遺構であることが明らかである。遺物は出土していないが、古墳時代前期初頭頃の遺構である可能

性が強い。

SX06は、B5GrのSDO9上面で検出した落ち込み状遺構である。この遺構も新しい時期の遺

7ころ



構に大きく切られているが、方向の溝の幅がSDlOとほぼ一致することから、同じ遺構の可能性も

ある。

7Gr～8Grにかけては明確な遺構は検出されていないが、これは地山上面が何度かの削平を受けて

いるためで、実際には遺構の底部のみが部分的に残っている状態であった。この中には当該期の遺構

もあったと考えられ、覆土中からは当該期の遺物も少量ではあるが出土している。

遺構鮒の出藍遺物（第56図～第60図）

前述のように、遺構内からは多量の遺物が出土しているが、遺構検出面の上層に堆積する層は、全

てが安定した遺物包含層となっており、遺物の出土量も多い。遺物の時期としては、弥生時代中期中

葉から近世にかけてのものが出土しているが、その中でも弥生土器の古代の遺物の出土量が多い。

第56図－ユ～17は、弥生土器の壷である。1は、口緑部が大きく朝顔状に開き、目線端部は上下

に拡張する。目線拡張部と内面にはクシ状工具によって波頂間の狭い波状文が施され、内面にはさら

に2列に刺突列点文がめぐらされている。2ほ、目線部は大きく朝顔状に開くが、口緑端部は拡張し

ない。口緑端部には貝殻腹緑による刻目文が施され、内面には3本単位からなるクシ状工具によって

斜格子文・2本単位からなるクシ状工具による波状文がめぐらされている。3は、同様に目線部は大

きく開くタイプのものであるが、日録端部は下方にのみ拡張する。目線拡張部には、1本のクシ状工

具による斜線文、内面には円形浮文を2以上貼付け、さらにその内側には1本のクシ状工具による斜

格子文が措かれている。射ま、目線部が短く外反し、日録端部は上方にのみ拡張する。口緑拡張部に

はへラ状工具による刻冒文、内面には5本単位からなるクシ状工具によって波状文が施され、さらに

内側には6本単位からなるクシ状工具によって直線文が措かれている。5は、ロ綾部が大きく朝顔状

に開き、ロ緑端部はわずかに上下に拡張する。口緑拡張部には3本単位からなるクシ状工具によって

山形文、内面には斜格子文が施されている。6も形態的にはほぼ同様であるが、無文である。7は、

目線部がやや長めに外反し、目線端部はわずかに上下に拡張する。ロ緑拡張部にはへラ状工具によっ

て刻目文が密に施されている。8ほ、ロ綾部が大きく開くタイプのものであるが、日録拡張部には2

本単位からなるクシ状工具によって山形文を施し、内面から外面に向かって2以上の穿孔が認められ

る。9～11は、ロ緑部が大きく朝顔状に開くが、無文である。9elOは、ロ緑端部は下方にのみ拡

張し、11はわずかに上下に拡張している。12は、頚部からロ緑部にかけての破片である。目線部は

大きく朝顔状に開き、目線端部はわずかに上下に拡張し、ロ緑拡張部には3本単位からなるクシ状工

具によって山形文がめぐらされている。頚部外面には刻自文を施した三角形文帯を2以上貼付け、そ

の上方はパケによる調整が行われ、頚部内面には丁寧なミガキによる調整が行われている。13は、

目線部が短く外反し、日録端部はわずかに上下に拡張する。頚部外面は縦方向のパケ、頸部内面の上

方は横方向のミガキ、下方は縦方向のミガキによって調整されている。なお、目線拡張部から目線部

内面にかけては無文である。摘は言やや長めの外反するロ緑部を有し、日録端部はわずかに上下に

拡張する。目線拡張部には4本単位からなるクシ状工具によって山形文を施している。頚部外面には

縦方向のパケによる調整が認められる。且5ゆ且6は、口綾部が短く外反し、日録端部は上下に拡張し

ている。ロ緑拡張部の平坦面は強くナデて凹面を作り出している。17は、口径9。9cmを測るやや小
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形の壷である。口綾部は短く外反し、ロ緑端部は上方にのみ拡張している。頚部内外面は縦方向のパ

ケによる調整が行われ、口緑部の内外面にはススが付着している。

以上のような壷は、その特徴から、おおよそ松本編年Ⅲ－1～2様式に相当する資料と考えられ、

弥生時代中期中葉のものであろう。

第57図－18～31は、弥生土器の賓である。18は、口緑部は外方に「く」の字状に屈折し、口緑

端部は上方にのみ拡張して平坦面を作っている。また、口緑拡張部はナデてわずかに凹面を作り出し、

頸部下外面はナデ、内面は斜め方向のパケによる調整が行われている。19は、目線部が外方に強く

屈折し、口緑端部は上方にのみ拡張している。口緑部外面はナデ、内面下方には一部パケによる調整

が認められる。頸部下の外面はナデ、内面は斜め方向のパケによる調整が行われている。20は、目

線部が外方に比較的ゆるく屈折し、口緑端部は上方にのみ拡張する。目線拡張部にはナデてわずかに

凹面を作り出している。頸部下外面は縦方向のパケ、内面は粗い斜め方向のパケによる調整が行われ

ている。21は、口緑部が外方に鋭く屈折し、口緑端部は上方にのみ拡張して平坦面にはナデてわず

かに凹面を作り出している。22は、口緑部が外方に「く」の字状に屈折し、ロ緑端部は上方にのみ

拡張している。頸部下外面は縦方向のパケ、内面は縦e斜め方向のパケによって調整されている。23

は、口緑部が外方に強く屈折し、口緑端部はわずかに上方に拡張して頚部外面には指頭庄痕が認めら

れる。24は、口緑部は強く外方に屈折し、目線端部はわずかに上下に拡張している。頸部下外面は

細かい縦方向のパケ、内面は斜め方向のパケによる調整が行われている。胴部はかなり張り出し、外

面全体にススが付着している。25は、口緑部が外方に強く屈折し、口緑端部はわずかに上下に拡張

している。頸部下外面は縦方向のパケ、内面はナデによる調整が行われている。26は、頸部から日

録部にかけて内湾ぎみに立ち上がり、口緑端部は上方にのみ拡張する。頸部下外面はナデ、内面は斜

め方向のパケによって調整されている。27は器壁が薄く、目線部は外方に「く」の字状に屈折し、

口緑端部は上方にのみ拡張している。頸部下外面は縦方向のパケ、内面は斜め方向のパケによる調整

が行われ、外面目線部にはススが付着している。28は、目線部は外方に鋭く屈折して口緑端部は内

湾ぎみに立ち上がり、上方にのみ拡張している。頸部下外面は細かい縦方向のパケ、内面は斜め方向

のパケによる調整が行われている。29は、目線部が強く外方に屈折し、口緑端部は上方にのみ拡張

している。頸部下外面は縦方向のパケ、内面はナデによる調整が行われている。なお、外面口緑部に

はススが付着している。30も形態的にはほぼ同様である。31は、口緑部が外方に強く屈折し、口緑

端部は拡張せず丸くおさめている。頸部下外面は縦方向のパケ、内面は斜め方向のパケによる調整が

行われ、外面にススが付着している。

第58図－32～37も弥生土器の嚢である。32は、口緑部は外方に「く」の字状に屈折し、口緑端

部はわずかに上方に拡張している。頸部下は内外面ともナデによる調整が行われている。33は、口

径1主6cmを測る小形の賓で、口緑部は外方に鋭く屈折し、口緑端部は拡張しない。頸部下外面は縦

方向のパケ、内面は斜め方向のパケによる調整が行われ、外面にはススが付着している。34は小片

で日録部の開き方は判断できないが、ロ緑端部は丸くおさめている。頸部下外面はナデ、内面は上方

に横方向のパケ、その下方はケズリによる調整が行われている。内面がケズリによって調整されてい

ることから、弥生時代後期以降のものと考えられ、ミニチュア土器の可能性もある。35は、口緑部
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が外方に「く」の字状に屈折し、口緑端部は拡張せず丸みを帯びておさめている。風化が著しいが、

頸部下外面は縦方向のパケによる調整が行われている。36は、日録部が外方に鋭く屈折し、口緑端

部は上方にのみ拡張する。口緑拡張部には1条の凹線文が施されている。頸部下外面は縦e横方向の

パケによって格子状の文様を施し、内面は斜め方向のパケによって調整されている。前述した嚢より

もやや新しく、弥生時代中期後葉のものであろう。また、外面が格子状のパケによって調整される例

は珍しい。37は、口緑部が短く外反してロ緑端部にやや平坦な面を作り出し、ヘラ状工具によって

刻目文を施している。外面頸部下には刻冒文を施した三角形文帯を貼付け、内外面ともナデによる調

整が行われている。

以上のような嚢は、形態的には様々な特徴をもっているが、おおよそ松本編年Ⅲ－1～2様式に相

当する資料であり、弥生時代中期中葉のものであろう。しかし、中には34e36のように弥生時代中

期中葉から後期にかけてのものも少量ながら確認されている。

第58図－38～5射ま、弥生土器の壷あるいは婆の底部から胴部にかけての破片である。38は、底

部から胴部にかけて直線的に立ち上がる。外面は縦方向のミガキ、内面はナデによる調整が行われ、

底部付近には指頭庄痕が残っている。同様なタイプのものには40e41e43e47がある。39は、

底部から胴部にかけて外反ぎみに立ち上がる。外面は縦方向のやや幅が広いミガキ、内面はナデによ

る調整が行われ、底部付近には指頭庄痕が残っている。なお、外面がやや幅の広いミガキによって調

整されるタイプのものには、42噂44e46などがあり、底部から胴部にかけて外反ぎみに立ち上が

るものには、44e47などがある。45の46は、底部から胴部にかけて内湾ぎみに立ち上がる。48

は、底径5．2cmとやや小さく、底部から胴部にかけて直線的に立ち上がる。外面は縦方向のミガキ

と細かいパケ、内面はナデによる調整が行われている。49も底部から胴部にかけて直線的に立ち上

がる。外面は縦方向のやや幅が広いミガキ、内面底部付近はナデ、その上方は斜め方向のパケによる

調整が行われている。50は、底部から胴部にかけて内湾ぎみに立ち上がる。外面は縦方向のパケ、

内面はナデによって調整されている。このように、外面が縦方向のパケによって調整される土器は出

雲地域では珍しい。51は、底部から胴部にかけて外反ぎみに立ち上がる。外面はやや幅の広い縦方

向のミガキ、内面底部付近はナデ、その上方は斜め方向のパケによる調整が行われている。52は、

外面は縦方向のミガキ、内面は斜め方向のパケによって調整されている。53は、底部から胴部にか

けて内湾ぎみに立ち上がる。外面底部付近は横方向の細かいパケ、その上方は丁寧な横方向のミガキ、

内面も丁寧な横方向のミガキによる調整が行われている。なお、外面の一部にはススが付着している。

54は、底部から胴部にかけて内湾ぎみに立ち上がる。外面は縦e横方向のミガキ、内面は丁寧な横

方向のミガキによる調整が行われている。また、底部もミガキによって調整されている。53e54の

ように横方向のミガキによって調整される土器は、SDO3e SDO4e SD09からも数点出土し

ているが、松本編年Ⅱ様式の系統を引くやや古い様相を示すものであろう。

以上のような壷あるいは嚢の底部は、その特徴からおおよそ松本編年Ⅲ－1～2様式に相当する資

料と考えられ、弥生時代中期中葉のものであろう。このうち、53。54については、前述したように

やや古い様相を示すものであろう。

第59図－55は、壷あるいは嚢の底部であるが、底径3．3cmと小さいものである。底部外面は板
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目（あるいはパケ）による調整が行われている。底径が小さく、胴部が張り出すという特徴から、松

本編年V様式に相当する資料と考えられ、弥生時代後期のものであろう。

56e57は、弥生土器の鉢であろうか。56は、口緑部が肥厚して口緑端部は内外に水平方向に突

出している。外面には刻目文を施した三角形文帯を貼付け、その下方はナデ、内面は丁寧な斜め方向

のミガキによる調整が行われている。57は、やや外傾して立ち上がる口緑部をもち、口緑端部はほ

ぼ平坦におさめている。外面は縦方向のパケ、内面はナデによって調整されている。

以上のような鉢は、57がやや古い様相を示すものの、松本編年Ⅲ－1～2様式の範噂に入る資料

と考えられ、弥生時代中期中葉のものであろう。

58は、弥生土器高杯の脚部である。脚端部は肥厚して内外にわずかに拡張し、平坦面を作り出し

ている。裾部は内外面ともにナデによる調整が行われている。弥生時代中期中葉頃のものであろう。

第59図－59～66は、複合目線をもつ古式土師器の嚢である。59は、目線端部をわずかに外方に

折り曲げて平坦面を作り、複合日経の稜は水平方向に向いている。目線部は内外面ナデ、頸部下の外

面は横方向のパケ、内面はケズリによって調整されている。60は、目線端部を外方に折り曲げてい

るが平坦面を作らず、丸みを帯びておさめ、複合口緑の稜は水平方向に鋭く突出している。このよう

な形態をもつものには、64～66がある。61は、口緑端部は折り曲げていないがほぼ平面におさめ

ている。62e63は、口緑端部を外方に折り曲げて口緑端部に平坦面を作っている。

以上のような嚢は、その特徴から、59。62・63については草田編年7期に相当する資料と考え

られ、古墳時代前期初頭のものであろう。また、60e61e64～66は草田編年6期に相当する資料

と考えられ、弥生時代終末期から古墳時代前期初頭にかけてのものであろう。

67～69は古式土師器の器台である。67は、筒部から受部にかけての破片で、外面はナデ、内面

は横方向のミガキによる調整が行われ、筒部の稜は水平方向に鋭く突出している。68は、脚部から

筒部にかけての破片で、脚端部を上方に折り曲げている。外面はナデ、内面はケズリによる調整が行

われ、筒部の稜は水平方向に突出するがやや鋭さを欠く。69は受部の破片で、外面はナデ、内面は

縦方向のミガキによる調整が行われている。

以上のような器台については時期的な判断は難しいが、他の古式土師器の形態的特徴から考えると

草田編年5～7期に相当する資料と考えられる。

70は、土師器の嚢である。口緑部は鋭く外方に屈折し、目線端部は丸くおさめている。口緑部外

面はナデ、内面はナデと一部にパケによる調整が行われ、頸部下の外面は縦方向のパケ、内面はケズ

リによる調整が行われている。古墳時代後期以降の遺物であろう。

71。72は須恵器の杯身である。71は、口綾部は鋭く内傾し、外面上方は回転ナデ、下方はケズ
（2カ

リ、内面は回転ナデにより調整されている。高広編年IB～ⅢA期頃にかけての資料と考えられ、6

世紀末から7世紀前葉にかけてのものであろう。72は、目線部は内傾して長く伸び、内外面は回転

ナデによって調整されている。71よりやや古めの特徴をもつもので、高広編年IA～IB期、6世

紀後葉から7世紀初頭にかけてのものであろう。

73～75は杯蓋である。73は、口緑部にはかえりがなく、短く直立するもので、内外面ともに回

転ナデによる調整が行われている。74e75は器高が低く、口緑端部は屈曲して短く直立するもので
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ある。いずれも高広編年ⅢB期以降に相当する資料で、7世紀末～8世紀代のものであろう。

第60図－76～80は、須恵器杯である。76は、底部から口緑部にかけてほぼ直線的に立ち上がる。

内外面とも回転ナデによって調整され、底部は回転糸切りにより切り離されている。形態的には77

もほぼ同様であり、8世紀中葉以降に出現する器形である。78は、高台をもつ杯である。高台部は

短く直立し、断面は四角形を呈している。79は、杯のロ緑部から体部にかけての破片で、内湾しな

がら立ち上がり、内外面とも回転ナデによる調整が行われている。80は、高台をもつ杯で、高台部

は短く直立し、断面は四角形を呈している。79は8世紀中頃、78e80は8世紀末以降のものであ

ろうか。

81～86は土師器の杯である。81は、底径5．8cm、口径13。3cm、器高5．5cmを測り、底部から

口緑部にかけて逆「ハ」の字状に直線的に立ち上がる。内外面は回転ナデによって調整され、底部は

回転糸切りにより切り離されている。10世紀前後のものであろう。82e86は、底部が静止糸切り

後、ナデによって糸切り痕を消している。83は、底部に回転糸切りの痕跡が2度ある。84e85は

内外面とも回転ナデ、底部は回転糸切りにより切り離されている。82・86は奈良時代、84e85は

平安時代以降のものであろう。

87～89は、土師器の小皿である。87e88は内外面とも回転ナデによる調整が行われ、底部は回

転糸切りにより切り離されている。89は、底部がへラ切りによって雑に切り離されている。土師器

小皿は11世紀後半以降に出現する器形であることから、それ以降のものであろう。

91～93は、土師器高杯であり、内外面ともに朱塗りされるものである。91は、杯部が直立ぎみ

に立ち上がり、口緑端部は丸くおさめている。外面上方はナデ、下方はケズー上　内面はナデによる調

整が行われている。また、内外面の朱は、一般的にみられる朱と異なり、暗赤褐色を呈している。成

分の違いであろうが、このような朱は、出雲地方の山間部でよくみられるものである。92は、杯部

が内湾して立ち上がり、口緑端部は丸くおさめている。外面はナデと下方の一部にはパケ、内面はナ

デによって調整され、内面には暗文が施されている。93は、杯部が内湾して立ち上がり、口緑端部

は内傾して平坦面を作り出している。外面上方はナデ、下方はケズ生　内面はナデによる調整が行わ

れ、暗文が施されている。以上のような高杯は、古墳時代後期から奈良時代にかけてのものであろう。

94～96は、石器である。94は、ほぼ完形の砥石であり、三両に使用痕が残っている。石材には

安山岩を用いている。95は、両端が欠損しており、用途は不明であるが、二面に使用痕が残ってい

る。砥石として使用された可能性もあろう。石材には桂質頁岩を用いている。96は、扇平片刃石斧

である。刃部が欠損しているが、全面を磨いている。石材には桂質頁岩を用いている。94。95につ

いては時期は不明であるが、96は弥生時代のものであろう。
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Ⅴ◎　総

』　遺構

用　弥生時代中期中葉頃の遺構

弥生時代中期中葉頃に築かれた遺構は、溝状遺構9条（SDO3・04．07～09・11・12）

を検出している。平面形態はSD12が途中で分岐し、やや蛇行しているが、その他の溝状遺構は全

てが直線状のものである。また、SDO7以外は東南東から西北西に伸びるもの（SDO3・04。

08e O9011・12）であることが特徴である。深さは0．1～0。2mと浅いものがSDO7e O8e

ll、0．5m程度のものがSDO3・04e12、それ以上、深さ1．0mのものがSD09である。

また、溝の幅が、：上Om以下のものはSDO7・11、1．0～1．5m程度のものがSDO8、それ

以上の大規模なものがSDO3・04・09・12であり、SD09に至っては溝幅5。52mを測る

非常に大規模なものである。

これらの溝状遺構は複雑な切合関係を有しているが、相互の関係を整理して示すと次のようになる。

S D O3

S D O4

S D12　－－－－－－→S D O8　－－－－→S D O7

S D O9　－…－……－…………

S Dll

㊨
S D O3

S D O9

このうち、弥生時代中期中葉頃の遺物のみが出土している遺構は、SDO4・07・08ell・

12で、切合関係から、SD12が最も古い遺構であることが明らかである。しかし、SDO3・09

については、弥生時代中期中葉頃の遺物が圧倒的に多いが、中には弥生時代終末期から古墳時代前期

初頭にかけての遺物が混入していることから、注意が必要である。覆土には、掘り直しと考えられる

ような箇所は認められない。また、古式土師器は底面直上からも検出されており、弥生時代後期と考

えられる遺物はほとんど含まない。このことからSDO3・09は、弥生時代中期中葉頃に築かれた

溝が、後期にはほとんど機能しなくなり、弥生時代終末期に再び同じ箇所を掘り返して利用された可

能性が強い。
（1）

また、SD09については、第7次発掘調査A区で検出された大溝1（第61図）と遺構の規模・方

向がほぼ一致する。太溝1からは、弥生時代中期中葉頃の遺物のみが検出されていることから、当該

期の遺構と解されている。しかし、調査範囲も狭小であり、上面が他の遺構によって切られているた

めに時期的判断はし難く、SD09と同一の溝である可能性が指摘できる。

これら溝状遺構の性格については、水路・区画を示すものなどいくつかの可能性が考えられるが、

調査範囲も狭く、その様相を据えることは困難である。しかし、SDO3・04e09については、

溝の規模や時期から考えても第7次発掘調査で検出されたような集落を囲擁する環濠として機能して

いた可能性もある。なお、第7次発掘調査時にもそうであったように、溝の方向が、ほぼ同一方向に

伸びる傾向にあることは、今後も注視していく必要がある。
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綾　弥生時代終末期から畜場時代前期初頭にかけ晋の遺構

当該期の遺構は、前述したSD03。09を含めると、溝状遺構3条（SDO3　e O9・10）、

落ち込み状遺構3（SXO4e O5e O6）を検出している。それぞれの遺構が複雑な切合関係を有

しているが、相互関係を整理して示すと次のようになる。

㊥
S D O3

S D O9

S X O4 ＝コ→

㊨

S Dl O　　　　　か　S X O5

日？

S X O6

出土遺物は総じて少ないが、この中でもっとも新しい時期の遺構であるSX05からは、古墳時代

前期初頭の遺物が検出されており、他の遺構はこれよりも古い遺構であることが明らかである。しか

し、SD09は弥生時代終末期に再び掘り直されたと考えられることから、これらの遺構が機能して

いたのは比較的短期間であったと思われる。

大藩1

1．灰黄色砂貿土　　　　　　　　4．時貞灰色砂質土　　　　　　　　7．灰顔色砂

2．暗封褐色土　　　　　　　　　5．暗貞灰色砂　　　　　　　　　　8．黄褐色粘賀土

3．明黄褐色砂　　　　　　　　　6．黄灰色砂　　　　　　　　　　　9．灰頚色砂

第61回　第7次調査大構1実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m
l l　－　．l　＿ト＿＿＿　∴＿…－＿＿－I
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なお、これらの遺構の性格については、調査範囲も狭いうえ、新しい時期の遺構によって切られて

いる部分が大きく、判断し難い。

（射　薗代から申優にか紺竃の遺構

この時期に築かれ皐遺構には、溝状遺構1条（SDO6）、土坑状遺構5（SKO2～SKO6主

ピット状遺構9（Pl～P9）を検出している。

これらのうち、平安時代末期頃に築かれたと考えられる遺構には、SKO3～SKO6e P4～P9

がある。特にSKO4e SK06からは多くの遺物が検出されているうえ、白磁も共伴していること

から、良好な資料となっている。時期的には、11世紀後半から12世紀代にかけての遺構であろう。

また、切合関係からやや新しい時期に築かれた遺構には、SKO2e SXO2e O3e Pl～P3が

ある。これらの遺構は、上部が削平されているために残存状況が悪く遺物も認められないが、少なく

とも12世紀後半以降に築かれた遺構である。

遺構の性格については、SKO3　e04。05。06は最深部は灰白色粗砂層に達し、かなりの湧

水があることから考えても井戸として利用されていたと考えられる。このうちSK03の下層には木

片が認められ、SK06からほ側板e杭が検出されていることから、木枠組みの井戸であったと考えら

れる。SK04。05については、素掘りの井戸であったようで、木片などは確認されていない。な

お、SKO4e06は大量の遺物が出土していることから、井戸を廃棄する際に、土器を投げ入れて

祭祀を行った可能性が指摘される。

その他の遺構の性格については、上部が削平されていることや調査範囲が狭いことから判断し難い。

なお、ピット状遺構については、建物跡と想定できるような配置は認められない。

之．．埴恒

（り　弥生時代の遺物

弥生時代の出土遺物は調査を通して最も多く、器種には壷e嚢e鉢e高杯e蓋などがある。時期的
（2）

には松本編年Ⅲ－1～2様式に相当するものがほとんどであるが、中にはⅥ－1様式e V様式に相当

するものも若干認められている。

壷には、口緑部が大きく朝顔状に開き、目線端部が拡張して目線拡張部から内面にかけて文様を施

す例が圧倒的に多い。中でもクシ状工具によって斜格子文を施すものの割合が多く、これらは「天神

式」と呼べるものであろう。特異なものとしては、第49図－16のように目線部が水平方向に突出し、

口緑端部を丸くおさめているものがある。瀬戸内◎北部九州地方の影響を受けたものであろう。

嚢は、口綾部が外方に「く」の字状に屈折し、日録端部に平坦面をもつものと丸くおさめるものが

多く、頸部下外面は縦方向のパケ、内面は斜め方向のパケによって調整されるものがほとんどである。

特異なものとしては、口緑部外面が丁寧なミガキによって調整される第49図－18などがある。

壷あるいは嚢の底部から胴部にかけての破片には、この時期のものとしてはやや特異なものが数点

出土している。この時期のものは、外面は縦方向のミガキ、内面はナデ、またはパケによって調整が

行われるのが一般的である。しかし、内面が横方向のミガキによって調整される（第30図－1など）
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もの、外面が横方向のミガキによって調整される（第45図－7）もの、内外面とも横方向のミガキ

によって調整される（第58図－53など）ものが検出されている。これらの土器は、Ⅱ－1様式の系

譜を引く、やや古い様相を示すものではないだろうか。

鉢e高杯にもやや異なる形態的特徴をもつものがある。在地的な手法の特徴で、一般的なもののバ

リエーションの中で考えられるものである。

弥生時代の石器も数点出土しており、砥石や扇平片刃石斧などが出土している。中でも、第41図一

47は朱の痕跡のようなものが認められ、注目すべき遺物である。

（幻　弥生時代終末期から音域時代前期初頭にかけでの遺物

この時期の遺物は量的には少ないが、器種には嚢e高杯・低脚杯e器台などがある。時期的には草
（3）

田編年5期～7期に相当する資料である。

このうち、嚢には布留式傾向の特徴をもつもの（第52図－75～78）が数点出土している。これ

らは、出雲地域の胎土とほとんど同じであることから、畿内の嚢を模倣して作られたものと考えられ

る。他の器種は出雲地域の特徴をもつものであり、一般的な調整により作られているものである。

（コ）古代かき）中世に刑†て嘩喜市

この時期の遺物は、SKO4e06など遺構内からの出土量が多く、そのうち、土師器杯が大部分

を占めている。器種としては、土師器杯のほか、足高高台付杯・台付杯e小皿e嚢・須恵器壷e白磁

碗がある。

足高高台付の杯e小皿は、11世紀後半以降に出現する器形であるとともに、11華摘己後半から12

華摘己代にかけての口緑部に玉線状の突帯が付く白磁が出土していることから、この時期の土師器の編

年を考えるうえで、貴重な資料である。

また、土師器嚢の中には外面がタタキ、内面が強いケズリによって調整される出雲地域では珍しい

ものも出土しており、注意すべき資料である。

凱　ああ相に

今回の発掘調査では範囲が極めて限定されていたこともあり、遺構の性格を十分に把握することが

できなかった。しかし、周辺には大規模な溝状遺構が多数存在することが明らかであり、その中には、

環濠として機能していた可能性があるものがある。天神遺跡の周辺は早くから宅地化が進み、立錐の

すきまもないほどであるが、今後調査する機会があれば、遺跡の実態を明らかにし、郷土の財産とし

て後世に伝えていくことが望まれる。

註

（1）「天神遺跡第7次発掘調査報告書」出雲市教育委員会（1997年）

（2）「弥生土器の様式と編年　山陰・山陽編」正岡勝夫e松本岩雄編　木耳社（1992年）

（3）「南講武草田遺跡」鹿島町教育委員会（1992年）



出藍遺物観察衷　¢堂器∋

挿図番号 出土地点 器　 種

法　　 量 （cm）

形態 ◎手法の特徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　　 考
口径 底径 器高

13－ 1 B 3G r
S K O3

土師器
塔

5．8 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切 り

淡黄褐色 普通

血大の褐色蝋 e
石英を含む

普通

－　2 B 3G r
S K O3
（下層）

土師器

塔

4．0 外／回転ナデ

内／回転ナデ
底／回転糸切 り

淡黄褐色 普通

石 英 を多
く含む

良好

－　3 B 3G r 土師器 5．9 外／回転ナデ 外／淡橙褐色 密 普通

SK O3
（下層）

杯 内／回転ナデ
底／回転糸切 り

内／橙褐色
断／褐色

石 英 ◎雲
母を含む

－　4 B 3G r
S K O3
（下層）

土師器
塔

4．2 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切 り

淡橙褐色 普通
石 英 を多

く含む

良好

16－ 1 B 4G r
S K O4

土師器
塔

6．2 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切 り

淡褐色 密

石英e雲母e金
雲母を含む

良好

－　2 B 4G r
S K O4
（中層～下層）

土師器
杯

4．7 外／回転ナデ

内／回転ナデ
底／回転糸切 り

淡橙褐色 密

石 英 を多
く含む

良好

－　3 B 4G r
S K O4

土師器
杯

15．7 6．0 4．1 外／回転ナデ

内／回転ナデ
底／回転糸切 り

褐色 普通

1壷肝の白桃 e
石英e雲母を含む

良好

－　4 B 4G r
S K O4
（中層～下層）

土師器
杯

6．0 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切 り

暗褐色 普通
血大の白色械 e
石英6雲母を含む

やや不良

－　5 B 4G r
S K O4

土師器
杯

5．4 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切 り

淡橙褐色 普通
1血痕の白色蝿e
石英を含む

普通

－　6 B 4G r
S K O4

土師器
塔

14．0 5．8 4．6 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切 り

橙褐色 やや粗い

1m大の白色純 ・
石英を含む

やや不良 外面スス付着

－　7 B 4G r
S K O4

土師器
塔

6．4 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切 り

橙褐色 密

1m肝の白桃 。
石英を含む

良好

－　8 B 4G r 土師器 6．2 外／回転ナデ 外／黒褐色 密 良好

SK O4 塔 内／回転ナデ
底／回転糸切 り

内／赤褐色
断／黒褐色

1m肝の白醜 。

石英e雲母を含む

－　9 B 4G r 土師器 6．2 外／回転ナデ 暗褐色 密 普通
SK O4
（中層～下層）

塀 内／回転ナデ

底／回転糸切り

（一部橙褐色）1皿肝の自醜 e
石英e雲母を含む

－10 B 4G r
S K O4

土師器
塔

15．6 外／回転ナデ
内／回転ナデ

黒褐色 密
石 英 ◎雲
母を含む

普通

－11 B 4G r 土師器 7．2 4．0 1．35 外／回転ナデ 内／暗褐色 やや粗い やや不良 内外面 にスス付
SK O4 小皿 内／回転ナデ

底／回転糸切り
外／暗褐色
断／橙褐色

血大の白桃 e
石英を含む

着
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挿図番号 出土地点 器　 種

法　　 量 （cm）・

形態 ◎手法の特徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　　 考
口径 底径 器高

16－12 B 4G r
SK O4

土師器
小皿

7．4 3．8 2．0 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切り

橙褐色 やや粗い

1m皿大の白色槻・
石英e雲母を含む

普通

－13 B 4G r
SK O4
（中層～下層）

土師器
小皿

7．6 4．0 1．8 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切り

淡灰褐色 普通
石英を含む

良好

－14 B 4G r
SK O4

土師器

足高高台付
杯

8．0 外／回転ナデ
内／回転ナデ

褐色 普通

1Ⅲ大の白色槻◎
石英e雲母を含む

良好 外面スス付着

－15 B 4G r
SK O4

土師器
台付
塔

3．8 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切り

黄橙色 密

1m肝の白観 の
石英e雲母を含む

普通

－16 B 4G r
SK O4

白磁
碗

19．7 外／ナデ
内／ナデ

乳白色 密 良好

19－ 1 A 4G r
SK O5

土師器
塔

4．0 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切り

橙褐色 密

1皿肝の白色蝋・
石英を含む

良好

－　2 A 4G r
SK O5
（中層）

土師器
杯

4．0 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切り

橙褐色 密
石英を含む

良好

－　3 A 4G r
SK O5

土師器
輝

5．3 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切り

黄褐色 密
石英を含む

普通

－　4 A 5G r
SK O5

土師器
杯

4．8 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切り

淡褐色 密
石英を含む

良好

－　5 A 5G r 土師器 2上8 外／回転ナデ 外／橙褐色 密 料好 ロ縁部にスス付
SK O5 塔 内／回転ナデ 内／暗褐色

断／橙褐色
石英を含む 着

－　6 A 4G r
SK O5

土師器
小皿

8．6 外／回転ナデ
内／回転ナデ

淡褐色 密
石英を多く
含む

良好

－　7 A 4G r
SK O5

土師器
小皿

8．8 3．9 1．95 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切り

黄橙色 密
石英を含む

良好

22－ 1 A 3G r
SK O6

土師器
輝

14．8 6．2 4．75 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切り

外／褐色
内／橙褐色
断／褐色

密
血以下の白桃 ・
石英e金雲母を含む

良好 回転水引き痕明
瞭に残る

－　2 A 3G r

SK O6

土師器
塔

16．0 外／回転ナデ
内／回転ナデ

橙褐色 普通
1脛以下の白観 0
石英e雲母を含む

普通 回転水引き痕残

る

－　3 A 3G r
SK O6
（下層）

土師器
塔

5．2 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切り

淡黄褐色 密
石英の金雲母を多
く含む

良好
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挿図番号 出土地点 器　 種

法　　 量 （cm）

形態⑳手法の特徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　　 考

口径 底径 器高

22－　4 B 3G r 土師器 6．0 外／回転ナデ 橙褐色 密 良好 底部に厚みがあ

SK O6 輝 内／回転ナデ
底／回転糸切り

1m大の白色蝿 ・

石英¢雲母を含む
る

－　5 B 3G r
SK O6

土師器
塔

5．4 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切り

橙褐色 密

1Ⅲ肝の白醜 6
石英e雲母を含む

良好

－　6 B3G r 土師器 7．4 外／回転ナデ 外／黒褐色 普通 良好

SK O6 塔 内／回転ナデ
底／回転糸切り

内／褐色
断／褐色

1皿肝の白色蝿・
石英を含む

－　7 B 4G r
SK O6
（中層）

土師器
輝

5．2 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切り

檀褐色 密
石英・金雲母を
含む

良好

－　8 B 3G r
SK O6

土師器
塔

4．3 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切り

淡褐色 密
石英を含む

良好

－　9 B 3G r 土師器 6．8 外／回転ナデ 外／褐色 普通 普通

SK O6 塔 内／回転ナデ
底／回転糸切り

内／橙褐色
断／橙褐色

褐色粒子e石英を
含む

－10 A 3G r
SK O6
（下層）

土師器
輝

5．8 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切り

黄橙色 密

石英 e 雲
母を含む

良好

－11 B 3G r 土師器 6．0 外／回転ナデ 外／灰褐色 普通 普通
SK O6
（下層）

塀 内／回転ナデ
底／回転糸切り

内／褐色
断／淡褐色

石英を含む

⊥12 B 3G r
SK O6
（下層）

土師器
塔

5．4 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切り

橙褐色 やや粗い
1皿肝の白色蝿・
石英6雲母を含む

良好

－13 B 3G r 土師器 5．4 外／回転ナデ 淡褐色 密 良好 回転水引き痕明

SK O6
（下層）

杯 内／回転ナデ
底／回転糸切り

石英を含む 瞭に残る

－14 B 3G r

SK O6

土師器
塔

5．0 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切り

橙褐色 密
1皿大の白色蝿 ・
石掛雲母を含む

良好

－15 B 4G r 土師器 5．2 外／回転ナデ 橙褐色 密 良好 底部にへラ状工

SK O6 輝 内／回転ナデ
底／回転糸切り

石英 ⑳雲
母を含む

具による調整痕
あり

－16 A 4G r
SK O6

土師器
杯

7．2 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切り

淡黄褐色 密
石英 e金雲
母を含む

普通

－17 B 3G r
SK O6

土師器
塔

12．2 外／回転ナデ
内／回転ナデ

橙褐色 普通
1m以下の白醜 e
石英e雲母を含む

普通

－18 B 3G r
SK O6

土師器
塔

14．0 外／回転ナデ
内／回転ナデ

橙褐色 密
1脳以下の白醜 e
石英を含む

良好
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挿図番号 出土地点 器　 撃

法　　 量 （cm）

形態 ◎手法の特徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　　 考
口径 底径 器高

22－19 A 3G r
SK O6

土師器
塔

15．6 外／回転ナデ
内／回転ナデ

淡橙褐色 密

1m肝の白醜 e
石英。雲母を含む

普通

－20 A 3G r 土師器 15．0 外／回転ナデ 外／褐色 密 良好
SK O6 塔 内／回転ナデ 内／橙褐色

断／橙褐色
1m肝の白色蝿匂
石英。雲母を含む

－21 B 4G r 土師器 5．9 外／回転ナデ？ 暗褐色 密 良好 須恵器のような
SK O6
（中層）

塔 内／回転ナデ？
底／回転糸切り？

（一部橙褐色）1壷肝の自醜 。
石英を含む

焼成

23－22 B 3G r 土師器 8．0 4．6 2．1 外／回転ナデ 橙褐色 密 良好 外面口縁部にス
SK O6 小皿 内／回転ナデ

底／回転糸切り
石英e金雲母を
含む

ス付着

－23 A 4G r
SK O6
（下層）

土師器
小皿

7．4 4．0 1．75 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切り

橙褐色 普通 良好

－24 A 3G r
SK O6
（上層）

土師器
小皿

9．3 5．6 2．15 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切り

淡褐色 密

1犯以下の白色砂断
褐鱗子。石英e金
雲母を含む

普通

－25 A 3G r
SK O6
（下層）

土師器
小皿

10．3 5．0 1．95 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切り

淡褐色 密
石英を含む

良好

－26 B 4G r
SK O6

土師器
小皿

8．2 4．4 2．4 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切り

褐色 密
石英を含む

良好

－27 B 3G r
SK O6

土師器
小皿

8．9 4．8 2．0 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切り

橙褐色 やや粗い

1皿以下の白醜 e
石英。雲母を含む

普通

－28 B 3G r
SK O6

土師器
台付

杯

4．8 外／回転ナデ
内／不明
底／回転糸切り

淡褐色 密
石英を含む

良好

－29 B4G r
SK O6
（下層）

土師器
足高高台付
杯

4．6 外／回転ナデ
内／回転ナデ

淡橙褐色 密

1Ⅲ辺以下の自醜 e
石英を含む

良好

－30 B 5G r 土師器 7．6 外／回転ナデ 外／褐色 密 良好 塔部内面に黒褐
SK O6 足高高台付

杯
内／回転ナデ 内／褐色

断／橙褐色
1並以下の白桃 e

石英e雲母を含む

色の付着物あり

－31 A 3G r
SK O6
（上層）

土師器
足高高台付
塔

9．5 外／回転ナデ
内／回転ナデ

淡褐色 密

褐色粒子。石英e
金雲母を含む

良好

－32 A 3G r
SK O6

土師器
足高高台付
塔

5．5 外／回転ナデ
内／回転ナデ

淡褐色 密
石英を含む

良好

－33 A 3G r 土師器 口綾部内外面ナデ 外／黒褐色 密 良好 搬入品の可能性
SK O6 嚢 頸部下　 外／不明

内／ケズリ
内／橙褐色
断／褐色

1m肝の白桃 e
石英を含む

あり
外面スス付着
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挿図番号 出土地点 器　 種

法　　 量 （皿）

形態◎手法の特徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　　 考
口径 底径 器高

23－34 A 4G r 土師器 25．5 口線部内外面ナデ 外／黒褐色 普通 良好 搬入品の可能性
SK O6 賓 頸部下　 外／タタキ

内／ケズリ
内／橙褐色
断／褐色

1m以下の白観 e
石英を含む

あり
外面スス付着

－35 A 4G r 土師器 外／タタキ 外／黒褐色 普通 良好 搬入品の可能性
SK O6
（中層）

肇 内／ケズリ 内／橙褐色
断／黒褐色

1m以下の白桃 。
石英を含む

あり
外面スス付着

－36 B 3G r 土師器 23．4 日録部内外面ナデ 外／黒褐色 やや粗い 良好 搬入品の可能性
SK O6 嚢 頸部下　 外／タタキ 内／褐色 1皿肝の白桃 ・ あり
（下層） 内／ケズリ 断／褐色 石英を含む 外面スス付着

－37 A 3G r
SK O6
（上層）

土師器
高塀

14．0 杯部内外面ナデ
脚部付近外面一部パケ

橙褐色 密

1m以下の白色槻e
石英。雲母を含む

普通 内外面朱塗り

－38 A 3G r
SK O6

土師器
蛮

21．6 口縁部　外／ナデ
内／ナデ、一部パケ

頸部下　外／ナデ
内／ケズリ

黒褐色 密
1mⅢ以下の白色砂断
石英。雲母を含む

良好

－39 A 4G r

SK O6

須恵器

・＝量＝・宝E

6．6 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切り

黒褐色 密 良好 内面底部に自然
粕がかかる

－40 B 3G r 白磁 外／ナデ 淡緑灰色 密 良好 口綾部に玉縁が
SK O6 碗 内／ナデ 1皿以下の黒灰鱗子

を含む
つく

25－ 1 B 5G r
SX O5

古式土師器
嚢

15．4 口綾部内外面ナデ
頸部下外／直線文、斜め方向パケ

内／ケズリ

黄由色 密
石英e雲母e金

雲母を含む

普通 外面スス付着

31－ 1 南側溝 弥生土器 8．6 外／縦方向ミガキ 外／褐色 密

1皿以下の白色槻e

良好 外面胴部にスス付着
土器群1 壷or聾 内／底部付近横方向ミガキ、斜内／淡黄褐色 内面胴部に指頭圧痕
（SD O3） め方向パケ 断／褐色 石英を含む 残る

32－　2 A IG r 弥生土器 27．4 内外面ナデ 外／褐色 やや粗い 普通 日録端部上下に
SD O3 ・土宝E 口縁端部の両端に刻目

文
内／黄褐色
断／褐色

1Ⅲ以下の白色純。

石英。金雲母を含む
わずかに拡張す
る

－　3 A IG r 弥生土器 17．2 口線部内外面ナデ 外／褐色 普通 良好 口縁端部上下に
SD O3 ・＝ヒ・宝E 頸部　 外／縦方向パケ

内／斜め方向パケ
口縁端部に斜格子文

内／黄褐色
断／褐色

1皿以下の白色砂粒・
石英・雲母・金雲母
を含む

わずかに拡張す
る

－　4 B 2G r

SD O3

弥生土器

・＝土ご宣E

19．4 口縁部内外面ナデ 外／褐色
内／淡褐色
断／淡褐色

普通
石英を含む

普通 口縁端部上下に
わずかに拡張す
る

－　5 A IG r

SD O3

弥生土器

てこ圭ご宝E

16．2 口縁部内外面ナデ 外／橙褐色

内／橙褐色
断／灰褐色

密

1m以下の白色胱e
石英を含む

普通

－　6 B 3G r
SD O3

弥生土器
賓

15．8 口綾部内外面ナデ 褐色 やや粗い
1Ⅲ大の白色抽e石
英e雲母e金雲母を
含む

良好 日録端部上方に
拡張する

－　7 B 2G r
SD O3

弥生土器
恵宝E

30．0 口縁部内外面ナデ

口線端部の両端に刻目
文

褐色 やや粗い
1Ⅲ以下の白色織。
石英e金雲母を含む

良好 口縁端部上下に
拡張する
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挿図番号 出土地点 器　 種

法　　 量 （cm）

形態 ◎手法の特徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　　 考

口径 底径 器高

32－　8 A IG r 弥生土器 外／頸部貼付突帯に刻目文、外／褐色 やや粗い 良好

SD O3 ＝士ゴ宝E 肩部に直線文⑳波状文
内／ナデ

内／淡黄褐色 1m肝の自醜 e
石英を含む

－　9 A IG r 弥生土器 日録部内外面ナデ 外／褐色 密 良好 日録部内面に三

SD O3 ・＝たご宝E 口縁端部に円形浮文 ⑳
刻目文

内／黄褐色 石英 ◎雲
母を含む

角形文帯を貼付
け刻目文

－10 A IG r 弥生土器 16．6 口綾部内外面ナデ 外／淡黄褐色 やや粗い 普通

SD O3 聾 頸部下　外／縦方向パケ
内／ケズリの後、斜

め方向パケ

内／淡褐色
断／淡褐色

1朋以下の白色純。
石英・雲母・金雲母
を含む

－11 B 2G r 弥生土器 16．8 目線部内外面ナデ 淡黄褐色 やや粗い やや不良 口綾部に斜格子

SD O3 聾 頸部下　外／縦方向パケ
内／縦⑳斜め方向

にパケ

石英を含む 文

－12 A IG r
SD O3

弥生土器
聾

19．0 口綾部内外面ナデ
頸部下　外／縦方向パケ

内／ナデ

淡黄褐色 普通
石英 ◎雲
母を含む

普通

－13 B 3G r
SD O3

弥生土器
蜜

13．4 口縁部内外面ナデ
頸部下　外／ナデ

内／ナデ

褐色 やや粗い

1Ⅲ以下の白色砂粒e
石英・雲母・金雲母
を含む

良好

－14 B 3G r
SD O3

弥生土器
聾

13．2 目線部内外面ナデ

口縁端部と口縁内面に
刻目文

淡褐色 密
石英 ⑳雲
母を含む

普通

－15 B 3G r 弥生土器 18．2 ロ綾部内外面ナデ 外／褐色 密 良好

SD O3 蛮 ロ縁端部と口縁内面に
刻目文

内／淡黄褐色
断／淡褐色

石英・雲母・金
雲母を含む

－16 A IG r 弥生土器 日録部内外面ナデ 外／褐色 密 良好

SD O3 蛮 頸部下　外／縦方向パケ
内／ケズリの後、

ミガキ

内／褐色
断／灰褐色

1皿大の白色砂断
石英e雲母を含む

－17 B 2G r

SD O3

弥生土器
聾

12．8 日録部内外面ナデ
頸部下　外／縦方向パケ

内／ミガキ、斜め
方向パケ

淡褐色 密
石英 ◎雲
母を含む

普通 外面スス付着

33－18 南側溝 弥生土器 29．1 ロ綾部内外面ナデ 外／淡黄褐色 密 良好
土器群1
（SD O3）

蛮 頸部下　外／縦方向パケ
内／縦◎斜め方向

パケ

内／淡褐色
断／灰褐色

石英 ・雲
母を含む

－19 A IG r 弥生土器 29．4 口綾部内外面ナデ 外／黄褐色 密 良好

SD O3 襲 頸部下　外／縦方向パケ
内／横方向パケ

内／淡褐色
断／灰褐色

1皿以下の白色槻e
石英。雲母絡む

－20 B 2G r 弥生土器 10．4 外／縦方向ミガキ、一 外／橙褐色 やや粗い 普通

SD O3 壷or聾 部パケ
内／剥離のため不明

内／不明
断／灰褐色

石英 ◎雲

母を含む

－21 B 2G r 弥生土器 7．6 外／縦方向ミガキ 褐色 密 やや不良

SD O3 壷or寮 内／ナデ 仁瑠妹褐勧 1皿以下の白色槻・
石英8雲母。金雲母
を蝕

－22 A IG r 弥生土器 5．2 外／縦方向ミガキ 外／淡黄褐色 密 良好
SD O3 壷or聾 内／ナデ、底部付近に

指頭圧痕残る
内／灰褐色
断／淡褐色

1m大の的轍。
石英e雲母を含む

94



挿図番号 出土地点 器　 種

法　　 量 （cm）

形態 ◎手法の特徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　　 考

口径 底径 器高

33－23 B 2G r 弥生土器 9．3 外／風化著しく不明 外／淡橙色 密 不良
SD O3 壷or蜜 内／底部付近に指頭圧

痕残る
内／褐色
断／淡黄褐色

1m大の白色砂粒。
石英e雲母を含む

－24 A IG r 弥生土器 7．6 外／縦方向ミガキ 外／赤橙色 密 やや不良
SD O3 壷or聾 内／パケ、底部付近に

指頭圧痕残る
内／灰褐色
断／灰褐色

石英 ◎雲
母を含む

－25 A IG r 弥生土器 14．0 外／縦方向ミガキ 外／淡褐色 普通 普通

SD O3 壷or嚢 内／縦方向パケ 内／淡黄褐色
断／灰褐色

1m大の白色槻 e
石英e雲母e金雲
母を含む

－26 A IG r 弥生土器 5．9 外／縦方向ミガキ 外／淡褐色 やや粗い やや不良
SD O3 壷or嚢 内／ケズリ、底部付近

に指頭圧痕残る
内／灰褐色
断／褐色

1皿大の白色純 e
石英。雲母を含む

－27 A IG r 弥生土器 7．2 外／風化著しく不明 外／暗赤褐色 密 不良
SD O3 壷or賓 内／縦方向ケズリ 内／赤褐色

断／淡褐色
1皿大の白色砂粒e
石英を含む

－28 A IG r
SD O3

弥生土器
壷or賓

7．6 外／縦方向ミガキ
内／斜め方向パケ

淡褐色 やや粗い
1m肝の自醜 e
石英匂雲母を含む

やや不良

34－29 Å1G r
SD O3

弥生土器
壷or賓

10．5 外／縦方向ミガキ
内／横方向ミガキ

淡褐色 やや粗い
1m大の白色純。
石英を含む

やや不良

－30 A IG r 弥生土器 6．8 外／縦方向ミガキ 外／褐色 密 良好 外面スス付着
SD O3 壷or聾 内／横方向ミガキ◎パケ、底

部付近に指頭圧痕残る
内／淡褐色
断／灰褐色

1m以下の白桃 e
石英e雲母を含む

－31 A IG r 古式土師器 15．2 口縁部内外面ナデ 淡褐色 密 普通 口縁端部丸くお
SD O3 嚢 頸部下不明 石英 ◎雲

母を含む
さめる

－32 A IG r 古式土師器 16．2 口綾部内外面ナデ 褐色 やや粗い 良好 目線端部平坦に
SD O3 嚢 頸部下　 外／ナデ

内／ケズリ
1m大の白色砂粒。
石英e雲母を含む

作る

－33 B 3G r 古式土師器 14．0 口縁部内外面ナデ 外／淡褐色 普通 良好 口縁端部平坦に
SD O3 蛮 頸部下　 外／ナデ

内／ケズリ
内／淡黄褐色
断／淡褐色

石英 ・雲
母を含む

作る

－34 A IG r
SD O3

古式土師器
聾

12．4 口緑部内外面ナデ 外／淡黄褐色
内／黄褐色
断／淡褐色

普通
石英 ◎雲
母を含む

良好 目線端部外方に
折りまげる

－35 A IG r
SD O3

古式土師器
器台

22．8 外／ナデ
内／横方向ミガキ

淡褐色 密
石英 ◎雲
母を含む

良好 受部破片

－36 A IG r
S D O3

古式土師器
器台

17．8 外／ナデ
内／ケズリ

淡褐色 密
石英e雲母。金雲
母を含む

良好 脚部破片

－37 A IG r ミ　ニチ　ュ 5．2 3．3 3．95 外／手捏ね、脚部付近 褐色 密 普通
S D O3 ア土器 ミガキ

内／手軽ね
（一部黒褐色）石英・雲母・金雲

母を含む
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挿図番号 出土地点 器　 種

法　　 量 （cm）

形態 ◎手法の特徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　　 考

口径 底径 器高

38－ 1 A 2G r
SD O4

弥生土器

・＝士ご望

21．3 口縁部内外面ナデ
頸部　 外／縦方向パケ

内／横方向パケ

褐色 密

1m肝の白桃 。
石英。雲母を含む

良好

－　2 A IG r 弥生土器 23．0 目線部内外面ナデ 褐色 密 良好 口縁端部下垂す

SD O4 ー＝土ご宝E 頸部　 外／縦方向パケ
内／不明

石英を含む る

－　3 A IG r 弥生土器 22．8 口縁部内外面ナデ 褐色 普通 良好 口縁端部上方に

SD O4 ＝ゴこご望 口縁端部の上端に刻目
文

1Ⅲ以下の白色砂粒。
石英。雲母。金雲母
を含む

拡張する

－　4 A 2G r 弥生土器 23．0 口縁部内外面ナデ 淡褐色 やや粗い 普通 口縁端部下垂す

SD O4 ニ士ご望 ロ縁端部と目線内面に
斜格子文

1皿以下の白色砂断
石英・雲針金雲母
を含む

る

－　5 A 2G r 弥生土器 25．5 口縁部内外面ナデ 外／橙褐色 密 やや不良 目線端部下垂す

SD O4 －＝量＝・宝E 口縁端部に斜線文

口縁内面に斜格子文

内／褐色
断／灰褐色

石英 ◎雲
母を含む

る

－　6 白2G r 弥生土器 34．0 口緑部内外面ナデ 外／褐色 普通 やや不良 口縁端部下垂す

SD O4 二土ご宝E 口縁端部に斜格子文

口縁内面に斜格子文e刺突列点文

内／淡黄褐色
断／灰褐色

1m大の白色砂酎
石英。雲母を含む

る
外面に指頭圧痕
残る

－　7 A 2G r 弥生土器 29．0 口綾部内外面ナデ 淡黄褐色 やや粗い 普通 ロ縁端部下垂す

SD O4 ここ土ご互巨 口縁内面に指頭圧痕文
帯貼付ける

石英 ・雲
母を含む

る

－　8 SD O4 弥生土器

＝士ご宣E

33．6 ロ姉内外面げ

口縁姉に斜線文・上端に刻目文
ロ縁内面に斜格子文・三角形文帯に刻眼

黄褐色 普通
石英を含む

やや不良 頚部外面縦方向

パケ

39－　9 SD O4 弥生土器 19．4 口綾部内外面ナデ 外／黄褐色 やや粗い 普通 口縁端部上方に
＝こ土ご宝E 頸部外／縦方向パケ

内／ナデ、指頭圧痕残る
内／淡黄褐色
断／淡褐色

1m肝の白色轍。
石英・雲母を含む

拡張する

－10 A 2G r 弥生土器 目線端部に円形浮文 外／赤褐色 密 普通 口縁端部下垂す

SD O4 ・＝ヒ宝E 貝殻による刺突文
外／縦方向パケ
内／横方向ミガキ

内／橙褐色
断／褐色

石英 ・雲
母を含む

る

－11 A IG r
SD O4

弥生土器

＝士ご宝E

外／頚部に指頭圧痕文
帯貼付ける、縦方向

パケ
内／ナデ

褐色 普通
石英。雲針金雲
母を含む

普通 頚部破片

－12 S D O4 弥生土器

ニ量ご宝E

外／頚部に2剋法上の三角
形文帯貼付ける、縦方向

パケ
内／斜め方向パケ

外／黄褐色
内／褐色
断／褐色

普通

1皿大の白色砂粒・
石英。雲母を含む

普通 頚部破片

－13 A IG r 弥生土器 24．8 口縁部内外面ナデ 淡褐色 密 良好 口縁端部に刻目

S D O4 聾 頸部下　外／縦方向パケ
内／斜め方向パケ

石英 ◎雲

母を含む

文

－14 A IG r
SD O4

弥生土器
蛮

20．0 日録部内外面ナデ
頸部下　外／斜め方向パケ

内／斜め方向パケ

褐色 普通
石英を含む

良好

－15 B 2G r
SD O4

弥生土器
嚢

26．2 日録部内外面ナデ
頸部下　外／縦方向パケ

内／縦方向パケ

橙褐色 密
石英 ・雲
母を含む

良好
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挿図番号 出土地点 器　 種

法　　 量 （cm）

形態◎手法の特徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　　 考

口径 底径 器高

39－16 A IG r 弥生土器 20．0 目線部内外面ナデ 灰褐色 密 良好 口縁端部上方に

SD O4 聾 頸部下　外／縦方向パケ
内／斜め方向パケ

1皿以下の白色砂断

石英e雲針金雲母
を含む

やや拡張する

－17 A 2G r
SD O4

弥生土器
賓

29．3 口線部内外面ナデ
頸部下　外／縦方向パケ

内／斜め方向パケ

淡褐色 普通

石英e金雲母を含
む

良好

－18 A IG r 弥生土器 17．5 ロ綾部内外面ナデ 外／褐色 密 やや不良
SD O4 聾 頸部下　外／縦方向パケ

内／ナデ
内／淡褐色
断／褐色

石英◎金雲母を含
む

－19 A 2G r 弥生土器 22．4 日録部内外面ナデ 外／橙褐色 密 良好 口縁端部上方に
SI〕04 嚢 頸部下　外／縦方向パケ

内／斜め方向パケ
内／褐色
断／灰褐色

1m以下の白桃 ¢
石英6雲母を含む

やや拡張する

－20 A IG r 弥生土器 15．0 目線部内外面ナデ 外／橙色 密 普通 口縁端部上方に
SD O4 聾 頸部下　 外／ナデ

内／ナデ
内／橙褐色
外／橙色

1犯以下の白色槻 e
石英e雲断金雲母
を含む

やや拡張する

－21 A IG r
S D O4

弥生土器
聾

23．1 日録部内外面ナデ
頸部下　外／縦方向パケ

内／縦⑳斜め方向

パケ

淡褐色 密
石英・雲母・金雲
母を含む

良好

－22 A IG r
S D O4

弥生土器
賓

口綾部内外面ナデ 淡褐色 密
1皿m以下の白色蝿・
石英・雲母・金雲母
を含む

良好

40－23 A 2G r 弥生土器 22．2 日録部内外面ナデ 外／褐色 普通 良好 外面スス付着
S D O4 饗 頸部下　 外／ナデ

内／斜め方向
ハケ

内／淡褐色
断／灰褐色

1皿以下の白色抽8
石英e雲母を含む

－24 A IG r
S D O4

弥生土器
聾

16．6 日経部内外面ナデ
頸部下　外／縦方向パケ

内／ミガキ？

淡褐色 普通
石英e雲断金雲
母を含む

普通

－25 A 2G r 弥生土器 18．6 日録部内外面ナデ 外／褐色 普通 良好 外面スス付着
SD O4 聾 頸部下　外／斜め方向パケ

内／斜め方向パケ
内／淡褐色
断／灰褐色

1m大の白色砂粒e
石掛金雲母を含む

－26 SD O4 弥生土器
蛮

14．6 日録部内外面ナデ
頸部下／不明

橙褐色 普通
1m肝の白醜 8
石英e雲母を含む

やや不良

－27 A 2G r 弥生土器 口縁部内外面ナデ 外／淡橙褐色 密 普通
SD O4 賓 頸部下　外／縦方向パケ

内／斜め方向パケ
内／淡褐色
断／灰褐色

1m大の白色砂粒e
石英e雲母を含む

－28 B 2G r 弥生土器 口縁部内外面ナデ 外／橙褐色 密 良好
SD O4 聾 頸部下　 外／ナデ

内／ナデ
内／淡褐色
断／灰褐色

1皿肝の白醜 e
石英。雲母を含む

－29 A 2G r 弥生土器 外／縦方向パケ 褐色 密 普通 日録端部平坦に
SD O4 鉢？ 内／ナデ 1皿大の白色妙齢

石英も雲母を含む
作る

－30 A IG r 弥生土器 10．8 外／縦方向にへラ状工 外／橙褐色 密 普通
SD O4 壷or蛮 具による調整

内／風化著しく不明
内／褐色
断／橙褐色

1Ⅲ大の白色砂断
石英6雲母を含む
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挿図番号 出土地点 器　 種

法　　 量 （cm）

形態 ⑳手法の特徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　　 考

口径 底径 器高

40－31 A IG r
SD O4

弥生土器
壷or聾

5．8 外／縦方向ミガキ
内／ナデ

橙褐色 密
1孤大の白色砂酎
石英を含む

普通

－32 A IG r
SD O4

弥生土器
壷or蜜

7．7 外／縦方向ミガキ
内／ナデ

淡黄褐色 やや粗い
1皿肝の白醜 e
石英e雲母を含む

やや不良

－33 A IG r 弥生土器 8．4 外／縦方向ミガキ 外／褐色 やや粗い 不良

SD O4 壷br蜜 内／ナデ 内／淡褐色
断／褐色

1m大の白色砂断
石英を含む

－34 A IG r 弥生土器 9．0 外／縦方向ミガキ 外／淡黄褐色 密 普通

SD O4 壷or聾 内／剥離のため不明 内／不明
断／灰褐色

1田大の白色砂粒。
石英を含む

－35 A IG r 弥生土器 7．8 外／縦方向ミガキ 外／褐色 密 良好

SD O4 壷or肇 内／ナデ、底部付近に
指頭圧痕残る

内／淡黄褐色
断／淡褐色

1m大の白色槻 e
石英。雲母e金雲
母を含む

－36 A 2G r 弥生土器 5．1 外／縦方向ミガキ 外／褐色 密 良好

SD O4 壷or聾 内／風化著しく不明 内／淡褐色
断／灰褐色

1皿肝の白醜 e
石英e雲母を含む

－37 A IG r
SD O4

弥生土器
壷or嚢

5．7 外／縦方向ミガキ
内／底部付近に指頭圧

痕残る

褐色 密

1皿大の白色砂粒。
石英e雲母を含む

良好

－38 A IG r 弥生土器 6．7 外／縦方向ミガキ、一 外／褐色 普通 良好 底部に籾痕あり

SD O4 壷or聾 部パケ
内／ケズリ

内／灰褐色
断／灰褐色

1m大の白色蝿 e
石英e雲母e金雲
母を含む

－39 B 2G r 弥生土器 6．3 外／縦方向ミガキ 外／橙褐色 密 良好

S D O4 壷or蜜 内／ケズリ 内／黒褐色
断／灰褐色

1m以下の白色純。
石英。雲針金雲母
を含む

－40 A IG r 弥生土器 5．5 外／縦方向ミガキ 外／黒褐色 普通 やや不良

SD O4 壷or聾 内／ケズリ、底部付近

に指頭圧痕残る

内／褐色
断／褐色

1弧大の白色砂粒e
石英e雲断金雲
母を含む

－41 A 2G r 弥生土器 6．4 外／縦方向ミガキ 外／褐色 やや粗い 普通

SD O4 壷or嚢 内／一部パケ、底部付
近に指頭圧痕残る

内／黒褐色
断／灰褐色

1皿以下の白色純。
石英e金雲母を含む

－42 A IG r 弥生土器 7．2 外／縦方向ミガキ、一部パケ 外／黒色 普通 良好

SD O4 壷or蜜 内／パケ、底部付近に指頭圧
痕残る

内／黒褐色
断／褐色

1m大の白色蝿 e
石英。金雲母を含
む

－43 A IG r 弥生土器 8．2 外／縦方向ミガキ 外／黒色 密 普通

SD O4 壷or聾 内／ケズリの後パケ、
横方向ミガキ

内／淡黄褐色
断／褐色

1m大の白色砂粒・

石英e雲母を含む

－44 A IG r 弥生土器 8．2 外／縦方向ミガキ 外／淡橙褐色 密 普通 内面底部にスス

SD O4 壷or賓 内／刺突具で突いたような詞臥
底部付近に指頭圧痕残る

内／褐色
断／褐色

1皿肝の白色轍e
石英。雲母を含む

付着

41－45 B 2G r 弥生土器 6．0 外／縦方向ミガキ、一 外／淡黄褐色 普通 良好

SD O4 壷or蜜 部パケ
内／横方向ミガキ

内／黒褐色
断／灰褐色

石英 ◎雲
母を含む
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挿図番号 出土地点 器　 種

法　　 量 （皿）

形態 ⑳手法の特徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　　 考

口径 底径 器高

45－ 1 A 5G r
SD O8

弥生土器

＝ゴ：ご望

17．7 口縁部内外面ナデ

目線端部に上下から刻
目文

淡褐色 普通

1皿以下の白色抽 e
石英e金雲母を含む

良好

－　2 B 7G r
SD O8

弥生土器
士宝E

17．0 口縁部内外面ナデ

口縁端部に刻目文

橙褐色 密

1皿以下の白色砂断
石英e金雲母を含む

良好

－　3 A 5G r 弥生土器 16．3 日録部内外面ナデ 外／褐色 普通 良好 外面スス付着
SD O8 聾 頸部下　外／縦方向パケ

内／斜め方向パ
ケ

内／灰褐色
断／灰褐色

1朗以下の白色鈍 e
石英e雲断金雲母
を含む

－　4 B 7G r
SD O8

弥生土器
聾

20．4 口綾部内外面ナデ
頸部下　外／縦方向パケ

内／斜め方向パ
ケ

淡黄褐色 やや粗い
石英 ◎雲
母を含む

良好 外面スス付着

－　5 A 5G r
SD O8

弥生土器
壷or蜜

8．2 外／縦方向ミガキ
内／パケ、底部付近に

指頭圧痕残る

黄橙色 やや粗い

1m以下の白色蝿・
石英e雲母を含む

良好

－　6 A 5G r 弥生土器 5．4 外／縦方向ミガキ 外／褐色 やや粗い 不良
SD O8 壷or聾 内／底部付近に指頭圧

痕残る
内／淡褐色
断／灰褐色

1m大の白色砂断
石英◎雲母を含む

－　7 A 5G r 弥生土器 5．4 外／横方向ミガキ 淡褐色 やや粗い 普通 搬入土器の可能
SD O8 壷or聾 内／縦 ◎斜め方向パケ 1m大の白色砂粒6

石英¢雲母を含む
性あり

－　8 A 5G r 弥生土器 16．0 外／縦方向ミガキ 褐色 やや粗い 普通 脚端部平坦に作
SD O8 高塀 内／縦 ◎斜め方向パケ 石英 ◎雲

母を含む
る

－　9 B 7G r 弥生土器 15．0 外／縦方向ミガキ 外／褐色 普通 不良 脚端部平坦に作
SD O8 高塀 内／ケズリ、脚端部は

ナデ

内／橙褐色
断／橙褐色

1m大の白色砂粒e石
英8雲断金雲母を
含む

る

48－ 1 B 3G r
SD O9

弥生土器

・＝ヒ宝E

21．8 口縁部内外面ナデ

口縁端部に斜格子文、
両端に刻目文

淡褐色 密
1m大の白色槻 e石
英e金雲母を含む

普通

－　2 B 3G r 弥生土器 20．5 口縁部内外面ナデ 褐色 密 普通 口縁端部下垂す
SD O9 ・＝皇ご宝E 口縁端部に斜格子文 1m以下の白桃 e

石英e雲母を含む
る

－　3 B 3G r
SD O9

弥生土器

＝±ご宣E

17．4 口縁部内外面ナデ 淡褐色 密

1皿以下の白色蝋e
石英e雲母を含む

普通 口縁端部上方に

やや拡張する

－　4 B 3G r 弥生土器 日録部内外面ナデ 淡橙褐色 普通 やや不良 口縁端部下垂す

SD O9 ＝．±ご宝E 口縁端部上端に刻目文 1個大の白色砂断
石英。雲母を含む

る

－　5 A 3G r
SD O9

弥生土器

＝量ご宝E

28．4 日経部内外面ナデ 外／淡褐色
内／褐色
断／黒灰色

密

1m大の白色砂断
石英◎雲母を含む

やや不良 口縁端部下垂す

る

－　6 A 3G r 弥生土器 31．1 口縁部内外面ナデ 淡褐色 普通 やや不良 口縁端部下垂す

SD O9 ・＝土ご宝E ロ縁端部と日録内面に
斜格子文

1Ⅲ祓の白色砂断
石英e雲母を含む

る
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挿図番号 出土地点 器　 種

法　　 量 （cm）

形態⑳手法の特徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　　 考

口径 底径 器高

48 －　7 A 3G r 弥生土器 22．4 口縁部内外面ナデ 淡褐色 密 普通 口縁端部下垂す
S D O9 ＝量ご宝E 口縁端部に斜格子文

日録内面に波状文

1m以下の白醜 e
石英・雲母・金雲
母を含む

る

－　8 B4G r 弥生土器 26．4 口姉内外面げ 褐色 やや粗い 良好 口縁端部下垂す
SD O9 士宝E 口納部と口縁内面に斜格子文

口縁内面から外面に2つの穿孔あり

1皿以下の白色鈍。
石英e金雲母を含む

る

－　9 B4G r 弥生土器 23．2 口綾部内外面ナデ 淡黄褐色 粗い 普通 ロ縁端部下垂す
SD O9 ＝圭ご宝E 口縁端部と口縁内面に

斜格子文
1融大の白色鈍。石
英e雲母。金雲母を
含む

る
口縁内面に直線
文が入る

－10 A 3G r 弥生土器 29．6 口縁部内外面げ 淡褐色 普通 普通 口縁端部下垂す
SD O9
（下層）

士宝E 口縁端部に山形文

口縁内面に波状文e刺突列点文

血以下の白桃 e
石英e雲母を含む

る

－11 A 3G r 弥生土器 22．2 口綾部内外面げ 外／淡褐色 普通 普通 口線端部下垂する
S D O9 ＝士ご宝E 口縁端部に山形文、口緑内面に斜格子

文e刺突列点文相形浮文
内／褐色
断／灰褐色

1m以下の白色繊 e
石英。雲母。金雲母
を含む

口縁内面から外面に

5以上の穿孔あり

49 －12 B 3G r 弥生土器 11．2 口縁部内外面ナデ 淡褐色 密 良好 頚部に2以上の
S D O9 ・＝ヒ宝E 頸部下　外／縦方向パケ

内／横方向ミガ
キ

石英。雲母e金雲
母を含む

穿孔あり

－13 A 3G r
S D O9
（下層）

弥生土器

・＝圭ゴ・望

9．6 口縁部内外面ナデ 褐色 普通

1皿大の白色砂粒e
石英e雲母を含む

良好

－14 B 3G r 弥生土器 口縁部内外面ナデ 橙褐色 密 普通 頚部外面に三角
S D O9
（下層）

聾or鉢 日録端部に刻目文
頸部下　外／縦方向パケ

内／斜め方向パケ

石英 ◎雲
母を含む

形文帯を貼付け
刻目文
外面スス付着

－15 A 3G r
S D O9

弥生土器
聾

17．7 ロ縁部内外面ナデ

目線端部に刻自文

淡褐色 密

1皿肝の白色轍e
石英e雲母を含む

普通

－16 B 3G r 弥生土器 20．6 口縁部内外面ナデ 外／褐色 やや粗い 良好 搬入土器の可能
SD O9
（下層）

壷or高塀 頸部下　 外／ナデ
内／ナデ

内／淡褐色
断／淡褐色

1m以下の白色鈍。
石英e雲母e金雲母
を含む

性あり

－17 A 3G r
SD O9

弥生土器

＝量ご宝E

外／頚部に指頭圧痕文帯貼付ける、
縦方向パケ

内／ナデ、下方はミガキ？

淡褐色 やや粗い
石英 ◎雲
母を含む

普通

－18 A 3G r 弥生土器 21．6 外／ロ縁部 ミガこ「 外／暗褐色 密 良好 口縁端部に刻目

S D O9 餐 内／ナデ 内／橙褐色
断／淡褐色

石英。雲母。金雲母
を含む

文

－19 B 4G r 弥生土器 16．4 外／指頭圧痕文帯貼付 外／橙褐色 密 普通

SD O9 無頸壷 or
鉢

け、下方はナデ
内／斜め方向パケ

内／淡橙褐色
断／褐色

石英を含む

－20 A 3G r 弥生土器 38．8 外／端部に刻目文、指頭 外／黒色 普通 やや不良
SD O9 無頸壷 or

鉢
圧痕文帯貼付け、縦
方向パケ

内／斜め方向パケ

内／褐色
断／褐色

1皿大の白色砂粒e
石英e雲母e金雲
母を含む

－21 A 3G r
SD O9

弥生土器
無頸壷 or
鉢

17．6 外／端部に刻目文、胴
部縦方向パケ

内／ナデ

淡褐色 普通
石英 ⑳雲
母を含む

普通
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挿図番号 出土地点 器　 種

法　　 量 （cm）

形態◎手法の特徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　　 考
口径 底径 器高

49－22 A 3G r
S D O9

弥生土器

無頸壷 or
鉢

外／端部に刻目文、4条の三角形文帯
を貼付け、刻目文、下方に斜格子
文？

内／げ

淡褐色 普通
石英 ・雲
母を含む

普通

－23 A 3G r
SD O9

弥生土器
聾

20．0 ロ縁部内外面げ
頸部下外／ミガキの後、斜め方向パケ

内／斜め方向パケ

淡褐色 普通
1m大の白色砂粒e
石英。雲母e金雲
母を含む

普通

－24 B 3G r
SD O9

弥生土器
聾

18．8 日録部内外面ナデ
頸部下　外／縦方向パケ

内／斜め方向パ
ケ

淡褐色 普通
1m以下の白色純e
石英。雲母e金雲母
を含む

良好

－25 A 3G r

SD O9

弥生土器
賓

26．8 口綾部内外面ナデ
頸部下　外／縦方向パケ

内／ナデ

褐色 密

1m大の白色砂粒e
石英を含む

やや不良 外面スス付着

50－26 B 4G r

SD O9
（上層）

弥生土器
聾

27．6 口舶内外面げ
部下外／三角形文帯繍付け、刻目文

内／ナデ

橙褐色 密

石英 ◎雲
母を含む

やや不良

－27 B 3G r 弥生土器 14．5 口縁部内外面ナデ 淡褐色 普通 普通 ロ縁端部上方に
SD O9
（下層）

饗 頸部下　 外／ナデ
内／ナデ

石英 ◎雲

母を含む
やや拡張する

－28 A 3G r
SD O9

弥生土器
蛮

24．4 日録部内外面ナデ 外／褐色
内／淡褐色
断／灰褐色

密

1m大の白色砂粒e
石英。雲母を含む

良好 口縁端部上方にやや
拡張する

口縁端部にスス付着

－29 B 3G r 弥生土器 17．8 目線部内外面ナデ 淡褐色 密 普通 日録端部にスス
SD O9 蜜 頸部下　 外／縦方向パケ

内／斜め方向パ
ケ

1皿以下の白色轍。
石英e雲母。金雲母
を含む

付着

－30 B 3G r
SD O9

弥生土器
蜜

21．0 口緑部内外面ナデ 淡褐色 普通
石英・雲母・金雲
母を含む

普通

－31 A 3G r
SD O9

弥生土器
聾

16．4 日経部内外面ナデ 褐色 密
石英 ◎雲
母を含む

良好 外面スス付着

－32 A 3G r

SD O9
（上層）

弥生土器
蜜

19．2 口綾部内外面ナデ
頸部下　外／縦方向パケ

内／ナデ

淡灰褐色 普通
1m大の白色砂粒e
石英・雲母・金雲
母を含む

普通

－33 B 3G r
SD O9
（下層）

弥生土器
聾

17．2 日録部内外面ナデ 外／黄褐色
内／灰褐色
断／橙褐色

密
1皿以下の白桃 e
石英e雲母を含む

良好

－34 B 3G r
S D O9

弥生土器
蜜

19．5 目線部内外面ナデ 外／褐色
内／淡褐色
断／灰褐色

密
1皿以下の白色槻8
石英e雲母。金雲母
を含む

普通 外面スス付着

－35 B 3G r
SD O9

弥生土器
嚢

10．2 口綾部内外面ナデ 褐色 密
1皿肝の白醜 0
石英6雲母を含む

やや不良

－36 B 3G r 弥生土器 19．2 口緑部内外面ナデ 外／褐色 普通 普率 口縁端部水平に
SD O9 高塀 塔部　 外／縦方向ミガキ

内／横方向ミガキ
内／黄褐色
断／淡褐色

1皿大の白色砂断
石英e雲断金雲
母を含む

突出する
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挿図番号 出土地点 器　 種

法　　 量 （cm）

形態 ⑳手法の特徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　　 考

口径 底径 器高

50－37 A 3G r
SD O9

古式土師器
高塀 ？

19．2 外／横方向ミガキ
内／横方向ミガキ

淡褐色 やや粗い
石英も雲母e金雲
母を含む

良好

－38 A 3G r
SD O9
（下層）

古式土師器
高塀 ？

20．8 内外面ナデ 淡褐色 密

1m肝の白醜 e
石英⑳雲針金雲
母を含む

良好

－39 A 3G r 弥生土器 14．2 5．1 外／縦方向パケ 褐色 密 良好 つまみ部に指頭

SD O9 蓋 内／横方向パケ 石英を含

む

圧痕残る

－40 B4G r 弥生土器 10．4 外／縦方向ミガキ 外／褐色 密 普通

SD O9 壷or餐 内／剥離のため不明 内／不明
断／灰褐色

1弧大の白色槻◎

石英の雲母を含む

－41 A 3G r 弥生土器 4．2 外／縦方向ミガキ 外／橙褐色 密 やや不良

SD O9 壷or嚢 内／底部付近に指頭圧

痕残る
内／褐色
断／褐色

1m肝の白桃 e

石英e雲母を含む

－42 B4G r
SI〕09
（上層）

弥生土器
壷or聾

6．4 外／縦方向ミガキ
内／底部付近に工具痕？

黒褐色 密
1m大の白色砂断
石英容雲母を含む

不良

－43 B 3G r 弥生土器 8．4 外／縦方向ミガキ 外／暗褐色 密 良好
SD O9 壷or聾 内／ナデ、底部付近に

指頭圧痕残る
内／褐色
断／灰褐色

1m以下の白色純e
石英0雲断金雲
母を含む

－44 A 3G r

S工）09

弥生土器
壷or聾

10．0 外／縦方向ミガキ
内／縦方向ミガキ？

底部付近に指頭圧
痕残る

淡黄褐色 密
1m大の白色蝿 e
石英・雲母・金雲
母を含む

不良

51－45 B 4G r 弥生土器 9．6 外／縦方向ミガキ 外／淡灰褐色 密 普通
SD O9
（下層）

壷or聾 内／ナデ 内／灰褐色
断／淡褐色

1弧大の白色蝿 0
石英⑬雲母を含む

－46 B 4G r 弥生土器 9．6 外／縦方向ミガキ 外／赤褐色 密 普通 外面スス付着

SD O9 壷or餐 内／ナデ、指頭圧痕残
る

内／褐色
断／灰褐色

1m肝の白醜 0
石英◎雲母を含む

－47 B 3G r
SD O9

弥生土器
壷or蛮

8．2 外／縦方向ミガキ

内／ナデ、底部付近に
指頭圧痕残る

淡黄褐色 やや粗い

1m大の白色蝿 e
石英0雲母を含む

良好

－48 A 3G r

SI〕09

弥生土器
壷or賓

7．0 外／縦方向ミガキ
内／ナデ、底部付近に

指頭圧痕残る

淡褐色 やや粗い
石英 ⑳雲
母を含む

不良

－49 B 4G r 弥生土器 7．2 外／縦方向ミガキ 外／赤褐色 密 普通

SD O9 壷or蛮 内／剥離のため不明 内／淡褐色
断／灰褐色

1m肝の白醜 め
石英㊤雲母を含む

－50 B 4G r 弥生土器 9．9 外／縦方向ミガキ 外／橙褐色 普通 良好

SD O9 壷or賓 内／剥離のため不明 内／黒色
断／褐色

1～2m大の白色砂
粒e石英。雲母を
含む

－51 A 3G r
SD O9

弥生土器

壷or聾

6．8 外／縦方向ミガキ、底
部付近パケ

内／ケズリ

褐色 普通

1皿以下の白色蝿・
石英・雲母・金雲
母を含む

良好

102



挿図番号 出土地点 器　 種

法　　 量 （cm）

形態⑳手法の特徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　　 考
口径 底径 器高

51－52 B 3G r
SD O9
（下層）

弥生土器
壷or聾

3．7 外／縦方向ミガキ
内／ケズリ

褐色 やや粗い

1m大の白色砂粒◎
石英¢雲母を含む

やや不良

－53 A 3G r 弥生土器 8．8 外／縦方向ミガキ 外／黒褐色 やや粗い やや不良

SD O9 壷or聾 内／ケズリ 内／淡褐色
断／黒褐色

1皿大の白色妙齢
石英を含む

－54 B 3G r 弥生土器 5．8 外／縦方向ミガキ 外／赤褐色 密 良好
SD O9
（下層）

壷or聾 内／縦方向ケズリ 内／黒褐色

断／橙褐色
1職肝の白色轍e
石英6雲母を含む

－55 B 3G r
SD O9

弥生土器
壷or蜜

3．9 外／手捏ね、指頭圧痕残る

内／刺突異で突いたような
痕跡あり

灰褐色 やや粗い
1m大の白色砂粒魯
石英・雲母・金雲
母を含む

やや不良

－56 A 3G r
SD O9

弥生土器
壷or聾

8．6 外／縦方向ミガキ

内／横方向ミガキ
淡黄褐色 密

1皿肝の白色腫6
石英◎雲断金雲
母を含む

普通

－57 A 3G r
SD O9

弥生土器
壷or聾

外／手捏ね、指頭圧痕残る
内／手捏ね、指頭圧痕残る

灰褐色 普通
1Ⅲ武の白色妙齢
石英e雲母を含む

良好

－58 A 3G r 弥生土器 2．2 外／縦方向ミガキ 外／赤褐色 密 良好
SD O9 壷or蛮 内／ケズリ 内／褐色

断／灰褐色
1皿肝の白色賊6
石英e雲母を含む

－59 A 3G r

S D O9

古式土師器
聾

14．7 日録部内外面ナデ
頸部下　 外／ナデ

内／ケズリ

淡黄褐色 やや粗い
石英 e 雲
母を含む

良好

－60 A 3G r
S D O9

古式土師器
蛮

16．8 口縁部内外面ナデ
頸部下　 外／ナデ

内／ケズリ

淡褐色 やや粗い
石英・雲母・金雲
母を含む

良好

－61 A 3G r

SD O9

古式土師器
聾

28．2 日録部内外面ナデ

口縁端部平坦に作る
頸部下不明

淡褐色 密
1m大の白色砂粒e
石英◎雲母を含む

普通

－62 A 3G r

SD O9

古式土師器
聾

12．4 日録部内外面ナデ
頸部下　 外／ナデ

内／ケズリ

淡褐色 密
石英◎雲針金雲
母を含む

良好

52－63 B 3G r
SD O9
（下層）

古式土師器
蛮

13．6 口縁部内外面ナデ
口縁端部平坦に作る

淡黄褐色 普通
石英 e 雲
母を含む

良好 内外面朱塗り

－64 B 3G r
SD O9

古式土師器
嚢

12．8 口縁部内外面ナデ

頸部下　 外／ナデ
内／ケズリ

淡黄褐色 普通
1Ⅲ肝の白色槻e
石英◎雲母を含む

普通

－65 A 3G r
SD O9

古式土師器
聾

13．2 口縁部内外面ナデ
口縁端部平坦に作る

淡褐色 やや粗い
石英 ⑳雲
母を含む

普通

－66 B4G r
SD O9
（下層）

古式土師器
賓

外／頸部下に直線文、
胴部パケ

内／頸部下からケズリ

灰褐色 普通
石英◎雲母魯金雲
母を含む

普通 外面胴部にスス
付着
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挿図番号 出土地点 器　 種

．法　　 量 （cm）

形態 ◎手法の特徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　　 考

口径 底径 器高

52－67 B 3G r
SD O9

古式土師器
嚢

16．6 口綾部内外面ナデ 黄褐色 密
石英e雲母e金雲
母を含む

良好

－68 B 3G r
SD O9

古式土師器
聾

14．1 口縁部内外面ナデ 淡黄褐色 密
石英・雲母・金雲
母を含む

普通

－69 B 3G r
SD O9
（下層）

古式土師器
聾

15．6 ロ縁部内外面ナデ 淡褐色 普通
石英e雲母e金雲
母を含む

良好

－70 A 3G r
SD O9

古式土師器
聾

21．4 口縁部内外面ナデ 淡黄褐色 密
石英◎雲母e金雲
母を含む

良好

－71 A 3G r
SD O9

古式土師器
聾

14．9 目線部内外面ナデ 外／淡褐色
内／淡黄褐色
断／淡褐色

密
石英e雲断金雲
母を含む

普通 外面スス付着

－72 B 3G r 古式土師器 14．2 ロ縁部内外面ナデ 外／褐色 密 良好

SD O9
（下層）

蛮 口縁端部丸くおさめる 内／淡褐色
断／淡褐色

石英 ◎雲
母を含む

－73 A 3G r
SD O9

古式土師器
聾

口縁部内外面ナデ
頸部下　 外／ナデ

内／ケズリ

淡褐色 普通
石英e雲針金雲
母を含む

普通

－74 B 3G r
SD O9

古式土師器
嚢

口縁部内外面ナデ
頚部下　 外／ナデ

内／ケズリ

淡褐色 密
石英e雲断金雲
母を含む

普通

－75 B 4G r
SD O9

古式土師器
蛮

15．0 口縁部内外面ナデ 淡褐色 普通
石英e雲母e金雲
母を含む

良好 布留式傾向賓

－76 B 3G r 古式土師器 15．4 日録部内外面ナデ 淡褐色 密 普通 布留式傾向賓

SD O9 嚢 頸部下　 外／ナデ
内／ケズリ

石英 ・雲
母を含む

外面一部にスス
付着

－77 A 3G r 古式土師器 13．8 口縁部内外面ナデ 淡黄褐色 普通 普通 布留式傾向餐

SD O9 嚢 頸部下　 外／パケ
内／ケズリ

石英 ⑳雲
母を含む

外面一部にスス
付着

－78 A 3G r 古式土師器 17．6 口縁部内外面ナデ 淡褐色 密 良好 布留式傾向襲

SD O9 聾 頸部下　外／間隔の広い波
状文⑳直線文

内／ケズリ

石英・雲母・金雲
母を含む

外面一部にスス
付着

－79 B 3G r
SD O9

古式土師器
壷or謹

外／ナデ、一部パケ

内／ケズリ

淡褐色 密

石英e雲母e金雲
母を含む

良好

－80 A 3G r
SD O9

古式土師器
高塀or
低脚杯

15．6 外／パケ
内／横方向ミガキ

褐色 密
石英e雲母e金雲
母を含む

普通 円盤充填法

－81 A 3G r

SD O9

古式土醜器

高塀or
低脚杯

15．5 外／ナデ
内／横方向ミガキ

淡褐色 普通
石英。雲母。金雲
母を含む

普通
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挿図番号 出土地点 器　 種

法　　 量 （cm）

形態 ◎手法の特徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　　 考

口径 底径 器高

53－82 A 3G r
SD O9

古式土師器
高塀or
低脚土不

15．2 外／ナデ
内／桟 ◎縦方向ミガキ

淡褐色 普通

石英e雲母。金雲
母を含む

良好

－83 B 3G r
SD O9

古式土師器
高塀or

低脚杯

外／縦方向ミガキ
内／ケズリ
杯部　 外／パケ

内／ミガキ

淡褐色 密

石英 ◎雲
母を含む

普通 円盤充填法

－84 B 3G r
SD O9

古式土師器
高塀or
低脚杯

脚部　外／風化著しく不明
内／ケズリ

師部　内外面とも風化著し
く不明

淡褐色 密
石英・雲母・金雲
母を含む

普通

－85 A 3G r 古式土師器 裾部　 外／ナデ 淡褐色 密 普通 外面に2以上の

SD O9
（下層）

小型器台 内／ケズリ 1m肝の白醜 e
石英を含む

穿孔あり

－86 B 3G r
SD O9

古式土師器
高塀

14．8 裾部　外／風化著しく不明
内／ナデ

脚部　外／風化著しく不明
内／ケズリ

淡褐色 密
石英。雲母e金雲
母を含む

やや不良

－87 A 3G r
SD O9
（下層）

古式土師器
高塀

10．2 裾部内外面ナデ
脚部　 外／ミガキ

内／ケズリ

橙褐色 密
1皿肝の白色賊。
石英・雲母・金雲
母を含む

普通

－88 A 3G r 古式土師器 7．2 裾部から脚部にかけて 外／橙色 密 やや不良
SD O9 低脚塔 内外面ナデ 内／淡橙色

断／橙色

1m大の白色砂酎
石英e雲母e金雲
母を含む

－89 B 3G r 古式土師器 19．6 外／ナデ 橙褐色 密 良好 脚部破片
SD O9 器台 内／ケズリ 石英 ⑳雲

母を含む
外面スス付着

－90 B 3G r

SD O9

古式土師器
器台

外／ナデ
内／ミガキ

淡褐色 普通
石英e雲母e金雲
母を含む

良好 受部破片

－91 B 8G r
SD O9

古式土師器
器台

外／ナデ
内／ケズリ

淡褐色 密
石英e雲断金雲
母を含む

普通 簡部破片

－92 B 3G r
SD O9

古式土師器
器台

外／ナデ
内／ケズリ

淡黄褐色 密
石英を含
む

普通 簡部破片

－93 B 3G r
SD O9

古式土師器
器台

15．2 外／ナデ
内／ケズリ

淡褐色 密
石英・雲母・金雲
母を含む

普通 脚部破片

55－ 1 B 5G r
SI）12

弥生土器 30．4 口縁部内外面ナデ 褐色 普通

1m大の白色砂断
石英e雲母e金雲
母を含む

不良

－　2 A 4G r
SD 12

弥生土器士 口綾部内外面ナデ

目線端部に刻冒文

橙褐色 普通

1皿以下の白色轍e
石英・雲母・金雲
母を含む

普通

－　3 A 4G r
SD 12

弥生土器士 24．2 日録部内外面ナデ

口縁端部に山形文

淡褐色 普通
石英 ◎雲
母を含む

良好

105



挿図番号 出土地点 器　 種

法　　 量 （cm）

形態 ◎手法の特徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　　 考

口径 底径 器高

55－　4 A 4G r 弥生土器 外／3条以上の三角形貼付文帯橙褐色 普通 良好 内面上方に刺突
SD 12 士宝E に刻目文、上方は縦方向パケ

内／横方向ミガヰ、上方はパケ
石英 ◎雲
母を含む

文あり

－　5 A 4G r 弥生土器 31．6 口綾部内外面ナデ 淡橙褐色 密 良好 外面胴部にスス
SD 12 聾 日録端部に山形文

頸部下　 外／縦方向パケ
内／縦方向パケ

1m肝の白色蝋。
石英e雲母を含む

付着

－　6 B 5G r
SD 12

弥生土器
聾

13．3 口縁部　 外／ナデ
内／横方向パケ

頸部下　 外／縦方向パケ
内／ナデ

淡黄褐色 密

1m以下の自醜 。
石英e雲母を含む

普通

－　7 B 5G r
SD 12

弥生土器
聾

25．9 日録部内外面ナデ 褐色 密

1m以下の白色繊◎
石英e雲母を含む

良好 外面スス付着

－　8 B 5G r 弥生土器 17．8 ロ縁部内外面ナデ 外／褐色 密 良好 外面スス付着
SD 12 寮 頸部下不明 内／淡褐色

断／淡黄褐色

1皿肝の白桃 0
石英0雲断金雲
母を含む

－　9 A 4G r

SD l‘2

弥生土器
壷or嚢

7．0 外／風化著しく不明
内／底部付近に指頭圧

痕残る

淡黄褐色 密

1m肝の白桃 e
石英e雲母を含む

普通

－10 A 4G r

SD 12
（上層）

弥生土器
壷or聾

9．1 外／縦方向ミガキ
内／縦方向ミガキ

黒褐色 密

1m大の白色純 e
石英0雲母を含む

普通

－11 A 4G r
SD 12
（上層）

弥生土器
高塀

26．4 口縁端部水平に突出する
外／ナデ
内／横方向ミガキ

淡褐色 密

血以下の白色砂拉・
石英e金雲母を含む

良好

－12 B 5G r
SD 12

弥生土器
高塀

外／縦方向ミガキ
内／不明

淡黄褐色 密
1m大の白色槻 e
石英e雲針金雲
母を含む

良好

－13 B 5G r 弥生土器 10．6 外／ナデ 外／褐色 密 やや不良
SD 12 高塀 内／パケ 内／橙褐色

断／灰褐色
1Ⅶ肝の白醜 e
石英e雲母を含む

56－ 1 A 5G r 弥生土器 22．2 ロ縁部内外面ナデ 褐色 密 良好 目線端部下垂す
包含層 ここと宝E ロ縁端部に波状文

口縁内面に波状文 。刺
突列点文

石英 ◎雲
母を含む

る

－　2 A IG r
包含層

弥生土器
恵宝E

19．0 口縁部内外面ナデ
ロ縁端部に刻目文
口縁内面に斜格子文 。
波状文

淡褐色 密
1m肝の白醜 。
石英・雲母・金雲
母を含む

良好

－　3 B 4G r 弥生土器 ロ綾部内外面ナデ 淡黄褐色 密 普通 ロ縁端部下垂す
包含層 ＝量ご宝E 口縁端部に斜線文

口縁内面に2以上の円
形浮文 。斜格子文

1Ⅲ祓の白色蝿。
石英・雲母を含む

る

－　4 A 8G r
包含層

弥生土器
＝お里E

19．0 口縁部内外面ナデ
口縁端部に刻目文
口縁内面に波状文 e直
線文

淡黄褐色 やや粗い
石英8雲断金雲
母を含む

やや不良

－　5 A IG r 弥生土器 27．4 ロ縁部内外面ナデ 橙褐色 普通 良好 口縁端部下垂す
包含層 ＝史ご宝E 日録端部に山形文一

口縁内面に斜格子文

1間断の白鱗 0
石掛雲母e金雲
母を含む

る
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挿図番号 出土地点 器　 種

法　　 量 （cm）

形態 ◎手法の特徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　　 考

口径 底径 器高

56－　6 B 6G r
包含層

弥生土器
恵宝巨

口縁部内外面ナデ 褐色 やや粗い

1m大の白色砂断
石英e雲断金雲
母を含む

良好 口縁端部下垂す

る

－　7 B 6G r 弥生土器 28．8 ロ縁部内外面ナデ 赤褐色 普通 良好 日録端部下垂す
包含層 ＝土ご重賞 口縁端部に刻冒文 1Ⅲ以下の白色槻 0

石英匂雲母を含む
る

－　8 A IG r 弥生土器 ロ綾部内外面ナデ 淡褐色 やや粗い やや不良 目線端部下垂す
包含層 ＝±ご宝E 日録端部に山形文

目線内面から2以上の
穿孔あり

石英6雲母e金雲
母を含む

る

－　9 表採 弥生土器
㌢＝土ご宝E

日経部内外面ナデ 淡橙褐色 密
石英 ◎雲

母を含む

やや不良 口縁端部下垂す

る

－10 西側溝 弥生土器
＝お宅E

ロ縁部内外面ナデ 外／褐色
内／淡黄褐色
断／灰褐色

普通

1皿大の白色妙齢
石英e雲母を含む

やや不良 日録端部下垂す

る

－11 A 3G r
包含層

弥生土器
＝虫・宝E

口綾部内外面ナデ 褐色 1 やや粗い

石英 ◎雲
母を含む

良好 口縁端部上下に
拡張する

－12 A 3G r 弥生土器 23．2 ロ縁部内外面ナデ 外／黄褐色 普通 良好 口線端部下垂する
包含層 ニ土ご互巨 口縁端部に山形文

頸部　 外／縦方向ハケ
内／横方向ミガキ

内／淡黄褐色
断／灰褐色

石英e雲母e金雲
母を含む

外面頸部に2以上
の三角形文帯を貼
付け、刻目文

－13 B6G r 弥生土器 18．0 口綾部内外面ナデ 外／褐色 やや粗い 良好

包含層 ＝士ご宝E 頸部　 外／縦方向パケ
内／桟 ◎縦方向

ミガキ

内／灰褐色
断／灰褐色

1弧大の白色轍 e
石英◎雲母を含む

－14 B4G r 弥生土器 25．6 日経部内外面ナデ 淡褐色 普通 普通 日録端部下垂す
包含層 ここ土ご宝E 目線端部に山形文

頸部　 外／パケ
内／ナデ

石英・雲母・金雲

母を含む
る

－15 B 5G r
包含層

弥生土器

・＝土ご雪ぎ

19．8 口縁部内外面ナデ 嘩褐色 やや粗い
石英・雲母・金雲

母を含む

良好

－16 A 4G r
包含層

弥生土器
・＝ヒ空

18．2 口縁部内外面ナデ 橙褐色 密

石英 ⑳雲
母を含む

良好

－17 A 7G r 弥生土器 9．9 口縁部内外面ナデ 褐色 密 良好 ロ綾部内外面に

包含層 ＝ゴこご宣E 頸部　 外／縦方向パケ
内／縦方向パケ

石英。雲母・金雲
母を含む

スス付着

－18 B 5G r 弥生土器 28．2 口縁部内外面ナデ 褐色 やや粗い 良好 日録端部上方に

包含層 聾 頸部下　 外／ナデ
内／斜め方向

パケ

石英¢雲断金雲
母を含む

拡張する

－19 A 7G r 弥生土器 14．4 口縁部内外面ナデ、内 外／暗褐色 普通 良好 口縁端部上方に
包含層 輩 面一部パケ

頸部下　 外／ナデ
内／斜め方向パケ

内／褐色
断／灰褐色

1阻大の白鱗 8
石英◎雲母を含む

拡張する

－20 A IG r 弥生土器 22．1 口縁部内外面ナデ 灰褐色 普通 普通 日録端部上方に

包含層 聾 頸部下　 外／縦方向パケ
内／斜め方向パケ

1氾大の白醜 ◎
石英0雲断金雲
母を含む

拡張する
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挿図番号 出土地点 器　 種

法　　 量 （Ⅷ）

形態 ◎手法の特徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　　 考
口径 底径 器高

57－21 B 5G r 弥生土器 21．6 口縁部内外面ナデ、内 淡黄褐色 やや粗い 良好 日録端部上方に
包含層 聾 面一部パケ

頸部下　 外／ナデ
内／ナデ

石英0雲針金雲
母を含む

拡張する

－22 B 7G r 弥生土器 24．1 口綾部内外面ナデ 黄褐色 やや粗い 普通 口縁端部上方に
包含層 嚢 頸部下　 外／縦方向パケ

内／縦◎斜め方
向パケ

石英e雲断金雲
母を含む

拡張する

－23 A 4G r
包含層

弥生土器
聾

目線部内外面ナデ
外面頚部付近に指頭圧
痕残る

淡黄褐色 粗い
石英0雲母e金雲
母を含む

やや不良

－24 西側溝 弥生土器
嚢

13．8 口縁部内外面ナデ
頸部下　 外／縦方向パケ

内／斜め方向パ
ケ

外／褐色
内／橙褐色
断／灰褐色

密

1皿以下の白色砂
粒e石英e金雲母
を含む

良好 外面スス付着

－25 B 5G r
包含層

弥生土器
嚢

18．2 日録部内外面ナデ
頸部下　外／縦方向パケ

内／ナデ

淡黄褐色 密
石英を含む

普通

－26 B 7G r 弥生土器 27．4 口線部内外面ナデ 淡褐色 粗い 良好 ロ縁端部上方に
包含層 聾 頸部下　 外／ナデ

内／斜め方向の
粗いパケ

石英。雲母e金雲
母を含む

拡張する

－27 B 2G r 弥生土器 16．0 日録部内外面ナデ 灰褐色 密 良好 ， 外面口綾部にス
包含層 聾 頸部下　 外／縦方向パケ

内／斜め方向パ
ケ

1Ⅷ】以下の白色砂
粒・石英・雲母・
金雲母を含む

ス付着

－28 B 7G r 弥生土器 25．0 口縁部内外面ナデ 外／淡褐色 密 良好 外面口縁部にスス付着
包含層 蛮 頸部下　 外／縦方向パケ

内／斜め方向パ
ケ

内／黄褐色
断／灰褐色

石英・雲母・金雲

母を含む

口縁端部上方に拡張す

る

－29 B 7G r 弥生土器 19．5 口綾部内外面ナデ 外／黒色 普通 良好 外面口縁部にスス付着
包含層 聾 頸部下 外／斜め方向パケ

内／ナデ
内／灰褐色
断／灰褐色

1m以下の白色砂
粒0石英を含む

口緑端部上方に拡張す

る

－30 B 7G r 弥生土器 21．4 口縁部内外面ナデ 外／褐色 やや粗い 良好 口縁端部上方に
包含層 聾 頸部下　 外／ナデ

内／ナデ
内／淡黄褐色
断／灰褐色

1m以下の白色砂
粒・石英・雲母・
金雲母を含む

拡張する

－31 B 2G r 弥生土器 目線部内外面ナデ 外／褐色 密 普通 外面スス付着
包含層 聾 頸部下　 外／縦方向パケ

内／斜め方向パ
ケ

内／淡褐色
断／褐色

石英 ◎雲
母を含む

58－32 B 2G r 弥生土器 19．6 口縁部内外面ナデ 淡黄褐色 やや粗い 普通 口縁端部上方に
包含層 蛮 頸部下　 外／ナデ

内／ナデ
石英。雲母e金雲
母を含む

拡張する

－33 B 4G r 弥生土器 11．6 ロ縁部内外面ナデ 外／褐色 普通 良好 外面スス付着
包含層 賓 頸部下　 外／縦方向パケ

内／斜め方向パ
ケ

内／暗褐色
断／淡褐色

1m以上の白色砂
粒・石英・雲母・
金雲母を含む

－34 A 3G r
包含層

弥生土器
牽

日録部内外面ナデ
頸部下　 外／ナデ

内／パケ、下方
はケズリ

黄褐色 密
石英 ⑳雲
母を含む

良好

－35 A IG r
包含層

弥生土器
嚢

口綾部内外面ナデ
頸部下　外／縦方向パケ

内／風化著しく
不明

淡褐色 密
石英 ⑳雲
母を含む

やや不良

108



挿図番号 出土地点 器　 種

法　　 量 （cm）

形態 ◎手法の特徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　　 考

口径 底径 器高

58－36 A 6G r 弥生土器 15．8 口縁部内外面ナデ 外／淡褐色 普通 良好 目線端部に凹線
包含層 饗 頸部下　 外／縦 ◎横方

向パケ
内／斜め方向パケ

内／灰褐色
断／淡褐色

石英・雲母・金雲
母を含む

文が入る

－37 B 3G r 弥生土器 口縁部内外面ナデ 淡橙褐色 密 やや不良 外面スス付着

包含層 蛮or鉢 口縁端部に刻目文
頸部下　 外／ナデ

内／ナデ

石英e雲母を含む 外面頸部下に三
角形文帯を貼付
け、刻目文

－38 A IG r
包含層

弥生土器
壷or嚢

7．0 外／縦方向ミガキ
内／ナデ、底部付近に

指頭圧痕残る

褐色 密

1皿以下の白色砂
粒・石英・雲母を
含む

良好 外面スス付着

－39 B 4G r 弥生土器 5．8 外／縦方向ミガキ 外／黒褐色 密 普通

包含層 壷or嚢 内／ナデ、底部付近に
指頭圧痕残る

内／褐色
断／褐色

1皿大の白醜 。
石英◎雲母を含む

－40 A 4G r 弥生土器 7．2 外／縦方向ミガキ 外／淡橙褐色 密 普通

包含層 壷or聾 内／ナデ 内／橙褐色
断／淡橙褐色

1m大の自醜 e
石英e雲母を含む

－41 A 6G r 弥生土器 6．4 外／縦方向ミガキ 外／褐色 やや粗い 普通 外面スス付着

包含層 壷or蜜 内／ナデ 内／灰褐色
断／灰褐色

1孤以下の白色砂
粒・石英・雲母・
金雲母を含む

－42 B 5G r 弥生土器 6．6 外／縦方向ミガキ 外／橙褐色 密 普通
包含層 壷or嚢 内／ナデ 内／灰褐色

断／褐色
1皿大の白色蝋e
石英e雲母を含む

－43 A IG r 弥生土器 5．2 外／縦方向ミガキ 外／褐色 密 普通
包含層 壷or蛮 内／ナデ 内／／灰褐色

断／灰褐色
1m大の白醜 e
石英e雲母e金雲
母を含む

－44 A IG r
包含層

弥生土器
壷or聾

6．9 外／縦方向ミガキ
内／ナデ

褐色 普通

1m大の白鱗 。
石英e雲母を含む

やや不良 内面スス付着

－45 A 4G r 弥生土器 7．6 外／縦方向ミガキ、一 外／淡褐色 密 良好
包含層 壷or餐 部パケ

内／ナデ
内／褐色
断／灰褐色

1皿大の自醜 0
石英e雲母を含む

－46 A 4G r
包含層

弥生土器
壷or賓

7．7 外／縦方向ミガキ、一
部パケ

内／ナデ

淡黄褐色 密
1Ⅶ以下の白色砂
粒8石英e雲母を
含む

やや不良

－47 A 4G r 弥生土器 外／縦方向ミガキ 外／橙褐色 普通 やや不良

包含層 壷or聾 内／ナデ 内／褐色
断／褐色

1皿大の白醜 e
石英0雲母を含む

－48 B 7G r
包含層

弥生土器

壷or蛮

5．2 外／縦方向ミガキ、一
部パケ

内／ナデ

褐色 密

1～2皿大の白色
純 0石英。雲母
を含む

良好

－49 A 4G r 弥生土器 7．7 外／縦方向ミガキ 外／橙褐色 普通 良好

包含層 壷or餐 内／パケ 内／褐色
断／褐色

1皿大の白醜 e
石英e雲母を含む

－50 B 3G r 弥生土器 8．2 外／縦方向パケ 外／褐色 密 普通

包含層 壷or嚢 内／ナデ 内／灰褐色
断／淡褐色

石英e雲母e金雲
母を含む
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挿図番号 出土地点 器　 種

法　　 量 （cm）

形態 ◎手法の特徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　　 考

口径 底径 器高

58－51 B 5G r
包含層

弥生土器
壷or嚢

5．8 外／縦方向ミガキ
内／パケ

褐色 密

1皿丑大の白蛾 e
石英◎雲母を含む

普通 外面スス付着

－52 A IG r 弥生土器 10．7 外／縦方向ミガキ 外／褐色 普通 普通
包含層 壷or嚢 内／パケ 内／橙褐色

断／橙褐色
1m大の白色蝿・
石英◎雲母を含む

－53 B 7G r 弥生土器 5．6 外／横方向ミガキ、底 外／褐色 密 良好 外面スス付着
包含層 壷or蜜 部付近パケ

内／横方向ミガキ、底部付
近に指頭圧痕残る

内／黒灰色
断／褐色

石英を含む

－54 A 3G r
包含層

弥生土器
壷or蜜

5．2 外／縦 ◎横方向ミガキ
内／横方向ミガキ

灰褐色 密
1姐以下の白色砂
粒・石英・金雲母
を含む

良好 外面底部ミガキ

59－55 A 3G r
包含層

弥生土器
壷or蛮

3．3 外／ナデ
内／指頭圧痕残る
底／板目？

褐色 普通
石英 ⑳雲
母を含む

良好

－56 表採 弥生土器
鉢or無頸壷

外／口線下に 1条の三
角形文帯を貼付け、
刻目文、胴部ナデ

内／斜め方向ミガキ

淡褐色 密
石英を含む

良好 外面スス付着

－57 A 3G r
包含層

弥生土器
鉢

外／縦方向パケ
内／ナデ

暗褐色 普通
1孤以下の白色砂
粒・石英・雲母を
含む

やや不良 内外面にスス付
着

－58 A IG r
包含層

弥生土器
高塀

9．0 外／ナデ
内／ナデ

褐色 密
石英・雲母・金雲
母を含む

良好

－59 A 2G r 古式土師器
聾

17．8 口縁部内外面ナデ 外／淡黄褐色 普通 良好 日録端部平坦に
包含層 頸部下　 外／横方向パ

ケ
内／ケズリ

内／灰褐色
断／淡褐色

1m以下の白色砂
粒。石英。雲母を
含む

作る

－60 A IG r
包含層

古式土師器
賓

14．2 口縁部内外面ナデ 淡黄褐色 密

石英◎雲断金雲
母を含む

普通 外面スス付着

－61 A IG r
包含層

古式土師器
聾

口縁部内外面ナデ 淡黄褐色 密
石英 e 雲
母を含む

良好 口縁部内外面に

スス付着

－62 B 4G r
包含層

古式土師器
嚢

14．7 口縁部内外面ナデ
頸部下　 外／ナデ

内／ケズリ

淡橙褐色 密
1皿大の自醜 8
石英。雲母・金雲
母を含む

普通

－63 A 3G r
包含層

古式土師器
爵

且5．5 口縁部内外面ナデ 外／褐色
内／淡黄褐色
断／灰褐色

普通
1m以下の白色砂
粒の石英。雲母を
含む

やや不良

－64 A 3G r
包含層

古式土師器
聾

口縁部内外面ナデ 淡褐色 密
石英の雲母8金雲
母を含む

良好

－65 A 3G r
包含層

古式土師器
蜜

17．3 ロ縁部内外面ナデ 淡褐色 密
1皿以下の白色砂
粒・石英・雲母・
金雲母を含む

普通
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挿図番号 出土地点 器　 種

法　　 量 （cm）

形態 ⑳手法の特徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　　 考

口径 底径 器高

59－66 A 3G r
包含層

古式土師器
蜜

口縁部内外面ナデ
頸部下　 外／ナデ

内／ケズリ

淡黄褐色 密
石英 e 雲
母を含む

普通

－67 表採 古式土師器
器台

外／ナデ
内／受部ミガキ、脚部

ケズリ

外／淡橙褐色
内／橙褐色
断／淡褐色

普通
石英 ⑳雲
母を含む

良好

－68 A 3G r
包含層

古式土師器
器台

20．2 外／ナデ

内／ケズリ

橙褐色 普通

石英◎雲母¢金雲
母を含む

良好 脚部破片

－69 A 3G r
包含層

古式土師器
器台

16．5 外／ナデ
内／横方向ミガキ

橙褐色 普通

石英 ⑳雲
母を含む

普通 受部破片

－70 A 5G r 土師器 21．6 ・ 口縁部　 外／ナデ 外／淡橙褐色 やや粗い 不良
包含層 嚢 内／パケ

頸部下　 外／縦方向パケ
内／ケズリ

内／褐色
断／淡褐色

石英◎雲断金雲
母を含む

1 71 A IG r 須恵器 14．0 外／回転ナデ、下部ケ 外／灰色 普通 良好 外面に自然粕か
包含層 輝身 ズリ

内／回転ナデ
内／暗灰色
断／灰色

かる

－72 A IG r
包含層

須恵器
塔身

14．3 内外面回転ナデ 暗灰色 密
雲母を含む

良好 外面に自然粕か

かる

－73 A IG r
包含層

須恵器
杯蓋

16．2 内外面回転ナデ 外／灰色
内／′暗灰色
断／暗灰色

密
1Ⅲ以下の白色砂
断石英を含む

普通 内外面に自然柚
かかる

－74 B4G r
包含層

須恵器
塔蓋

12．0 内外面回転ナデ 灰色 密

1磁以下の白色砂
粒6石英を含む

良好 日録端部に沈線

入る

－75 B 5G r
包含層

須恵器
杯蓋

1上2 内外面回転ナデ 黒灰色 密

1餓以下の白色砂
粒e石英を含む

良好 外面日録端部に

自然軸かかる

60－76 A 6G r
包含層

須恵器
輝

1上8 7．6 4．1 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切り

淡灰色 密
石英を含む

普通

－77 A IG r
包含層

須恵器
輝

8．6 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切り

灰色 普通
石英を含む

やや不良

－78 A 4G r
包含層

須恵器
高台付
塔

9．8 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切り

灰色 普通
1Ⅲ大の白色槻◎
石英を含む

普通

－79 B 2G r
包含層

須恵器
堵

1上0 外／回転ナデ
内／回転ナデ

暗灰色 密
石英を含む

良好

－80 B 5G r
包含層

須恵器
高台付
塔

9．6 外／回転ナデ
内／回転ナデ

暗灰色 密
1Ⅲ皿大の白桃 ¢
石英を含む

やや不良
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挿図番号 出土地点 器　 種

法　　 量 （皿）

形態 ◎手法の特徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　　 考
口径 底径 器高

60－81 A IG r 土師器 13．3 5．8 5．25 外／回転ナデ 橙褐色 密 良好 内外面にスス付
包含層 塔 内／回転ナデ 1皿以下の白色砂

粒。石英。雲母e
金雲母を含む

着
回転水引き痕明
瞭に残る

－82 A IG r 土師器 6．8 外／回転ナデ 外／橙褐色 密 良好
包含層 杯 内／回転ナデ

底／糸切り後、パケ⑳
ナデ

内／淡褐色
断／淡褐色

1m以下の白色砂
掛石英e雲母を
含む

－83 A IG r 土師器 5．6 外／回転ナデ 暗褐色 密 普通 2度の糸切り痕
包含層 杯 内／回転ナデ

底／回転糸切り

1皿以下の白色砂
粒e石英e雲母を
含む

あり

－84 B 2G r
包含層

土師器
塔

4．2 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切り

赤褐色 密
石英 ⑳雲
母を含む

不良

－85 A IG r
包含層

土師器
塔

6．8 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切り

淡黄褐色 密
石英 ⑳雲
母を含む

良好

－86 A IG r 土師器 5．0 外／回転ナデ 外／橙褐色 密 普通 外面朱塗り
包含層 杯 内／回転ナデ

底／糸切り後、ナデ
内／淡褐色
断／淡褐色

1斑以下の白色砂
粒e石英。雲母を
含む

外面一部にスス
付着

－87 A 3G r
包含層

土師器
小皿

9．6 5．4 2．1 外／ナデ
内／ナデ
底／回転糸切り

橙色 密
1m以下の白色砂
粒e石英e雲母を
含む

普通

－88 A 2G r 土師器 9．2 4．9 1．95 外／回転ナデ 外／橙色 普通 良好 内面一部にスス
P 4 小皿 内／回転ナデ

底／回転糸切り
内／褐色
断／橙褐色

巨3皿大の白色
砂粒e石英。雲母
を含む

付着

－89 B 4G r 土師器 7．8 4．1 1．15 外／回転ナデ 外／橙褐色 密 普通
包含層 小皿 内／回転ナデ

底／糸切り後、ナデ
内／淡黄橙色
断／褐色

1皿以下の白色砂
粒e石英e雲母を
含む

－90 A IG r
包含層

土師器
足高高台付
杯

8．2 外／回転ナデ
内／回転ナデ

橙褐色 密
1皿以下の白色砂
粒e石英e雲母を
含む

良好 塔部内面黒褐色

－91 A IG r
包含層

土師器
高塀

13．2 外／ナデ、下半部ケズ
リ

内／ナデ

淡褐色 普通
1m以下の白色砂
粒・石英・雲母を
含む

普通 内外面朱塗り

－92 B 2G r 土師器 13．2 外／ナデ、一部パケ 淡橙褐色 普通 普通 内外面朱塗り
包含層 高塀 内／ナデ 1m以下の白色砂

断石英。雲母を
含む

内面に暗文が入

る

－93 B 2G r 土師器 13．6 外／ナデ、下半部ケズ 淡褐色 密 良好 内外面朱塗り
包含層 高塀 リ

内／ナデ
石英 ◎雲
母を含む

内面に暗文が入

る
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出藍遺物観察衷　¢鉄器⑳石器》

挿図

番号
出土地点 製品名 通 存状況 材　　 質

最大長

（皿）

最大 幅

（cm）

最大 厚

（cm）

重 量

（g）
備　　　 考

17－ 1
B 4G r

S K O4
鉄嫉 上端欠損 鉄 9．35 2．4 42 錆化

－　 2

B 4G r

S K O4

（中層～下層）

鉄鉱 上 端欠損 鉄 6．9 2．5 2 1 錆化

－　 3
B 4G r

S K O4
不明 完形 鉄 7．25 3．4 121 錆化

19－8
A 4 G r

S K O 5
鉄鉱 完形 鉄 6．3 3．1 2 7 錆化

23 －4 1
A 3 G r

SK O6
不明 両端欠損 鉄 5．7 1．9 11 錆化

－42
A 3 G r

S K O6
砥石 片端欠損 安 山岩 （細粒） 1上3 6．9 3．5 308 二面 に使用痕 あ り

34－38
土器群 1

（S D O3）
砥石 両端欠損

流紋岩質

凝灰岩
5．8 3．7 2．5 47 全面 に使用痕 あ り

－39
A IG r

S D O3
砥石 両端欠損

流紋岩質

凝灰岩
6．0 3．0 2．5 55 全面 に使用痕 あ り

4 1－46
A IG r

S D O4
不 明 片端欠損

流紋岩

（中粒）
7．2 10．0 1．35 161

側面 を面取 りしている

片端 に刃部 のよ うな もの削 り

出す

－47
A 2G r

S D O4
不 明 一部欠損

玄武岩

（中粒）
7．8 5．85 3．5 302 朱 の痕跡 あ り

60－94
A 2G r

包含層
砥石 ほぼ完形 安山岩 15．8 4．0 3．3 420 三面 に使用痕 あり

－95
A IG r

包含層
砥石 ？ 両端欠損 珪質頁岩 7．2 7．6 2．4 220 二面 に使用痕あ り

－96
A 3G r

包含層
扁平片刃石斧 刃部欠損 安 山岩 5．3 2．2 1．0 18 全面 を磨 いてい る
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